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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１






　神くま代しろ佐さ久く耶やは悩なやんでいた。

　海よりも深く悩んでいた。

　その海が遠浅の有あり明あけ海かいか、水深一万一〇三四メートルのマリアナ海かい溝こうなのかは大いに詮せん索さくすべき問題ではあるが、ともあれこれほど真しん剣けんに思い悩んだのは、一昨々日さきおととい、代だい官かん山やまのスパゲティハウスでボンゴレ・ロッソを食べるかペペロンチーノにするか一五秒ほど迷って以来だ。

「神代がブルー入るなんて信じらんないぜ！」

「天てん地ち開かい闢びやく以来の珍ちん事じだわ！」

「関かん東とう大だい地じ震しんか富ふ士じ山さんの噴ふん火かの前ぶれじゃない!?」

　彼女を知るクラスメイトが見たら、口々にそう叫さけんだにちがいない。

　もともと佐久耶の頭ず脳のうは、モノを深く考えるようにできていない。

『生』とか『無む限げん』とか『観かん念ねんの自じ己こ増ぞう殖しよく』といった哲てつ学がく的てき命めい題だいが脳のう裏りをよぎったことは生まれてこのかた一度もないし、高校生活にありがちな雑ざつ多たな不ふ協きよう和わ音おんも、一六歳さいの少女の一人暮らしが招くトラブルも、彼女の眉み間けんにシワを刻きざむことはできない。

　うじうじ悩むぐらいなら、昼ひる寝ねをしていたほうがはるかに自分の人生にとってプラスになると佐久耶は信じている。

　いちばん好きなのは綿わた雲ぐもひとつない抜ぬけるような晴天だが、どんよりと曇くもった梅つ雨ゆ空ぞらも、陰いん気きにそぼ降る秋の長雨も、他ひ人とが言うほどきらいではない。

　お祭まつりごとは大好きだが、祭の後のシンとしたわびしさを味わい楽しむ程てい度どの感かん性せいの幅はばは持ちあわせている。

　もちろん、はるかな過去にも遠い未来にも興きよう味みはない。

　興味があるのは、今日と明日の幸福と、喜びと、楽しさと、ハローキティのご機き嫌げんだけだ。

　超ちようナンパ高校で有名な、渋しぶ谷やの私し立りつ天てん満まん宮ぐう高校の一年生。

　現代っ子にして、都会っ子にして、東京っ子にして、典てん型けい的てきなシブヤの女子高生……。

　くわえて、佐久耶には今日の今日まで、悩みたくても悩むに値あたいする『悩み』がなかった。

　外見はさしたる欠点がないどころか、はっきりグラビアアイドルなみの美少女と言っていい。

　ガリ勉しなくても、テストで赤点をとらない程度に大脳は発はつ達たつしている。

　高校での人間関係、友人関係もまずまず順じゆん調ちようだ。

　カラオケで赤あかっ恥ぱじかくような音おん痴ちでもないし、『テイルコンチェルト』をクリアできないほど運動神経もニブくはない。

　身体からだはすこぶる健康で、食べ物の好ききらいは皆かい無むだし、生せい理り痛つうも軽いほうだし、牛乳アレルギーでもアトピー体質でもない。

　過か食しよくしても太らない体質だからエステに無む駄だ金がねを投とう資しする必要もなく、ニキビとも無む縁えんなのでマツモトキヨシでクレアラシルをまとめ買いしなくてもいい。

　視し力りよくにいたっては今どき貴き重ちような二・〇だ。

　ようするに、この神代佐久耶という愛すべき少女は、苦く悩のうや煩はん悶もんとはおよそ縁のない、神の望のぞまれし人類の理り想そう像ぞうのような、ポジティヴ・シンキングの権ごん化げのような、幸福で、健康で、明るく、無む邪じや気きな人生享楽者エピキユリアンなのだ。

　にもかかわらず……。




　五月の第三日曜日、午前九時四七分。

　渋谷センター街がいのバーガーショップの、一番奥おくのボックス席。

　佐久耶は、Ｍサイズのオレンジジュースを飲みながら、悩なやみのひと時をすごしていた。

　いったい、ナニを悩んでいるのか？

　答えは明白だ。

　消しよう去きよ法ほうやら演えん繹えき法ほうやらを用いるまでもない。

　カレシについて、である。

　快かい楽らくの神々に祝しゆく福ふくされた一六歳の女子高生の顔に、一いつ瞬しゆんでも憂うれいのカゲがさしたとしたら、それはカレシが原因としか考えられない。

　そう、佐久耶は、一か月ほど前からつきあいはじめたカレシとの仲がいっこうに進しん展てんしないことに、不満と、焦あせりと、かすかな淋さびしさを感じていたのだ。

　そして、そのカレシは今、佐久耶の眼めの前に座すわっている。

「これ、ホントに牛肉百パーセントかな!?」などとつぶやきながら、モーニングセットのチーズバーガーをしきりとパクついている。

　カレシの名前は……柾まさ木き天てん地ち。

　ご存ぞんじ、我われらが天地である。

　佐久耶は、四月の中ごろ、岡おか山やまの片かた田舎いなかから単身上京して天満宮高校のクラスメイトになったこの少年に、あられもなく一ひと目め惚ぼれしてしまった。

「あたし、キミが好きになりました」

　そんな過か激げきな言葉が、思わず口をついて出たあの日。

　転てん校こう初日に、机つくえに座るなり、となりの席の見ず知らずの女の子から唐とう突とつに「好きだ」と言われた天地が、驚おどろきのあまりイスごと後ろにひっくり返ったあの日。

　──ハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうくらったような顔してたっけ、柾木くん。

　佐久耶は、運命的な邂かい逅こうの瞬間を思い出し、フッと苦く笑しようした。

　今考えると、当然だよね、それって。

　前置きも段だん取どりも全部はしょっていきなりだったし、やっぱちょっとムリあったかも。

　でも、あたしには、ためらいとか恥はずかしさなんて全然なかった。

　自分でも不ふ思し議ぎなくらい大だい胆たんに、まるでそうすることが昔むかしから決まってたみたいに、自然と言葉がくちびるからあふれてた。

　だって、ひと目見た瞬間、この人しかいない、カレシにするならこの人以外に考えらんない、って思ったんだもん。

　なぜ!?　どうして!?

　柾木くんのどこが好きになったの!?

　なぁ～んてこと、どうでもいい。

　理り屈くつじゃないよ、こういうのって。

　好きだから好きなんだし、好きだから告こく白はくした。

　ただ、それだけ。

　もちろん、後こう悔かいなんか全然してない。

　してないけど、でも……。

「はぁ」

　佐久耶は物もの憂うげにぬれた瞳ひとみを虚こ空くうに向け、小さくため息をついた。

　瞬しゆん間かん、店内にいたすべての男性客がいっせいに佐久耶を見た。

　カップルの片かた割われの男性までが会話を中断して佐久耶を見やり、カノジョに向こうずねを蹴けられていた。

　にわか親しん衛えい隊たいの面々は、こう思ったにちがいない。

「ダメだよ、ため息なんかついちゃ！　かわいいキミにそんな哀かなしい顔はにあわないよ！」

　だが、佐久耶は男たちの視し線せんに感かん謝しやするどころか、気づきもせず、溶とけた氷で薄うすくなったオレンジジュースをだるそうにすすりながら、なおも慣なれないもの思いに耽ふけっていた。

　──そう。でも、結局は、あたしの片思いなんだよね。

　告白してから一か月とちょっと。

　土日のたんびに、あたしは柾木くんをデートに誘さそう。

　嬉うれしいような、困ったような、はにかんだような顔をして、それでも柾木くんは必かならずつきあってくれる。

　見た目には、あたしたちけっこうイイ関係。

　柾木くんも東京見物をそれなりに楽しんでるみたい。

　けど、となりを歩いてる子は、あたしじゃなくてもいいのかな、って。

　ほかの女の子でも、ううん、いっそ男子のほうが気楽なのかも。

　尼あまヶ崎さきくんや土つち田だくんみたいにクラッシュしたヤツとバカやりながら歩いたほうが、百倍楽しいって感じ。

　友達以上、恋こい人びと未み満まん。

　やっぱ恋人、じゃないんだよね、まだあたしたち……。

「はぁぁ」

　佐久耶は再ふたたびため息をついた。

　オトコ心をはんなりとくすぐる艶つやっぽい声が、波のように店内のすみずみにまで広がり、男性客は再びいっせいに佐久耶を見た。

　カップルの男性の頰にカノジョのビンタが炸さく裂れつした。

　佐久耶は、意を決して正面を向いた。

　そして、「少し塩しお気けがキツいなあ、これ」とつぶやきながらフライドポテトを食べる天地に、おもむろに話しかけた。

「あのさ、柾木くん……」

「夕ゆう飯はんは塩分ひかえなきゃ──えっ!?　何か言った、神代さん!?」

　天地は憎にくたらしいほど屈くつ託たくない笑え顔がおで佐久耶を見た。

「あのさ」

　佐久耶はテーブルに頰ほお杖づえをつき、しみじみと言う。

「あたしたちってさ、なかなかエッチでディープな関係にならないね」

　隣りん席せきのセールスマン風の青年がブゥーッとコーラを吹ふき出した。

「エッチ……ディープな関係……なにそれ!?」

　天地はきょとんとする。

「知らないよ」佐久耶はプクッとむくれる。「知ってたって言わないもん。女の子から言うことじゃないもん」

「そうなの？」

「あたしたちさ、もうつきあいはじめてから一か月だよ。もうちょっと、ナンかこう、ほら、イチャイチャッ、プリプリッ、ムラムラッ、ヌトヌトッて雰ふん囲い気きになってもいいと思わない!?」

「それ、何語!?」

　天地はキツネにつままれたような表情でアッケにとられている。

　店内の男性客は、全身を耳にして二人の会話に聞き入っている。

「たとえば」

　佐久耶はもどかしげにグッと身を乗り出した。

「もういいかげん、あたしたち名前で呼びあってもいいころじゃない!?　『神代さん』『柾木くん』じゃなくて、『佐久耶』とか『天地くん』とか。細こまかいことだけど、あたし、そういうディープな関係……つまり、ラブラブ指し数すうがアップした……つまり、もっと柾木くんと親しくなりたいの」

「べつに、『天地くん』でもいいけど……」

　天地は困こん惑わくしたように口ごもった。

「でもオレ、今でも充じゆう分ぶん、神代さんとは親しいと思うよ。休みのたんびにあちこち案内してもらってるし」

「手もつないでくれないし」

「毎日いっしょに下校するし」

「ひとつのコップから二本のストローでジュース飲んでくれないし」

「朝あさ飯めしなんか尼ヶ崎や土田と食ったことないし」

「でも、全然ラブラブじゃないし」

「尼ヶ崎よりかはいっしょにいる時間長いよ、全然」

「やっぱ……そこ止どまりかなあ、今んとこ」

　佐久耶は情なさけなさそうに、口にくわえたストローをぷりぷりと揺ゆらした。

　同時に、固かた唾ずをのんで二人の会話を盗ぬすみ聴ぎきしていた男性客が、店内のあちこちで安あん堵どのため息をもらした。

　──ナンだ、あの二人、まだその程てい度どの仲だったのか。

　しかし、何とまあ、連つれのオトコのにぶいことよ。

　彼女はおまえさんにベタ惚ぼれだぜ。

　オレだったら、喜んでディープな関係になっちゃうよ。

　だいたいおまえ、こんな美少女を前にして何にも感じないのか!?

　オトコとして、あれやこれや、いろいろ考えないのかよ……。

　ちらちらと天地と佐久耶を盗み見する彼らの視し線せんは、一いち様ようにそう語っていた。

　クラスメイトで親友の尼ヶ崎の分ぶん析せきによれば、こと恋れん愛あいに関かんするかぎり、柾木天地という生き物は、ウブで、オクテで、鈍どん感かんで、淡たん泊ぱくで、小学校低学年なみの感かん性せいしか有ゆうしていないという。

　だが、天地とて木の根っこや石いし仏ぼとけやホモ野や郎ろうではない。

　女の子に「好き」と言われて何も感じないはずがないし、佐久耶の愛らしさに気づかないほど近きん眼がんでもない。

　自分たちに注そそがれる男性客の視線を意識して、居い心ごこ地ち悪そうにモジモジしはじめたことからも、それは明らかだ（佐久耶の気づかなかったそれに、天地は気づいたのだ）。

　匂におやかなショートカットの黒くろ髪かみ、こころもちつり上がった暗緑色ダークグリーンのコケティッシュな瞳ひとみ、小ぶりで肉の薄うすい悪戯いたずらっ子のような唇くちびる、まぶしいばかりに白い肌はだ、若草色のトレーナーと黒のハーフスパッツから伸のびるスレンダーな手足……男と生まれて、佐久耶ほどの完全無む欠けつの美少女に胸ときめかないヤツがいるだろうか。

　ところが、天地には、佐久耶との関係を考えるにあたって、つねに突つき当たる壁かべのようなものがあった。

　──オレは、神代さんに好きになってもらえるような人間か!?

　かつて、天地は尼ヶ崎にこうグチったことがある。

「つりあいがとれてないと思うんだ。だってそうだろ!?　オレは平へい凡ぼんと退たい屈くつが服着たような田舎いなかモンで、取とり柄えっていったら虫歯が一本もないこととマツタケ採とりが得とく意いなことぐらいだ。それに比くらべて、神代さんは『天満宮高校カノジョにしたい子・ナンバー三』だぜ。ナンバー一とナンバー二は芦あし屋やのお嬢じよう様さま系けいとスーパーモデル系だから、庶しよ民みん派はのオレたちから見れば実質ナンバー一は神代さんってことになる。……な!?　ピンとこないだろ!?　オレたちって、全然つりあいとれてないよ、実際……」

　尼ヶ崎は「妙みようなノロケ言うんじゃねえよ」と一いつ笑しように付ふしたが、天地は真しん実じつそう思っているようだった。

　つりあいがとれていない。

　すべての思し考こうの前ぜん提ていに、そんな思いがある。

　だから、佐久耶の真しん摯しな愛情表現や、女の子らしい願がん望ぼうや、挑ちよう発はつめいた言動が、まっすぐに心に染しみ込まず、まさに「ピンとこない」のだ。

　そして、「つりあいがとれていない」以上、佐久耶から示しめされるいかなるクレームも、責任はすべて自分にある……。

　そんな結論に達したのだろう。

　申もうし訳わけなさそうに佐久耶を瞶みつめていた天地は、やがて、視し線せんを床ゆかに落おとし、蚊かの鳴くような小さな声で言った。

「ゴメン……田舎モンだから、オレ」

　的まとはずれの、答えになっていない答えだった。

　だが、純じゆん情じような、朴ぼく訥とつな、生き真ま面じ目めな人の好よさだけはひしひしと伝わってきた。

「柾木くんの、せいじゃないよ」

　佐久耶は、困こまったように苦く笑しようし、こうつけ加えた。

「……そういうとこが、好きなんだよね、きっと」

　そのとたん、店内の男性客の嫉しつ妬とに充みち満みちた視線が、ビームのごとく天地の全身を貫つらぬいた。

「そ、そろそろ行こうか、神代さん」

　天地は生命の危き険けんを感じたかのようにゾクッと身み震ぶるいすると、佐久耶の手をとってそそくさと立ち上がった。

　手を握にぎられた瞬しゆん間かん、佐久耶が「あっ」と小さな声をあげたが、天地はかまわず足あし早ばやに正面ドアを抜ぬけ、佐久耶を引きずるようにしてセンター街がいの雑ざつ踏とうのなかへと消えていった。

　人間の精神に、『思う』だけで物理的現げん象しようを引き起こすほどの未知の力が秘ひめられていることは、現代科学で実証されつつある。

　いわゆるサイコパワーと呼ばれるもので、とりわけ恨うらみや怒いかりの『思い』によって、それはもっとも強く発はつ揮きされるという。

　少なく見ても二〇人の男の嫉妬の『思い』を一いつ身しんに浴あびた天地は、おそらく三日ほど寿じゆ命みようが縮ちぢんだにちがいない。

　それはともかく──天地と佐久耶は手をつないだ。

　きっかけは何であれ、それはまさしく佐久耶の望のぞんでいた状じよう況きようであり、外面的には『エッチでディープな関係』への階かい段だんを一歩昇のぼったことに他ほかならない。

　しかし、もちろん、佐久耶は全然嬉うれしくなかった。

　なぜなら、そこには『思い』がこめられていなかったからである。





２






　──共きよう通つうの話題がない。

　それが、京けい王おう井いの頭かしら線せんの煤すすけた電車に揺ゆられながら、佐さ久く耶やが彼女なりに考え出した結論だった。

　柾まさ木きくんとの間に共通の話題がないから、会話も嚙かみあわないし、イマいち心も通じあわないし、これ以上ディープな関係にもなれないんじゃないのかな……。

「ないなら作ればいいのよ、力ずくで！」

　佐久耶は心のなかでそう叫さけび、半日と経たたないうちにそれを実行に移した。

　ペットを買って、および腰ごしの天てん地ちにむりやり押おしつけたのだ。

『共通の話題の欠けつ如じよ』に関かんする考こう察さつはおそらく正しい。

　しかし、それが『ペットの贈ぞう与よ』という終着駅にたどり着く点に、いささか発はつ想そうの飛ひ躍やくが感じられないでもない。

　まさに佐久耶の面めん目ぼく躍やく如じよといったところだが、じつはそこへ至いたるまでには、以下のごとき経けい緯いがあったのだ。




　渋しぶ谷やセンター街がいのバーガーショップを飛び出た天地と佐久耶は、その足で渋谷駅に向かい、京王井の頭線の車中の人となった。

　めざすは終点の吉きち祥じよう寺じ。

　佐久耶の提てい案あんで、天地が上京して以来はじめて東京二三区を脱だつ出しゆつし、吉祥寺の井の頭公園を散さん策さくすることになったのだ。

　日曜日の昼にもかかわらず、電車は比ひ較かく的てきすいていて、ロングシートのあちこちにポツポツと空席があった。

　車内にはハチミツのような陽よう光こうが射さしこみ、窓まどの外では、眼めに痛いたい五月さつき晴ばれの青空の下で、閑かん静せいな高級住宅街の白しら壁かべが淡あわくにじんでいた。

　シートに座り、けだるそうに上下する電車の振しん動どうに身をまかせていた佐久耶は、ふと隣となりに座すわる天地を見た。

　天地は、一いつ心しん不ふ乱らんに『九八年版ばんるるぶ・東京』を読んでいた。

　佐久耶は身体からだを傾け、そっと天地にもたれかかった。

　が、何のリアクションもなかった。

　美少女の身体の重みもぬくもりも、天地には『九八年版るるぶ・東京』以上に興きよう味みをそそられるものではなかったようだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、こんなもの読まなくっても。あたし、吉祥寺ならすみからすみまでわかるから」

　佐久耶は天地の手から本を取りあげ、憮ぶ然ぜんと自分のデイパックに押おしこんだ。

「だいたいわかってるの、柾木くん!?　あたしにとって吉祥寺っていうのは切きり札ふだなんだからね」

「切札!?」天地は怪け訝げんそうに首をかしげた。

「そ。井の頭公園には弁べん天てん様さまが祀まつってあって、カップルが行くと弁天様が嫉しつ妬として仲を引き裂さくって言い伝えがあるのよ」

「へえ」天地は愉ゆ快かいそうに眼めを丸くする。「東京みたいな大都会にもそんな伝説が残ってるんだ」

「感心しちゃイヤ。もちろん伝説なんか信じないけど、女の子にしたら、行くにはそれなりの覚かく悟ごがいるんだから。でも、もう柾木くんと行くとこ、ほかに思い浮うかばないし……」

「そういえば、いろんなとこ案内してもらったなあ」

　ふくれっつらをする佐久耶をよそに、天地はすずしい顔で指を折りながら数えはじめる。

「最初の土曜日が渋谷だろ。日曜日が原はら宿じゆくで、月曜の放ほう課か後ごが下しも北きた沢ざわ。それから、新しん宿じゆく、池いけ袋ぶくろ、青あお山やま、六ろつ本ぽん木ぎ、銀ぎん座ざ、お台だい場ば、東京タワーに浅あさ草くさの観かん音のん様さま、巣す鴨がものとげぬき地じ蔵ぞう、御お茶ちやの水みずの古本屋街、タバコと塩の博はく物ぶつ館かん……で、昨日が目め黒ぐろ寄き生せい虫ちゆう館かんか」

「あそこもちょっと切札っぽかったけど……デートスポットとしてはサイアクだったわ、ウップ」

　こみあげる生なまツバをあわてて飲みこむ佐久耶に向かって、天地は感謝をこめた柔にゆう和わな笑えみを投げかけた。

「ありがとう、神くま代しろさん。オレひとりだったら、こんな短期間にいろんなとこ見物できなかったよ。何しろオレ、東京はおろか天てん竜りゆう川がわより東に来たのはじめてだから……。これからも、迷めい惑わくじゃなかったらいろいろ案内してくれるかな!?」

「喜んでっ！」

　佐久耶は怒ど鳴なるように応こたえると、プイッとそっぽを向いた。

　もちろん、「喜んで」という言葉を額がく面めんどおりに受け取るわけにはいかない。

『皮ひ肉にく』という高度な感情表現法が採さい用ようされているからだ。

　佐久耶の本心は、こうだ。

　──あたしはＪＴＢの観かん光こうガイドじゃないっつーの。




　井の頭公園──正式名めい称しようは、東京都井の頭恩おん賜し公園。

　吉祥寺駅の南方に約三五万四〇〇〇平方メートルの広こう大だいな敷しき地ちを有ゆうし、国くに木き田だ独どつ歩ぽの愛した武蔵むさし野のの雑ぞう木き林ばやしが美しく保ほ存ぞんされている。

　豊かな緑の間を遊歩道が縫ぬい、コイの泳ぐ園池や動物園、遊ゆう戯ぎ施し設せつなども点在していて、都会のオアシスとして広く都民に愛されている場所だ。

　また、広大な敷地ゆえ、遊歩道をはずれて雑木林に踏ふみこめばめっきり人ひと影かげも減へり、その意味ではムフフ♥なデートスポットでもある。

　そんな光景が、天地はいたくお気に召めしたようだ。

「いいところだなあ」

　大きく枝を広げた広こう葉よう樹じゆの大木の間を散さん策さくしながら、なつかしげに天地がつぶやいた。

「東京にこんな自然が残ってたなんて、全然知らなかった。何だか、岡山の家の裏山を歩いてるみたいだ。来てよかった……」

「よかった」

　天地の笑えみにつられて、佐久耶も嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

　カッコウの声が濡ぬれたように響ひびいた。

　潮しおのさすような音をたてて、クヌギの大木が枝を揺ゆらした。

　地面に落ちた木こ漏もれ日びもそれに合わせてキラキラと揺らめいた。

　笑顔を撫なでていく涼りよう風ふうが、佐久耶には心ここ地ちよかった。

　だが、微笑んでばかりもいられない。

　今日の佐久耶には、『天地との共きよう通つうの話題を力ずくで作る』という聖せい使し命めいがあるのだ。

　──そんなにこの公園が気に入ったんなら、と佐久耶は考えた。

　ネタは公園に隠かくされてるかも。

　そう、たとえば、柾木くんが公園を見て思い出すのは故こ郷きようの岡山。

　岡山の話なんかしたら、きっと柾木くん大喜びだわ。

　けど、あたし、岡山のナニを知ってるんだろう!?

　桃もも、キビダンゴ、岡山県営球場……。

「ダメダメ。この程てい度どの知識じゃ全然ダメ」

　佐久耶は首をすくめてひとりごちると、小走りで天地に追いついた。

　天地は、新しん緑りよくに燃える周しゆう囲いの木々を眺ながめながら、しきりと感心している。

「いいソメイヨシノの老ろう木ぼくだ。春に来たら満まん開かいの桜さくらがきれいだろうな。クヌギ、ブナ、ウラジロガシ、コブシ……ハナカイドウ、ケヤキ、タカオモミジ……ジンチョウゲ、イチイ……へえ、ヤブサンザシまである。こいつの実み、食うとうまいんだよな」

　──柾木くんって、植物のことくわしいんだ。

『共通の話題』としては、アウトドアしててちょっとオシャレかも。

　でも、あたし、そっち方面苦にが手てだからなあ。

　タンポポとキクの区別もつかないし、つい最近までイチョウって漢字で書くと『胃腸』だと思ってたし……。

　そんなことを考えながら、佐久耶は財さい布ふから百円玉を四枚取り出した。

　井の頭自然文化園の入園料を払はらうためだ。

　井の頭自然文化園は、公園の西の一いつ角かくを占しめる小さな動物園で、アライグマ、タヌキ、フェネック、モルモットといった小型動物や鳥類を中心に、日本最さい長ちよう寿じゆのゾウのはな子などもいる。

　園内では、カップルやファミリーが思い思いに動物とのふれあいを楽しんでいた。

「あーっ、サルだ！　ヤギだ！　イノシシだ！　ワラビーもいる！」

「見たまんまじゃない、神代さん」

　天地と佐久耶の顔も自然とほころぶ。

　とりわけ、『リスの小こ径みち』と名付けられた場所では、二人とも子供のように無む邪じや気きに破は顔がんした。

　そこは、長ちよう径けい百メートルもある楕だ円えん形けいの巨きよ大だいなケージで、棲せい息そく地ちを模もした内部に入ると、多くのニホンリスとじかに接せつすることができるのだ。

　樹じゆ上じようを身軽に飛びかうリス、ブナの枝の上で昼ひる寝ねするリス、クルミを地面に埋うめるリス、口いっぱいにヒマワリの種たねをつめこんでオカメ顔になるリス……。

　その愛くるしさは、まるで動くヌイグルミだ。

　と、一匹ぴきの若いニホンリスがチョロチョロッと地面を走って、天地の肩かたに飛び乗った。

　そして、仲間にあいさつするように、天地の頰に自分の頰をこすりつけた。

「かわいいっ！」

「かわいいっ！」

　天地と佐久耶は思わず同時に叫さけんだ。

　二人の声が重かさなった。

　まるで二人がひとつになったかのように、奇き跡せきと言ってもいいほどぴったりと二人の声が重なりあい、妙なるユニゾンを奏かなでた。

　その瞬しゆん間かんだ。

　佐久耶は、電光のごとく閃ひらめいた。

　──これよ！　これだわ！

　やっと見つけたわ、『共通の話題』を！

　リスよリス。

　リスを間にはさめば、あたし、柾木くんとひとつになれる。

　柾木くんと同じ地平線に立って、同じことを考えられる。

　そう、今みたいに……！

「ね、柾木くん、リス飼かおうよ！」

　決断してから行動に移すまでのタイムラグが極きよく端たんに短いのが佐久耶の特長だ。

　ニホンリスが天地の肩から飛び降りるやいなや、佐久耶は一気にまくしたてた。

「ねね、飼いなよ、リス。超ちようかわいいじゃん、ヌイグルミみたいで。ううん、ヌイグルミより全然かわいい。あんな子がさ、ウチにいたらぜぇぇ～ったい楽しいって。ほら、柾木くん、淋さびしい一人暮らしでしょ。ぴったりじゃん。ねねね、飼お飼お、飼おうよお」

「う、うん。でも……」

　佐久耶の勢いきおいに吞のまれておずおずと、しかし真しん剣けんな面おも持もちで天地は応こたえた。

「オレ、ペットってあんまり好きじゃないんだ」

「え～っ、どうしてえ～っ!?」

「命をお金で売り買いするのって、ナンか好きになれない。それに世話する自信もないし」

「世話ならあたしも手伝ってあげる」

「第一、ペット買うお金なんかないよ、オレ。親おや父じからの仕し送おくりだけで、生活ぎりぎりだもん」

「あたし、少しならカンパする。ね、だから──」

　天地は首を横に振ふって、佐久耶の言葉をさえぎった。

「やっぱやめとくよ。気が進まない」

「気が進まないんじゃしょうがないけど……」

　佐久耶は残念そうにつぶやいた。

「いい考えだったんだけどな……」

　しかし、それから三〇分後、天地は、馬が脱だつ皮ぴして牛になるところを見てしまった人のような呆ぼう然ぜんたる表情で、シマリスを自じ宅たくに持ち帰ることとなる。

　なぜなら──

「いらはい、いらは～い。かわいいかわいいシマリスモドキはいらんかね～っ。よくなれるよ、何でも食べるよ、これ以上大きくならないよ～っ。は～い、いらはい、いらは～い」

　公園のはずれの人けのない雑ぞう木き林ばやしで、縁えん日にちのヒヨコ売りのようにケージに入った一匹ぴきのシマリスを売っている女性を、佐久耶が目ざとく見つけたのだ。

　天地は、ツナギの作業服を着て、やる気のなさそうな態たい度どで売り口こう上じようをくり返すその女性に見み覚おぼえがあった。

　真まっ赤かな髪かみの毛、狂きよう気きと無む邪じや気きの輝かがやきを合わせ持つ鋼青色スチールブルーのどんぐりまなこ、バストとウエストとヒップがほぼ同サイズの幼よう児じ体たい形けい……。

「ゲッ！　わ、鷲羽わしゆうさん……！」

　そう、鷲羽だった。

　一か月前まで、天地と一つ屋や根ねの下に暮らしていた女性たちのうちのひとり、鷲羽だった。

　紹しよう介かいが遅おくれたが、天地の実家である岡山の柾木家には、宇う宙ちゆうからやって来た六人の女性と一匹の宇宙生物が居い候そうろうしている。

　魎りよう呼こ、阿あ重え霞か、砂さ沙さ美み、美み星ほし、清きよ音ね、鷲羽、そして魎りよう皇おう鬼きだ。

　鷲羽以外の面々は今回出番がないので説明をはしょるとして、鷲羽とは、日にち夜や怪あやしげな発明にふけっては一家に災さい厄やくをもたらす、自じ称しよう・宇宙一の天てん才さい科学者なのだ。

「あ～らら、天地殿どのじゃない。奇き遇ぐうだねえ、こんなとこで会うなんて」

　仰ぎよう天てんする天地に向かって、鷲羽はのんきに笑いかけた。

「お知り合い、柾木くん!?」

「う、うん、ちょっとね」

　佐久耶への説明ももどかしげに天地はあたふたと鷲羽につめよる。

「何やってるんですか、こんなとこで!?　いったい何の用で東京に出てきたんですか!?」

「いやね、今製せい作さく中ちゆうの護ご身しん用よう反はん陽よう子し爆ばく弾だんのパーツを秋あき葉は原ばらで買おうと思って。ところが、あ～らびっくり、あたしにはそれが買えないんだなあ。そんなに高こう価かなパーツじゃないんだけど、考えたらあたし一いち文もん無なしだから」

「で、お金をかせぐために、にわかペットショップを始めたってわけですか」

「始めたってわけ」鷲羽はうなずいた。「もっともいまだに売れないけど」

「あたりまえですよ。こんな人通りのない淋さびしい場所じゃ、お客さん来るはずないじゃないですか」

「あ、な～るほど」鷲羽はポンと手を打つ。「そりゃ一いち理りあるわね。道理で人ひと影かげ見ないわけだ。あたしはてっきり核かく戦争で人じん類るいみんな死に絶たえたのかと思ってた」

「ま、こいつにとっちゃ、妙みようなヤツに買われなかっただけラッキーだったかも……」

　天地は、小さなケージのなかで無心に回し車を回しているシマリスを気の毒そうに瞶みつめた。

「けど、変だなあ……たしか、日本でシマリスが棲せい息そくしてるのは北海道だけで、岡山のウチのあたりじゃ獲とれないと思うんだけど……」

「鋭するどい！」鷲羽はパチパチと拍はく手しゆした。「さすがは天地殿。そうなの。実はね、こいつ、あたしが創つくった合成生物なのよ」

「合成生物!?」

「そ。外見も生せい態たいもシマリスそのものだけど、実は遺い伝でん子し組くみ替かえの実験やってた時に、偶ぐう然ぜん生まれちゃった未知の生物なの」

「そんなところだろうと思った……」

　天地があきれたように首をすくめた時、天地言うところの『妙なヤツ』が会話に割わりこんできた。

「よくわかんないけど」佐久耶が鷲羽に訊たずねる。「つまり、これシマリスだと思っていいのよね、お嬢じようちゃん!?」

「うん。三つほどシマリスとちがう点があるけど」

「エサとか飼かい方は？」

「それはシマリスとまったく同じ」

「値ね段だんは？」

「消しよう費ひ税ぜい込こみで三八〇円」

「買ったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーっ！」

　雑ぞう木き林ばやしに響ひびきわたる大声で叫さけぶや、佐久耶は天地に止めるすきも与あたえず、マッハのスピードで小こ銭ぜにと引き替えにシマリスの入ったケージを鷲羽から受け取った。

　そして、天地の手にケージをむりやり握にぎらせて言った。

「はい、柾木くん、あたしからのプレゼント。あたしだと思ってかわいがってね」

「く、神代さん!?」

「あーはいはいはい、そういうことだったのね。まいったなこりゃ、おアツいことで、どうも」

　わけ知り顔でしきりにうなずく鷲羽に、天地は何か言おうとしたが、佐久耶がそれを許さない。

「これで淋さびしいシングルライフともおさらば。ホントよかったね」

「い、いや、あの、だから、二人とも──」

「それに柾木くん、さっき心配してたじゃない、妙みようなヤツに買われないかって。柾木くんとこに行ったら、ほかの誰だれに飼われるよりもこの子幸せになれるって」

「生みの親のあたしとしても、天地殿どのが飼い主ぬしなら安心だわ。何せ、六匹ぴきのメスの暴あばれ馬を飼いならした実じつ績せきがあるから。あっ、岡山に戻もどったら本ほん格かく飼し育いく用ようの特大ケージと飼育セット一式、次じ元げんトンネルで送るわ。気にしないで、サービスサービス！」

「いや、あの、だから──」

「ホントかわいいなあ、この子。名前ナンてつけようかしら!?」

「恐おそれ多くもこの鷲羽ちゃんが創つくったモンだから、普ふ通つうのシマリス飼うより楽しかったりして」

「いや、あの──」

「えーっ、そうなんですかあーっ!?」

「うん。そのうちおもしろいこと見られると思うよ」

「キャ～ッ、楽しみぃ～っ！」

「いや──」

「がんばって育てようね、柾木くん！」

「よろしく頼たのむよ、天地殿！」

「い──」

　佐久耶と鷲羽の言げん語ごによる絨じゆう毯たん爆ばく撃げきには、有う無むを言わせぬ気き迫はくがこめられていた。

　それとまっこう勝負するには天地の精神はいかにも非ひ力りきだった。

　天地は、あっさり白しら旗はたを上げた。

　敗北を認みとめた以上、天地はこう言うよりしかたがないではないか。

「……はい」




　こうして、天地はシマリスのオーナーとなった。

　念ねん願がんの『共きよう通つうの話題』を手に入れた佐久耶は、してやったりの笑えみを満まん面めんに浮うかべ、意い気き揚よう々ようと帰き宅たくの途とについた。

　すべては佐久耶の思いどおりに運んだかに見えた。

　ところが……好こう事じ魔ま多おおし。

　事じ態たいはやがて、奇き怪かいな様よう相そうを呈ていしはじめる。

　天地の持ち帰ったのがシマリスならば、何の問題もなかった。

　しかし、それはシマリスではなく、マッドサイエンティストの鷲羽が創つくり出したシマリスモドキなのだ……。





３






　翌よく日じつ、天てん満まん宮ぐう高校での天てん地ちと佐さ久く耶やの会話は、大半がシマリスのことで占しめられた。

「あれからどうだった、リスちゃん!?」

　学生食堂のメニューのなかで唯ゆい一いつ食物の味がするカレーライスを食べながら、佐久耶はテーブルの向かいに座すわる天地に訊たずねた。

「うん」

　タワシのようなメンチカツをほおばりながら、天地は応こたえた。

「意外と早くなついてくれた。最初はちょっと怯おびえてたけど、鷲わ羽しゆうさんに今まで使っていた大きなケージや巣す箱ばこを送ってもらって、そっちに移したら、安心してすぐ寝ねちゃったんだ」

「へえ、そうなんだ」

「で、朝の五時ごろ、変な物音で眼めが覚さめたら、あいつのしわざさ。早起きして、止まり木の間をピョコピョコピョコピョコ反はん復ぷく運動してるんだ。おかげでこっちは睡すい眠みん不足。もう授業中、眠ねむくて眠くて」

　そう言いながら、天地はまんざらでもなさそうな表情だ。

「男の子かな女の子かな、あの子!?」

「オスだと思う。かわいいのがチョロってついてたから」

「チョロってね。うふふふ……」

「何がおかしいの？」

「だって、柾まさ木きくんがエッチなハナシしたのはじめてだから」

「エッチって……動物のことだよ」

「そうなんだけどね、うふふ」

　佐久耶は愛らしく微ほほ笑えみながら上うわ目めづかいに天地の顔を覗のぞきこみ、何なに気げない口調で訊きいた。

「ね、帰りにリスちゃん見に行ってもいい？」

「ああ。もちろん」

　天地は笑え顔がおですかさず応こたえた。

　佐久耶は、心のなかでニンマリとほくそ笑んだ。

　かつては佐久耶が自分の部屋へ来ることに強い戸と惑まどいを見せていた天地が、いともあっさりと、ごく自然に来らい訪ほうを許したからだ。

　──作戦大成功！

　これでもう、あたしは柾木くんちに出入り自由だわ。

　まったく、リスリス大だい明みよう神じん様さまね……。




　げっ歯し目もくリス科かリス亜あ科シマリス属ぞく、シマリス。

　体長一三センチ、尾び長ちよう一二センチ、体重一〇七グラム。

　体毛は腹ふく部ぶのみが純じゆん白ぱくで、それ以外は薄うす茶ちや色いろ。

　背中にこげ茶色の五本の縦たて縞じまが走る。

　黒こく曜よう石せきのような漆しつ黒こくのつぶらな瞳ひとみと、表情豊かに揺ゆれ動くフサフサの尻しつ尾ぽとが愛くるしい、森の悪戯いたずらっ子……。

　佐久耶は、制服のミニスカートの裾すそをお尻しりの下に折りこんでフローリングの床ゆかに座すわり、天地の同どう棲せい相手にして『共きよう通つうの話題』であるシマリスに見入った。

　かたわらには天地が座り、佐久耶と並んで飼し育いくケージを覗のぞきこんでいる。

　──あたしたち、子供の寝ね顔がおを見てる夫ふう婦ふみたい……。

　スウィートルームは、天満宮高校から歩いて一〇分たらずの裏通りに建つ、中ちゆう規き模ぼのワンルームマンションの一室。

　つまり、天地の部屋だ。

　シマリスは、あたたかな二人の視し線せんに見守られ、無心にクルミを食べている。

　こみあげる幸福感に思わず顔をほころばせながら、佐久耶は天地に言った。

「もう名前つけちゃった？」

「ううん、まだ」天地は応こたえた。「なかなかいいのが思い浮うかばなくって」

「じゃあ、いっしょに考えよ」

「うん」

　──イケてる、イケてる。

　子供の名前をいっしょに考えるなんて、あたしたち、ますます夫婦じゃない……。

「こういうのってさ」佐久耶が言う。「何か目め安やすがあるとつけやすいんだよね。果くだ物ものとか、映画のタイトルとか、好きな歌手の名前とか……たとえば、柾木くん、好きなものってなに？」

「好きなものかあ」天地は腕うで組ぐみをして考える。「そうだな。山、空、小川のせせらぎ……トンカツ、ヤマイモ、桃もも……サッカー、ジーパン……虹にじ……舟ふな和わのいもようかん……神じん社じや……岡山。そうだ、岡山、オカヤマなんてどうかな？」

「お、おかやまぁ～っ!?」

　佐久耶はすっとんきょうに叫さけんだ。

「じゃあ、イモヨウカン。それともトンカツ……いや、トンカツってのはナンかヘンか」

　──オカヤマもイモヨウカンも相当ヘンだよ。

「う～ん、悩なやむなあ。オカヤマとイモヨウカン、どっちも捨すてがたいなあ」

「オ、オカヤマがいいんじゃない!?」

　佐久耶はヒクヒクと頰ほおを引きつらせながら、あわてて言った。

「オカヤマにしようよ、柾木くん。イモヨウカンに比くらべたらまだマシ……ううん、あの、そうじゃなくって……あれあれぇ～っ!?　よく考えたらオカヤマってナンかすっごいいい響ひびき！　あたし、努力すれば好きになれそう！　ぴったりだよ、オカヤマってこの子に！」

「神代さんがそう言うんなら」

　天地はいとおしげにシマリスを見た。

「おまえの名前はオカヤマに決定だ。嬉うれしいか、オカヤマ!?」

　オカヤマと名な付づけられた不幸なシマリスは、名付け親を恨うらむでもなく、天地の差し出した指に無む邪じや気きにじゃれついた。

　佐久耶は額ひたいの汗あせをぬぐい、泣なき笑いのような複ふく雑ざつな表情を浮うかべた。

　──知らなかったわ。

　柾木くん、すごいセンスしてるんだ。

　ヘタに話こじらせて雰ふん囲い気き悪くすんのヤだから、思わずあんなこと言っちゃったけど、もしホントに子供が生まれたら、名前はあたしがつけたほうがいいみたい。

　でも、おかげで柾木くんのディープな秘ひ密みつがひとつわかったんだし、やっぱこの子、役に立つわ……。

　と、突とつ然ぜん、オカヤマが両手を合わせて拝おがむようなポーズをとり、鼻先でせわしなく掌たなごころをこすりはじめた。

「あーっ、オカヤマ、お祈いのりしてる！」と佐久耶が叫さけんだ。

「ハハハハ」天地は笑って解かい説せつする。「『リスの拝み』っていうんだ。食事のあとによく見られる行動さ」

「何やってるの？」

「たぶん口と鼻と手のひらを同時に掃そう除じしてるんじゃないかな。アイヌの人たちの伝でん説せつでは、不ふ吉きつな事件の前ぜん兆ちようだって言われてるらしいけど」

「不吉な事件……」

「うん。朝『リスの拝み』を見たら、その日は狩りを中止したんだって。ま、神代さんは伝説なんか信じない人だから、爆ばく笑しようモンだろうけどね」

「面と向かって他ひ人とから言われると、ちょっとムカつく……」

　佐久耶は口のなかでブツブツつぶやくと、不ふ思し議ぎそうに天地を瞶みつめた。

「それにしても……柾木くん、ずいぶんリスのことくわしいね」

「エヘヘヘヘ」

　天地は照てれ笑いを浮うかべて、本ほん棚だなから一〇冊さつあまりの本を取り出した。

　すべて、リスや小動物一いつ般ぱんの飼し育いく書しよだ。

「あれから、渋谷中の本屋回って買いあさったんだ。何せオレ、リスについての知ち識しきゼロだから」

「これ全部、ひと晩ばんで読んだんだ」

　佐久耶は半なかばあきれ、半ば感心して言った。

「そりゃ居い眠ねむりするわよ、学校で」

「オレ、けっこう凝こり性しようだから、ハマるとしつこいんだ」

　天地は半なかば冗じよう談だんっぽく、半ば真しん剣けんな口調で言った。

「でも、命をひとつ預あずかる以上、最さい低てい限げんの知識は持ってなきゃいけないと思って。おかげでちょっとしたリス博はか士せさ」

「じゃあ、博士に質問。リスって何食べるの!?」

「う～ん、いい質問だなあ。リスってドングリとかクルミばっか食べてるような感じするだろ!?　けど、実は雑ざつ食しよく性せいなんだ。主しゆ食しよくは木の実みや松まつぼっくりだけど、他に、木の芽めや果か実じつから、昆こん虫ちゆう、カタツムリ、小鳥の卵たまごまで、それこそ何でも食べる。もちろん、都会で飼かう場合はそんなもん手に入らないから、市し販はんのリス用ペレットを中心に……」

　番ばん茶ちやを飲み、ブリングルスをつまみながら、天地のシマリス講こう座ざはその後、蜿えん々えんと続いた。

　飼育方法、コミュニケーションの取り方、分ぶん類るい学がく上の位い置ち、野生下の生せい態たい、独どく特とくの習しゆう性せいの持つ意味……。

　佐久耶は、あいづちを打ったり、絶ぜつ妙みようのツッコミを入れて話の腰こしを折ったりしながら、それを楽しんだ。

　独どく演えん会かいの内容はときに専門的になりすぎ、彼女の興きよう味みの埒らち外がいに走ることも少なくなかった。

　だが、天地がオカヤマに対していかに並なみ々なみならぬ愛情を抱いだいているかが手に取るようにわかり、むしろ佐久耶には好このましかった。

　と同時に、佐久耶は、これほど饒じよう舌ぜつな天地を見るのは初めてだった。

　彼女がネタを振ふりに振って、ようやくひと言ことふた言返事を返すあの口くち下べ手たな少年と同一人物だとは、とても思えなかった。

　天地は熱っぽく、澱よどみなくしゃべり続けた。

　それは、聞いている者までもが思わず微ほほ笑えまずにはいられないような、一いつ種しゆ昂こう揚ようした幸福感に充みたされていた。

「ごめんごめん。オレ、ひとりでしゃべってたね」

　天地がそう言ってシマリス講座を終えたのは、時計の長ちよう針しんが一周半もした頃ころだった。

「ううん……楽しかった、とっても」

　──もっとずっと聞いていたい。

　一分でも長く柾木くんと、ささやかな、でも充じゆう実じつした幸福な時間を過ごしたい……。
















　甘あまやかな午ご睡すいから醒さめた時のような、けだるく陶とう然ぜんとした余よ韻いんのなかで、佐久耶はしみじみとそう思った。

「……オカヤマ、飼かってよかったね」

「うん」

「オカヤマ効こう果か、だね」

「えっ!?」

「何でもない。うふふ」

　佐久耶はくすぐったそうに笑った。

　いつしか、室内は夕ゆう闇やみにひたされていた。

　窓から見える西の空は残ざん照しように染そまり、朱しゆ色いろに燃えたはだら雲を背に、大小のビルが黒々と浮うかび上がっていた。

　天地が天てん井じようの蛍けい光こう灯とうのヒモを引くと、一いつ瞬しゆんにして室内の闇はかき消えた。

　夢のひと時は終わった。

「ずいぶん遅おそくなっちゃったな。夕ゆう飯はん、食べに行く!?」

「ううん」佐久耶は静かに首を横に振ふった。「今日はこのまま帰る。何だか胸もお腹なかもいっぱいだから」

「そう。じゃあ、また明日来てくれるかな!?　迷めい惑わくじゃなかったら」

「迷惑なんかじゃ……」

　佐久耶は、甘あま酸ずっぱい喜びが胸にこみ上げてくるのを感じた。

「初めてだね……柾木くんのほうから、誘さそってくれたの」

「そ、そうだっけ、アハハハ」

　天地は照てれたように髪かみの毛をワシワシかく。

　佐久耶は勢いきおいよく立ち上がって、

「バイバイ、オカヤマ。また明日ね！」

　と、オカヤマに別れの挨あい拶さつをすると、ミニスカートの裾すそを翻ひるがえしながら小走りに玄げん関かんへと向かった。

　そして、玄関のドアを閉しめる寸すん前ぜんにふり返って、こう言った。

「またね……天地くん」

「うん、また。今日はホントにありがとう」

　天地の笑え顔がおが、閉まるドアの向こうに消えた。

　佐久耶は、しばしドアの前にたたずんでいた。

　その頰ほおはほんのりとピンク色に染そまっていた。

　──言っちゃった、初めて。

　柾木くんのこと、初めて名前で呼んじゃった。

『天地くん』って。

　柾木くん、全然イヤそうじゃなかった。

　言われて当然って感じで、「ありがとう」って言ってくれた。

　あたし、これからは『天地くん』って呼んでいいんだ。

　あたしたち、ほんのちょっとディープな関係になったんだ……。

「天地くん……」

　佐久耶は声に出して小さくつぶやくと、とくとくと高鳴る胸に、そっと右手を置いた。





４






　佐久耶言うところの『オカヤマ効こう果か』は、その後、はなばなしい実じつ績せきを上げた。

　当初の予想どおり、佐久耶は天下晴れて天てん地ち宅たくに出入り自由の身となり、その特とつ権けんをフルに活用して、ほぼ毎日天地の部屋のドアを叩たたいた。

　天地もそれを疎うとましがるどころか、ひどく心待ちにしているようだった。

　自室での天地は、驚おどろくほどよくしゃべった。

　話題はもっぱら小さな同どう居きよ人にんについてだが、佐久耶にしてもオカヤマをかわいく思うことに変わりはないので、リス談だん義ぎにつきあうのは苦く痛つうではない。

　むしろ、天地と同じ地平線に立ち、同じものを見、同じ価か値ち観かんを共きよう有ゆうすることに、素す直なおな喜びを感じていた。

　──それに、オカヤマを間にはさめば会話もはずむし、かわいがれば天地くん喜ぶし、あたしのカブも上がるし……。

　そんな打算も、佐久耶にはあった。

　そして、その打算に、気持ちいいほど天地はハマッた。

　一週間もしないうちに、二人の心の交流をさまたげていた壁かべのようなものは、春の日ひ差ざしに根ね雪ゆきが溶とけていくように、徐じよ々じよに薄うすくなっていった。

　何とはないぎこちなさや妙みような気づかいはすっかり影かげをひそめ、交こう際さいは自然体そのものだ。

　ときには、天地のほうから冗じよう談だんを言って（むろん大半は笑えないが）佐久耶をからかうことすらある。

　もちろん、佐久耶が『天地くん』という呼こ称しようを用いることは、今や既き成せい事じ実じつとして完全に認にん知ちされた。

　何をもって『ディープな関係』とするかは問題だが、少なくとも天地との関係は、佐久耶の望のぞむカタチへと着ちやく実じつに変へん貌ぼうしているのだ。

　それとともに、佐久耶は自分のなかで、ある変化が起こりつつあることに気づきはじめた。

　リス談義の合あい間まに、天地は自然に対する嘆たん美びをたびたび口にした。

　青空の美しさを、雲の楽しさを、森の香こうばしさを、湖こ面めんを吹ふく初夏の風の清すが々すがしさを、燃えるような山の紅こう葉ようのあでやかさを、窓まど越ごしに吹雪ふぶきを見ながらもぐりこむコタツの温ぬくもりのありがたさを、熱っぽく語った。

　それらを聞くうちに、いつしか佐久耶も、ビルの隙すき間まからのぞく夕焼け空に、アスファルトの舗ほ道どうを割わって芽め吹ぶく雑ざつ草そうに、興きよう味みをいだくようになったのだ。

　典てん型けい的てきなシブヤの女子高生である佐久耶は、喜き怒ど哀あい楽らくのはっきりした気持ちのいい性格だが、反面、感かん性せいの深みや微び妙みような揺ゆらぎといったものに欠ける憾うらみがある。

　その佐久耶が天地に感かん化かされて、自然や季き節せつの移うつろいを愛めでるという新あらたな喜びに目め覚ざめたのだ。

　──あたし、確かく実じつに変わってる。

　自分でも不ふ思し議ぎなくらい。

　空や雲や風のにおいが、こんなに楽しいものだって知らなかった。

　これってすごいことよ。

　カレシの影えい響きようで性格が変わってくなんて、超ちよう感動。

　ああ、夢にまで見た『ディープな関係』まで、あと一歩だわ……。




　もっとも、いいことばかりではない。

　天地は、オカヤマを全ぜん身しん全ぜん霊れいをこめて愛あいしいつくしんだ。

　甲か斐い甲が斐いしく世話をし、飼し育いく日記をつけ、写真を撮とりまくり、図書館に通って専門書を読どく破はするなどして、短期間のうちに『ディープなシマリス通』になってしまった。

　むろん、それ自体は悪いことではない。

　しかし、一人暮らしの寂さびしさからか、命を預あずかった使し命めい感かんからか、それとも持って生まれたやさしさと凝こり性しようのせいか、天地のオカヤマへの傾けい倒とうぶりはいささか常じよう軌きを逸いつしていたのだ。

　オカヤマが初めて手からエサを食べた！

　トイレのしつけに成功した！

　クシャミして、ハナをたらした！

　ケージの外に出て遊んだ！

　掌たなごころに載った！

　下げ痢りした！

　そんなことに一いつ喜き一いち憂ゆうしては親バカぶりを発はつ揮きし、たびたび尼ヶ崎や土つち田だの失しつ笑しようをかう。

　しかも、現代国語の小テストで天地が答案に書いた詩しは、以下のごときシロモノだ。





おお　オカヤマよ

いとけなき森の妖よう精せいよ

神のつかわせし　透とう明めいな喜びの結けつ晶しようよ

おまえを見ていると　私は飽あきることがない

おまえの漆しつ黒こくの瞳ひとみは　故こ郷きようの夜空を思わせる

あどけないしぐさは

おおどかに空をたゆたう故郷の雲のようだ

そして　安らかな寝ね顔がおは

故郷の安らぎだ






　はっきり言ってバカである。

　さすがの佐久耶もついていけないマニアックな世界に、天地は足を踏ふみ入れてしまったようだ。

　佐久耶が放課後カットハウスに行って、天地の部屋を訪たずねなかった翌よく日じつなどは、登校してきた彼女が机つくえにカバンを置くなり、待ちかまえていた天地が堰せきを切ったように話し出す。

「あのさ、オカヤマが昨日きのう初めてクルミのからを自分で開けたんだ」

「へえ、すっごーい！」

　佐久耶は大げさに感心してみせる。そのほうが天地が喜ぶからだ。

「大人おとなになった証しよう拠こだ。オレめっちゃ嬉うれしいよ！」

「あたしもよ！」

「喜んでくれるんだ、神代さん！」

「あたりまえじゃない！」

「ようし、今日はウチでパーティだ！」

「おめでとう、天地くん！」

「ありがとう、神代さん！」

　──何てバカバカしい会話なんだろ、と佐久耶は思った。

　でも、クラスのみんなの前であたしの手握にぎりしめて「ありがとう」なんて、今までの天地くんなら絶対やらなかった。

　ま、ディープと言えばディープだもんね、これも……。




「ただいまあ」

「お帰りなさい。今日は早かったね」

「うん。思ったよりお賽さい銭せんの勘かん定じようがはかどって」

「お疲つかれさま。お腹なかすいたでしょ!?」

「もうペコペコで倒たおれそうだよ」

「じゃあ、すぐ用意するね」

　そんな新しん婚こん家庭の帰き宅たくシーンのような会話が、やがて、夜よ更ふけの天地の部屋で聞かれるようになった。

　土つち田だ天てん満まん宮ぐうでの三日に一度の夜の修しゆ行ぎようを終えた天地と、通かよい妻づまの座ざを勝ち取った佐久耶との会話だ。

　まさに『オカヤマ効こう果か』の頂ちよう点てんとでも言うべき光景である。

　ちなみに、天地は目的もなく東京へやってきたわけではない。

　柾まさ木き家けは岡山で代々神かん主ぬしをつとめる家か系けいで、天地もいずれは家を継つぐ身だ。

　そのため、祖そ父ふ・勝かつ仁ひとの知人で、渋谷の土田天満宮の神主である（天地の友人の土田の祖父で、天満宮高校の理事長でもある）土田独どく然ぜんの勧すすめにしたがって、修行のために上京したのだ。

　ともあれ、夜の修行を終えた天地は、帰宅するなり飼し育いくケージの前にどっかと座すわり、眼めに入れても痛いたくないといった表情でオカヤマに語りかけた。

「ただいま、オカヤマ……元気にしてたか!?　神代さんに迷めい惑わくかけなかったか!?」

　その間に、佐久耶はエプロンをつけ、夕食のしたくをするべくキッチンに立つ。

　したくといっても、殺人的に料理の不ふ得とく意いな佐久耶にできることといえば、コンビニで調ちよう達たつしたご飯とお惣そう菜ざいをレンジでチンし、インスタント味み噌そ汁しるに熱ねつ湯とうを注そそぐことぐらいだ。

　彼女が天地への愛を夕食に反映させるとしたら、ギョーザはローソン、サラダはセブンイレブン、オムレツはファミリーマートといった具ぐ合あいに、ベストな味を求めて料理ごとに店を渡わたり歩くしかない。

　それでも、この小さなワンルームマンションに天地と佐久耶とオカヤマとが醸かもし出すあたたかな雰ふん囲い気きは、オカヤマを人間の赤ちゃんに置きかえれば、幸福な若わか夫ふう婦ふのそれに限りなく似にていた。

　すでに、オカヤマが天地のペットになってから半月が経たっていた。

　佐久耶は、ケージから出したオカヤマを掌たなごころに載せていつくしむようにその背中を指で撫なでている天地を見やり、しみじみと思った。

　──あたし、幸せ。

　マジですっごい幸せな子。

　クラスでも、カレシとこんな雰囲気になってる子、ひとりもいないと思う。

　それもこれも全部オカヤマのおかげ。

　お礼に明日、好こう物ぶつのアメリカンチェリー差し入れしてあげよっかな……。

　だが、同時に佐久耶は、こんなことも考えていた。

　──いいなあ、オカヤマは。

　天地くんにあんなに大事にされて。

　ペットに嫉しつ妬とするなんて超ちようダサいけど、でも、やっぱちょっぴり妬やけちゃう。

　あたしもシマリスだったら、あんなふうに天地くんにかわいがってもらえるのになあ……。

　と、その時、オカヤマが突とつ然ぜん、せわしなく『リスの拝おがみ』をはじめた。

「……不ふ吉きつな事件の前ぜん兆ちよう、か」

　佐久耶は何気なくポツリとつぶやいた。

　刹せつ那な、彼女の眼めは驚きよう愕がくに大きく見開かれた。

「そんな……そんなのって、あり………!?」

　その口から茫ぼう然ぜんとつぶやきがもれた。

　佐久耶は、非ひ情じような現実に気づいてしまったのだ。

　かつては彼女に注がれていた天地の視し線せんが、今やオカヤマに向けられていることに。

　天地のやさしさを、気き配くばりを、愛のすべてを、オカヤマが独どく占せんしていることに。

　佐久耶と天地は、実はまったく『ディープな関係』にはなっていなかった。

　天地と『ディープな関係』を結んだのはオカヤマだった。

　天地の恋こい人びとに選ばれたのは、オカヤマだったのだ。

　そして、この時、オカヤマが実は鷲羽わしゆうの創そう造ぞうした合成生物であることを、佐久耶はもちろん、天地までもが忘れていた……。
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　事件は唐とう突とつに起こった。

　天てん地ちがオカヤマとの同どう棲せい生活をはじめてから一六日目の夜、天地と佐さ久く耶やの見ている前で、突とつ然ぜんオカヤマが全身から激はげしく閃せん光こうを放はなったのだ。

「うわあっ！」

「きゃああっ！」

　天地と佐久耶は悲ひ鳴めいをあげ、まぶしさに眼めをおおった。

　すると、『リスの拝おがみ』ポーズをとったまま机つくえの上で静止しているオカヤマの背中を割わって、中から何かが現われた。

　正確に言うと、オカヤマの背中についていたファスナーを内側からチーッと下げ、まるでゴジラの撮さつ影えい用ようスーツの中から薩さつ摩ま剣けん八ぱち郎ろう氏が出てくるように、何かが立ち上がったのだ。

「ファ、ファスナー!?」

　天地は一いつ瞬しゆんズルッとコケかけたが、佐久耶は天地の腕うでにしがみついてわなわなと唇くちびるを震ふるわせている。

　机の上にヘナヘナと崩くずれ落ちたオカヤマの外がい皮ひが物ぶつ質しつ崩ほう壊かいを起こし、無数の光の粒つぶと化して宙ちゆうに四し散さんした。

　あとに残されたのは──少女だった。

　体長一五センチほどの、小さな小さな少女だった。

「て、天地くん、あ、あれ……！」
















「く、神くま代しろさん、あ、あれ……！」

　後頭部を鈍どん器きで殴なぐられたように眼めを剝むいて、二人は同時に少女を指差した。

　少女はゆっくりと顔を上げ、天地たちをジッと瞶みつめた。

　リスのような大きく愛くるしい漆しつ黒こくの瞳ひとみが、もの言いたげにかすかに揺ゆれていた。

「オ、オカヤマ……オカヤマなのか!?」

　天地が恐おそる恐る声をかけた。

　すると、少女はニコッと微ほほ笑えみ、大きくうなずいた。

「オレの言葉がわかるのか!?」

　少女は再ふたたびうなずいた。

「そうか……なるほど、そういうことだったのか」

　いまだ恐きよう怖ふから立ち直れず顔がん面めん硬こう直ちよく状じよう態たいの佐久耶とは対たい照しよう的てきに、天地はすでに平常心を取り戻もどしたようだった。

　かつて六人の宇う宙ちゆう人じんの女性と暮らした経けい験けんから、超ちよう常じよう現げん象しように対して免めん疫えき体質になっているからにちがいない。

「すっかり忘れてたけど、おまえ、ただのシマリスじゃなかったんだよな。だったら、成長する時に脱だつ皮ぴしても不ふ思し議ぎじゃないか」

「な、何のこと、天地くん!?」と、小声で佐久耶が訊きいた。

「ほら、鷲羽わしゆうさんが言ってたじゃない。見た目はシマリスだけど、実は遺い伝でん子し組くみ替かえの実験で生まれた未知の生物だって」

「言ってたような気もするけど……」

「だから、脱皮して女の子になったのさ」

「それって説明になってないよ」

「ハハハハ」天地は笑って言った。「鷲羽さんってこういうオチャメする人なんだ。そうだ、たしかこうも言ってたっけ。『シマリスとちがうところが三点あって、そのうちおもしろいことが見られる』って……。つまり、その一つ目が今の脱皮だったんだ。うんうん、これですべての謎なぞが解とけたぞ」

「解けてない解けてない」

「オチンチンついてたからオスだと思ってたけど、女の子になるなんて、う～ん、生命って奥おくが深いなあ」

　腕うで組ぐみをしてしきりと感心する天地を、佐久耶はあきれて見ていたが、やがてハッと顔を上げて叫さけんだ。

「そうだ、警けい察さつに電話しなきゃ！」

「け、警察!?」

　天地の顔に動どう揺ようの色が走った。

「ちょ、ちょっと神代さん、警察はまずいよ、警察は！」

「自じ衛えい隊たいかな、こういう事件あつかうのは!?」

　天地はあわてて佐久耶の手から電話の受じゆ話わ器きをひったくった。

「そうじゃなくって、リスから女の子が出てきたなんてバレたらエラい騒さわぎになっちゃうよ！」

「今だって十分エラい騒ぎよ。だから警察呼ぶんじゃない」

「で、でも、警察に調べられたらイモヅル式に実家に宇う宙ちゆう人じんがいることまで……あ、いや、そういうことじゃなくて、だから、つまりその、いろいろと面めん倒どうなことに──」

「ワケのわかんないこと言ってないで、早く電話かして！」

　佐久耶の言げん動どうは、不ふ条じよう理りな超常現象を目もく撃げきした一いつ般ぱん市し民みんのリアクションとして当然のものだった。

　天地は困こん惑わくしたように沈ちん黙もくしてしまった。

　だが、おもむろに大きく息を吸すった次の瞬しゆん間かん、天地は佐久耶の両りよう肩かたにガシッと手を置き、おごそかな口調で話しはじめた。

「神代さん……この世は無数の謎なぞと不ふ思し議ぎに充みち満みちている」

「ど、どうしたの、天地くん、急に……!?」

　アッケにとられる佐久耶をよそに、天地は立て板に水のごとく雄ゆう弁べんに語り続ける。

「なぜ地球は丸いのか、なぜ太陽は東から昇のぼり西へ沈しずむのか、どうして男と女は愛しあい傷つけあうのか……さまざまな疑問に人類は真っ正面から立ち向かい、知ち恵えと勇気と理性をもってひとつずつ解決していった。だから、ボクたちも現実から眼めをそむけてはいけない！　逃とう避ひからは何も生まれない！　神代さん……受け入れよう、オカヤマが少女になったことを。そして、受け入れることから、ボクたちの新しい何かを作り出していこう！」

「……わかったわ、天地くん。あたし、やってみる」

　佐久耶は唇くちびるを真ま一いち文もん字じに結び、真しん剣けんな表情でうなずいた。

　奇き々き怪かい々かいな論ろん理りで佐久耶を説せつ得とくしようとする天地も天地だが、納なつ得とくしてしまう佐久耶も佐久耶である。

　が、ともあれ、少女の姿すがたとなったオカヤマは、これで現げん状じようの生活の継けい続ぞくを許されたわけだ。

「──というわけで、もう大だい丈じよう夫ぶだぞ、オカヤマ」

　天地の言葉を聞いて、不安げに立ちすくんでいたオカヤマの顔に笑えみが戻もどった。

　ようやく人ひと心ごこ地ちのついた佐久耶は、改あらためて少女バージョンのオカヤマを見た。

　身長とお尻しりからはえているリスの尻しつ尾ぽを除のぞけば、その姿は人間の中学生ぐらいの少女と寸すん分ぶんたがわない。

　長めのストレートヘアーは金こん色じきに輝かがやき、シマリス模も様ようの小さなブラジャーとショーツをつけた肢し体たいからは、ロリコンが涙なみだを流して万ばん歳ざい三さん唱しようしたくなるような幼おさない色いろ香かがあふれていた。

「お茶飲むかい、オカヤマ!?」

　天地がマヨネーズのフタに注そそいだお茶を差し出すと、オカヤマはリスと同じ身軽さで天地の肩かたに飛び乗り、くぴくぴと飲みはじめた。

「このカッコになったら、巣す箱ばこで寝ねさせるわけにもいかないな。何とかしなくちゃ……」

　天地の独どく白はくに敏びん感かんに反はん応のうして、オカヤマはふるふると首を横に振ふった。

「今のままでいいのか!?　謙けん虚きよなヤツだなあ」

　天地は、かわいくて仕し方かたがないといったふうにオカヤマの頰ほおを小指でなでた。

　だが、佐久耶は、くすぐったそうに身をよじるオカヤマを、かつて見せたことのない不機嫌そうな眼まな差ざしで瞶みつめていた……。




　純じゆん白ぱくのハンカチにくるまったオカヤマは、ほどなくスヤスヤと寝息を立てはじめた。

　オカヤマが眠ねむるのを待ちかねていたように、佐久耶は深しん刻こくな表情で天地に訊きいた。

「どうする、天地くん、これから？」

「明日、おもちゃ屋に行って」天地は応こたえた。「リカちゃん人形かなにかのベッドとフトンを買ってくるよ。いくら何でも葬そう式しきのお返しのハンカチじゃかわいそうすぎるからね」

「そうじゃなくって」佐久耶はいらだたしげに言った。「さっきは何となくああ言っちゃったけど、頭冷ひやしてよく考えてみたら、あたし、やっぱりオカヤマがここにいるのは不自然だと思う」

「捨すてろっていうのか!?」天地は驚おどろいて叫さけんだ。「そんなことできるわけないじゃないか！」

「捨てろとは言わないけど、あの鷲羽さんって人に引き取ってもらったらどうかしら!?」

「どうして？」

「どうしてって……」

　直ちよく截せつ簡かん明めいな天地の質問に、佐久耶は思わず口ごもってしまった。

　天地はいくぶん激げきした口調で続けた。

「そういうの、オレ都会の人の悪いところだと思う。飽あきたからとか、成長して世話しきれなくなったからとか言って、ペットを捨てたり、他ひ人とに押おしつけたり……無責任だよ、そんなの。命をモノと同じように扱あつかってはいけないんだ」

「それはそうなんだけど、でも……」

「だいたい、ボクにオカヤマをプレゼントしてくれたのは神代さんじゃないか。オカヤマを飼かうように勧すすめたのは神代さんなんだよ」

　天地の言葉は、いちいち当とうを得えていた。

　佐久耶はうなだれておし黙だまるしかなかった。

　しかし、心のなかでは、暗く切せつない思いが激はげしく渦うず巻まいていた。

　──たしかに、飼うように勧めたのはあたし。

　でも、勧めたのはシマリスだもん。

　女の子を飼えだなんて言った覚おぼえないもん。

　こんなことになるなんて想そう像ぞうもしてなかった。

　オカヤマのカッコ見てよ。

　どこからどう見ても、完全な人間の女の子じゃない。

　天地くんがあたし以外の女の子と暮らすなんて、やっぱどこかおかしいよ。

　ただでさえ、オカヤマに天地くん盗とられたことに気がついて、昨日きのうからかなりブルーだった。

　ただのシマリスだったら我が慢まんしてるよ。

　ペットにヤキモチ妬やいてもカッコ悪いだけだもん。

　でも、こうなったらもう全然ハナシはちがう。

　天地くんにとってはペットのまんまだとしても、やっぱ今のオカヤマは人間の女の子だよ。

　カレシに自分以外の別の女の子との同どう棲せい勧めたなんて、あたし、爆ばく笑しようのピエロ。

　そんなの……淋さびしいよ、哀かなしいよ。

　天地くん、あたしの気持ち、気がついて。

　お願いだから、気がついてよ……。
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　その後、佐さ久く耶やにとって暗あん澹たんたる日々が続いた。

　相変わらず放課後は天てん地ちの部屋へ直行したが、以前とは明らかに目的が異ことなっていた。

　天地とオカヤマの交流を監かん視しするためである。

　もちろん、万が一にも天地がオカヤマ相手にアヤマチを犯おかすとは思えないし、実際、佐久耶の眼めに映うつるそれは、オカヤマが少女の姿すがたになる前と大きな変化はなかった。

　天地がオカヤマを少女として愛しいつくしむことは一度とてないし、オカヤマもペットの分を逸いつ脱だつすることなく天地になつき、じゃれついているように見える。

　しかも、オカヤマは人語を解かいするものの、自分からは言葉を発はつしないので、いっそうその感は強い。

　ただ、オカヤマを見る天地の眼まな差ざしがよりやさしくなり、前以上に熱心にその世話をするようになったのは事実だ。

　しかし、それも、オカヤマが人間形けい態たいとなったため、命を守る責任感と使命感を天地がより強く意識するようになったからだと考えれば説明がつく。

　日ひ々び是これ好こう日じつ──。

　だが、それでも佐久耶は、天地とオカヤマを監視せずにはいられなかった。

　そして、黒い靄もやがかかったように暗く沈しずんだその表情は、一日ごとに深しん刻こくさを増ましていった。

　頭では納なつ得とくしていても、天地が人間の女性の姿をした存そん在ざいと仲なか睦むつまじく暮らしていることに、どうしても切せつなさとわりきれなさを感じてしまうからだ。

　人形用のベッドで眠ねむるオカヤマのあどけない寝ね顔がおを見るたび、佐久耶はむりやり「この子には罪つみはないんだ」と思いこもうとした。

　天地の言うとおり、オカヤマを飼かうよう天地にしむけたのは佐久耶に他ほかならない。

　その意味では、現在の状じよう況きようを惹じやつ起きせしめた責任の大半は佐久耶自身にあるのだ。

　──でも、もしオカヤマが女の子になるってわかってたら、あたし絶対にプレゼントしたりしなかった。

　半分でいい。

　天地くんがあの子を見る視し線せんの半分を、あたしに向けてくれたら。

　あの子に注そそぐ愛情の半分を、あたしに注いでくれたら。

　あの子にハマったように、あたしにもハマってくれたら……。

「オカヤマ、ひとりで食べちゃダメだぞ。神くま代しろさんにもあげなきゃ」

　天地の声に、佐久耶はハッと顔を上げた。

　オカヤマがすばしこく床ゆかを駆かけ、テーブルを踏ふみ台にして佐久耶の肩かたに飛び乗った。

　その手には、佐久耶がお土産みやげに持ってきた真しん紅くのアメリカンチェリーが握にぎられていた。

「さ、ありがとうして、オカヤマ」

　オカヤマはペコッと頭を下げた。

「ようし、いい子だ」

　満足げにうなずく天地に、佐久耶は愛あい想そ笑いを返した。

　そして、オカヤマが差し出したアメリカンチェリーを、いやいや口に含ふくんだ。




「朝起きたら、オレもう死ぬほどびっくりしちゃった！」

　登校してくる佐久耶を校門で待ちかまえていた天地は、教室への廊ろう下かを並んで歩きながら、興こう奮ふんしたように瞳ひとみを輝かがやかせてしゃべり続けた。

「オカヤマの背中から羽がはえてるんだよ！　マンガに出てくる妖よう精せいそっくりでかわいいんだ、これが。しかもオカヤマのヤツ、ものすごい特とく技ぎ持っててね。なんと料理ができるんだよ、あいつ！　ああ、早くウチ帰りたいなあ。放課後が待ちどおしいね、神代さん」

　放課後、佐久耶が天地に引きずられるようにして部屋を訪おとずれると、はたしてオカヤマは妖精のような姿すがたの生命体に変へん貌ぼうしていた。

　トンボのような四枚の薄うすい羽をふるわせてホバリングしながら、鍋なべのなかのカレーをオタマでかき回していた。

「ナンだかなあ……」

　佐久耶はぼんやりとつぶやいた。

「ねっ、すごいだろ」天地が言った。「たぶん、鷲羽わしゆうさんが言ってた『シマリスとちがう三つの点』の二つ目って、このことだったんだよ」

　オカヤマが振ふり向むき、佐久耶に屈くつ託たくなく微ほほ笑えみかけた。

　佐久耶はあいまいに微笑み返した。

　いまいましいことに、オカヤマの作ったカレーライスはかなり美び味みだった。

　野や菜さいサラダはガラスの器うつわに品よく盛もりつけられ、デザートのリンゴもカッターナイフの刃はを使ってウサギの形に刻きざまれていた。

　佐久耶は、そんなオカヤマの手料理を黙もく々もくと食べた。

　新しん婚こん家庭に乗りこんで夕ゆう飯はんを御ご馳ち走そうになる独どく身しん女性の孤こ独どくを、佐久耶は感じていた。

　自然と会話はとぎれがちになり、静けさのなかで、スプーンと皿の触ふれあう音がひどく大きく反はん響きようした。

　ギクシャクとした雰ふん囲い気きを察さつ知ちしたのか、天地が上じよう機き嫌げんを装って大声で言った。

「いやあ、このカレーライス、絶ぜつ品ぴんだなあ」

　すかさず、佐久耶が毒のこもった刺とげ々とげしい口調で言った。

「そうね。あたし、オカヤマにお料理教えてもらおうかな」

　一いつ瞬しゆん、室内の空気がピーンと凍こおりついた。

　天地とオカヤマは食事の手を止め、ポカンと佐久耶を瞶みつめた。

　佐久耶は平静を装よそおってカレーライスを口に運んだが、後こう悔かいと屈くつ辱じよくとでその心は千ち々ぢに乱みだれていた。

　──あたしってヤな子。

　すっごいヤな子……。

　数分後、佐久耶は人が変わったように陽よう気きにしゃべりはじめ、少し早めの夕食は和気あいあいのうちに終わった。

　だが、作り笑え顔がおの奥おくで、佐久耶の心は、滅ほろびゆく古代の神しん殿でんのように冷ひえ冷びえとしらけきっていた……。




　六月の第一土曜日。

　なまぬるい小こ糠ぬか雨あめが音もなく降る朝、佐久耶は、あまり気乗りのしなさそうな天地を連つれて、千ち葉ば県の某ぼう所しよへ向かった。

　暗あん雲うんたれこめた天地との関係を修しゆう復ふくすべく、日本一の規き模ぼを誇ほこる臨りん海かい遊園地で久ひさ々びさに二人きりのデートを楽しむためだ。

　しかし、子供だましの遊ゆう戯ぎ施し設せつにも、横おう柄へいに園内を闊かつ歩ぽする不ふ快かいな黒いネズミ男にも、異い常じように値ねのはる土産みやげものにも、なんとかかんとかパレードにも、天地はさしたる興きよう味みを示さなかった。

　型かたどおりのデートコース、型どおりの歓かん声せいと悲ひ鳴めい、型どおりのショッピング……。

　時計の針はりが味あじ気けなく時をきざみ、佐久耶にとって久しぶりの天地との遠とお出では実り少ないものに終わった。

　唯ゆい一いつ、ごく自然に天地と相あい合あい傘がさをしたことだけが収しゆう穫かくだった。

「そろそろ帰ろうか!?　オカヤマが淋さびしがるといけないから」

　腕うで時ど計けいを見ながら、天地が言った。

　佐久耶は黙だまってうなずいた。

　帰き途との地下鉄の車内で、二人はほとんど言葉をかわさなかった。

　ときどき困りはてたような天地の視し線せんを感じたが、佐久耶は正面の窓まどをジッと瞶みつめ、無む言ごんでつり革かわにぶら下がっていた。

　午後六時すぎ、天地と佐久耶は、渋谷駅のハチ公前広場に相合傘で降り立った。

　夜の装よそおいを整ととのえた渋谷の街まち並なみは小こ糠ぬか雨あめのヴェールにすっぽりと覆おおわれ、水すい銀ぎん灯とうが、信号が、満まん艦かん飾しよくのビルのイルミネーションが、ヴェールの向こうに茫ぼう洋ようとかすんでいた。

　佐久耶は、波なみ間まを漂ただようクラゲのように眼がん前ぜんを通つう過かしていく無数の傘を放ほう心しんしたように眺ながめながら、抑よく揚ようのない声で天地に言った。

「今日は楽しかったわ」

「オレも」

　──ウソ。天地くんのウソつき……。

「ね、オレんち寄ってかない!?」

「今日は疲つかれたから、帰る」

「そう……オカヤマが残念がるな。いつも神代さんが来るの楽しみにしてるから」

「ウソ」

　佐久耶はポツリとつぶやいた。

「えっ!?」

　天地はいぶかしげに佐久耶を見ると、眉まゆをひそめて不安そうに言った。

「どうかしたの、神代さん!?　ここ四、五日、何か様よう子すが変だけど」

「変じゃない」と佐久耶はかすれた声で応こたえた。

「そうかな……でも、少し顔色も悪いし」

「変じゃない」

「何となく元気ないし。念ねんのために来週、病院行ってみたら──」

「変じゃないってば！」

　佐久耶は投げつけるように怒ど鳴なった。

　そして、茫ぼう然ぜんとする天地にぎこちない笑えみを投げ、

「また明日あしたね」

　とうわずった声で言うと、雑ざつ踏とうのなかへ身を躍おどらせた。

　人ごみを足早に抜ぬけて裏通りに出るや、やおら佐久耶はダッと走り出した。

　傘かさもささず、ひたすらに走った。

　冷たい小糠雨がまとわりつくようにその身体からだを打った。

　足の下で水たまりが飛沫しぶきをあげた。

　濡ぬれそぼった前まえ髪がみが、切せつなげに歪ゆがんだ顔を隠かくすかのように額ひたいに貼はりついた。

「どうして……どうして、こんなふうになっちゃったのよ！」

　泣なきたい気持ちを必ひつ死しにこらえ、佐久耶はなおも家いえ路じを走り続けた……。
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　仄ほの暗ぐらいまでに澄すみわたった青空を、ちぎれ雲が何かに追われるように走り流れていた。

　真夏を思わせる強い日ひ差ざしのなか、雑ぞう木き林ばやしには梅つ雨ゆの合あい間まの安らぎのようなものが漂ただよい、地面では木こ漏もれ日びが鏡かがみの破は片へんをぶちまけたように白く輝かがやいていた。

　佐さ久く耶やは、ミズナラの大木の根元に腰こしをおろし、うつろな眼まな差ざしで前方を瞶みつめていた。

　視し線せんの先には、歓かん声せいをあげながら、宙ちゆうを舞まうオカヤマと鬼おにごっこをしている天てん地ちの姿すがたがあった。

　はじけるような天地とオカヤマの笑えみが、立ち並ぶ広こう葉よう樹じゆの幹みきの向こうに現われては消え、消えては現われていた。

　──何やってるんだろ、あたし……。

　霧きりがかかったようにぼんやりと疲ひ労ろうした意識のなかで、佐久耶は考えた。

　それは、天地の発はつ案あんだった。

「昨日きのうはごめん。せっかく連つれてってもらったのに、オレ、イマいち盛もり上がれなくて。そのおわび……いや、おわびっていうんじゃないけど、天気もいいし、今日は井いの頭かしら公園に行ってみない、オカヤマと三人でさ。あいつ、お弁べん当とう作ってくれるっていうんだ」

　天地からのそんな電話に対して、佐久耶は積極的に断る理由を持たなかった。

　ポケットにオカヤマを忍しのばせ、サンドイッチの入ったデイパックをかついだ天地と連れ立って井の頭公園についたのは、午前一一時すぎだった。

　二人はその足で、公園内の、弁べん天てん様さまを祀まつる毒々しい朱しゆ色いろのお堂どうに詣もうでた。

　そこは佐久耶もはじめて立ち寄る場所だった。

　不ふ思し議ぎそうに見守る天地をよそに、佐久耶はお賽さい銭せんを投げ、『リスの拝おがみ』のように両手をあわせて本ほん尊ぞんの弁べん財ざい天てんに祈いのりをささげた。

　何を祈ったのかは佐久耶自身にもわからなかった。

　そして、遊歩道をはずれて雑木林に分け入り、人ひと影かげがないのを確かめるや、天地はオカヤマをポケットから出して遊びはじめたのだ。

　思えば、三週間前の同じ日曜日に、ここ井の頭公園に来て以来、佐久耶にとっては波は瀾らん万ばん丈じようの日々の連続だった。

　底知れぬ深い疲ひ労ろう感かんと虚きよ脱だつ感かんとに打ちのめされ、こうしてミズナラの大木の根元に惚ほうけたようにすわりこんでいるのもムリはなかった。

　──最初は、ただ天地くんと『ディープな関係』になりたいって思っただけ。

　井の頭公園に来て、動物園でリスを見て、「これだ！」って思って。

　それで、シマリス買って、オカヤマって名前つけて、だんだん天地くんとイイ感じになって、『天地くん』って名前で呼ぶようにもなって、でも、それが誤ご解かいだとわかって。

　そしたら、オカヤマが少女になっちゃって、羽もはえちゃって、オカヤマにヤキモチ妬やくようになって、あたしだけ居い場ば所しよがなくなって……で、今はこのザマ。

　ホント、何やってるんだろ、あたし……。

　佐久耶は自じ嘲ちようめいた薄うす笑わらいを浮うかべると、膝ひざをかかえてその上に顎あごをうずめた。

　めくれ上がったスカートの裾すそから純じゆん白ぱくのショーツが覗のぞいたが、それを気にかけようともしなかった。

　この日、佐久耶は、階かい段だんの昇のぼり降おりにさえ苦労するような、レモンイエローの超ちようミニのタイトスカートをはいていた。

　切せつ羽ぱつまった、捨すて身みの、哀かなしい挑ちよう発はつ行こう為いだった。

　だが、鈍どん感かんの国の王子様のごとき天地にもともと色じかけは通用しにくく、実際、それはムダな努力だった。

　そもそも天地は、ミニスカートを見ようとすらしなかったのだ。

　──あの鷲羽わしゆうさんって人が言ってたっけ。

　オカヤマには「普ふ通つうのシマリスとちがう点が三つある」って。

　女の子になって、羽がはえて……三つ目はなに!?

　まさか、どんどん成長して、セクシーになって、身長も伸のびて、本当の人間の女の子になっちゃうんじゃ。

　今はまだちっちゃいからいいけど、もしそんなことにでもなったら、あたしもう完全に勝ち目ない。

　こわい。

　つらい。

　淋さびしい。

　うっとうしい。

　アイヌの人たちの伝でん説せつって本当だったのかも。

　疫やく病びよう神がみ。

　少なくともあたしにとっては、あの子、不ふ吉きつな事件を引き起こす疫病神だったんだわ……。

　雑ぞう木き林ばやしはひっそりと静まりかえっていた。

　カッコウの声だけが濡ぬれたように響ひびいていた。

　はるかかなたに、オカヤマをともなって木登りに興きようじる天地の姿が、ゴマ粒つぶのように小さく見えた。

　刹せつ那な、一いち陣じんの突とつ風ぷうが雑木林を吹ふき抜ぬけた。

　周しゆう囲いの広こう葉よう樹じゆの大木が身み悶もだえするようにザワザワと揺ゆれた。

　その瞬しゆん間かん、佐久耶は、自分がさきほど弁べん財ざい天てんに何を祈いのったのかを悟さとった。

　──あんな子、いなくなっちゃえばいい……！

　あの時、自分はそんな思いで、あれほど熱心に祈りをささげたのではなかったのか!?

　だが、次の瞬間、佐久耶は淫みだらな思いを打ち消すかのように激はげしく首を横に振ふった。

　──ちがう。

　いくら何でも、あたし、そこまで腐くさった子じゃない。

　そういう考え方、あたし一番キラいだもん。

　好きな人にカノジョがいたって全然平気。

　力ずくで奪うばい取っちゃうタイプだもん。

　だから「いなくなっちゃえばいい」なんて、本気で思ったわけじゃない。

　だって、オカヤマみたいにちっちゃくて、弱くて、ひとりじゃ絶ぜつ対たいに生きていけないような子が『いなくなる』ってことは……つまり、そういうことでしょ。

　あたし、そんなこと願うほど性格悪くない。

　あの子には罪つみはないもん。

　あれだけ天地くんがかわいがってるんだもん。

　そのオカヤマが『いなくなる』ことを願うなんて、ありえないよ。

　今のは、ちょっと疲つかれてたから、ここらへんうろついてるレベルの低い悪あく魔まに取とり憑つかれて、つまんないこと考えさせられただけ。

　当然だよ。

　絶対そうに決まってるよ……。

「天地くーん！　オカヤマーッ！　そろそろお昼にしなーい!?」

　佐久耶は、黒い想そう念ねんをむりやり意識の奥おくへ押おしやると、お尻しりについた泥どろを払はらいながら勢いきおいよく立ち上がった。

　だが、いったん脳のう裏りをよぎったその『思い』は、あたかも霧きりのなかに浮うかぶ廃はい墟きよの寺じ院いんのように、不ぶ気き味みなシルエットを意識の奥底に執しつ拗ように浮かばせ続けていた。

　そして……その夜、『思い』は現実のものとなった。
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「神代さん、すぐ来て！　オカヤマが、オカヤマが大変なんだ！」

　パジャマにも着き替がえずベッドに突つっ伏ぷしていた佐さ久く耶やは、天てん地ちからの電話で浅い眠ねむりから叩たたき起こされた。

「急に肺はい炎えんみたいな症しよう状じようを起こして、すごい熱で、ほとんど意識もなくて……死にそうなんだ！」

　受話器からこぼれ出る天地の声はほとんど悲ひ鳴めいに近かった。

　佐久耶は反はん射しや的てきに傘かさをつかみ、自室の玄げん関かんを飛び出した。

　音を立てて降りしきる深夜の雨に、住宅街がいは蕭しよう然ぜんとけむっていた。

　空には漆しつ黒こくの密みつ雲うんが重くたれこめ、陰いん鬱うつな夜の闇やみをいっそう暗くしていた。

　車も人ひと影かげも街まちにはなかった。

　雨あま飛沫しぶきをあげるアスファルトの路面で、反射した水すい銀ぎん灯とうの光だけが生き物のようにピチピチと揺ゆれていた。

　佐久耶はさしていた傘をもどかしげに投げ捨て、転ぶようにして天地のマンションへの道を走った。

　──あたしのせい!?

　あたしが、一いつ瞬しゆんでもあんなこと考えたから!?

　弁ベん天てん様さまが、ううん、悪あく魔まがあたしの『思い』をかなえたからこんなことになっちゃったの!?

　悪いのは、あたしなの……!?

　佐久耶の顔は、驚きよう愕がくと自じ責せきの念とでこわばっていた。

　むろん、それは佐久耶のせいではない。

　それは、オカヤマという合成生物が持つ『宿しゆく命めい』だった。
















「寿じゆ命みようだって！」

　佐久耶が玄げん関かんドアを荒あら々あらしく開けて天地の部屋に駆かけこむと同時に、電話をかけていた天地が叫さけんだ。

「そんなバカな……だって、シマリスの寿命は八年から十年──」

「シマリスならばね」

　天地の言葉を遮さえぎるように、受話器から女性の静かな声がもれた。

　佐久耶にも聞き覚えのある声……岡山にいる鷲羽わしゆうの声だった。

「けど、あいつはあたしが創つくった合成生物。シマリスとの相そう違い点てんが三つあるって言ったでしょ!?」

「少女になって、羽がはえて……ハッ！」

　天地は慄りつ然ぜんと眼めを瞠みはった。

「ま、まさか……寿命が、短い!?」

「約一か月」

　鷲羽の声は冷れい然ぜんと言い放はなった。

「そして、少女形態になってからジャスト一週間で、あいつの寿命はつきる。セミやウスバカゲロウと同じようなもの、って言えば納なつ得とくしてもらえるかしら」

「ひどいじゃないですか、鷲羽さん！」

　天地が怒いかりを爆ばく発はつさせて言った。

「どうしてそんなかわいそうな生物を創ったりしたんですか！　命を弄もてあそぶにもほどがある！」

「だから、人はマッドサイエンティストってあたしを呼ぶのよ」

「鷲羽さん！」天地は怒ど気き鋭するどく叫んだ。

「それに、生物の幸福っていうのは、物理的な寿命の長短で決めるべきものじゃないわ。悔くいのない充じゆう実じつした一か月間と、惰だ性せいと無気力のうちに生きる数十年と、どっちがいいかってことね」

　鷲羽の声はあくまでも冷れい静せいそのものだった。

　だが、天地は激はげしい口調で、吐はき捨すてるように怒鳴った。

「そんなの詭き弁べんだ！　オレ、鷲羽さんがそんな冷つめたい人だとは思いませんでしたよ！　生みの親なのに、オカヤマにひとかけらの愛も注そそげないなんて、オレ失望ですよ！」

　電話の向こうで、鷲羽が動どう揺ようしたように絶ぜつ句くした。

　そして、しばしの沈ちん黙もくののち、こう言った。

「あの時、公園であたし、『天地殿どのが飼かい主ぬしなら安心だ』って言ったわよね……」

「うっ!?」

「ホントにそう思ったわ。天地殿ならあいつを幸せにしてくれる。天地殿に飼われれば、短い命でもあいつは幸せになれるって……。あれ以来、遺い伝でん子し組くみ替かえの実験はやってないわ。ま、マッドサイエンティストとしては失しつ格かくね」

　そう言い終えると、鷲羽は一方的に電話を切った。

　天地は沈ちん痛つうな面おも持もちで受話器を置き、顔を上げて佐久耶を見た。

　佐久耶は、机つくえの前にへたりこむように座すわって、机の上を凝ぎよう視ししたまま全身を小こ刻きざみに震ふるわせていた。

　机の上には、オカヤマがいた。

　人形用のベッドに横たわり、小さな額ひたいに汗あせを浮うかべ、ヒューヒューと口くち笛ぶえのような荒あらい呼こ吸きゆうをしながら、高熱にうなされていた。

　痛いたましくやつれた土つち気け色いろのその顔からは、はっきりと死し相そうが見てとれた。

「寿命なんだって……」

　天地は佐久耶のかたわらに座り、うめくようにつぶやいた。

「ちくしょう……こんなのって、ありかよ」

　が、思い直したようにツッと立ち上がると、濡ぬらしたティッシュペーパーの切れはしとバスタオルを持ってきて、ティッシュペーパーをオカヤマの額に乗せ、バスタオルは佐久耶の膝ひざの上に置いた。

「髪かみの毛ふいたほうがいいよ。キミまで風か邪ぜひくといけないから。ごめん、こんな夜遅くに呼び出したりして……オレ、神代さんに甘あまえすぎだね」

　大おお粒つぶの雨が殴なぐるように窓まどガラスを打っていた。

　雨にかき消された高こう層そうビル街がいのそこここで、屋おく上じようの赤色点てん滅めつ灯とうが心しん臓ぞうの鼓こ動どうのように規き則そく正しく明めい滅めつしていた。

　オカヤマの呼吸が苦しげに乱みだれた。

　放ほう心しんしたようにオカヤマを瞶めていた佐久耶の唇くちびるから、つぶやきが漏もれた。

「あ、あたし……あたし……」

　だが、こみ上げる嗚お咽えつに阻はばまれ、言葉は続かなかった。

　佐久耶は、激はげしく自みずからを責せめていた。

　激しい自じ己こ嫌けん悪おと罪つみの意識とにさいなまれ、身体からだがこなごなに砕くだけ散ってしまいそうだった。

　たとえ今この瞬しゆん間かん、オカヤマに喉のど笛ぶえを嚙かみ切られようとも、神の裁さばきの雷いかずちに身体を引き裂さかれようとも、佐久耶は甘あまんじて受けるつもりだった。

　いや、むしろそうなることを望のぞんですらいた。

　もちろん、今オカヤマが死線を彷徨さまよっていることに、佐久耶の責任はない。

　だが、命あるものを自らの色いろ恋こいの道具に使い、さんざん利用したあげく、たとえ悪あく魔まのささやきに一瞬耳を貸しただけとはいえ、その死を望のぞんだ、鬼き畜ちくのような心の貧まずしさ、汚けがらわしさ、冷つめたさ、傲ごう慢まんさ……。

　──今すぐ、ここから消えてなくなってしまいたい。

　オカヤマの代わりに死んでしまいたい。

　オカヤマ、オカヤマ、オカヤマ……。

「ごめん……オカヤマ……」

　佐久耶は、おずおずと手を伸のばし、オカヤマの頰ほおに触れようとした。

　その時だ。

　オカヤマがフッと眼めを開けた。

　苦しげに喘あえいでいた息が一瞬静かになった。

　そして、か細ぼそく、小さな、虫の鳴き声のような透とう明めいな声で、オカヤマは話しはじめた。

　とぎれとぎれに、たしかにこう言った。

「ゴ・シュ・ジ・ン・サ・マ……カ・ワ・イ・ガッ・テ・イ・タ・ダ・キ・ア・リ・ガ・ト・ウ・ゴ・ザ・イ・マ・シ・タ……オ・カ・ヤ・マ・ハ・シ・ア・ワ・セ・デ・シ・タ」

「オカヤマーッ！」

　天地が血を吐はくように叫さけんだ。

　オカヤマは、佐久耶に視し線せんを移した。

　リスのように大きく愛くるしい漆しつ黒こくのその瞳ひとみに、佐久耶は吸すい込まれるように見入った。

「サ・ク・ヤ・サ・マ……ゴ・シュ・ジ・ン・サ・マ・ヲ……ヨ・ロ・シ・ク・オ・ネ・ガ・イ・シ・マ・ス」

　佐久耶の眼に涙なみだが浮うかび、はらはらとこぼれ落ちた……。
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　六月の第二月曜日、午前五時一二分。

　オカヤマは静かに息を引き取った。

　天てん地ちの部屋に来てから二三日目の早朝だった。

　オカヤマの亡なき骸がらは、まもなく物ぶつ質しつ崩ほう壊かいを起こし、七色に輝かがやく無数の光の粒つぶとなって消しよう滅めつした。

　室内は、ひとつの魂たましいの昇しよう華げを看み取とったあとの、高こう貴きさにも似た深い静せい寂じやくに包まれていた。

　そのなかで、天地は拳こぶしを固かたく握にぎりしめて立ちつくしていた。

　佐さ久く耶やは、天地の足元に座すわり、声もなく落らく涙るいしていた。

　すでに夜が明けようとしていた。

　雨はやみ、窓まどの外には、にじむように朝焼けが広がっていた。

「……逝いっちゃったね、あいつ」

　天地がポツリとつぶやいた。

「短かったけど、楽しかった。幸せだった。あいつもそう思ってくれてたらいいけど……」

　天地は目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを手の甲こうでぬぐうと、佐久耶の前に膝ひざをついて座すわり、静かに言った。

「神くま代しろさん。オレ、自分なりに精せい一いつ杯ぱいやったつもりだ。あいつ、すごいかわいかったし、キミからもらった初めてのプレゼントだったし、オレなりに大切にしたつもりだ」

　──えっ……!?

「それに、自分だと思ってかわいがってくれって、キミに言われたから……ホント、オレ、何度オカヤマとキミがダブッて見えたかわからないよ。だけど、結局、死なせちまった……」

　──そんなこと思ってたの!?

　あたしが、あの時ああ言ったから!?

　あたしが何なに気げなく言ったことを、ずっと今日まで!?

　そんなこと、全然知らなかった。

　考えもしなかった……。

「ごめんね、神代さん」

　──そうじゃない。

　謝あやまらなきゃいけないのは、あたしよ。

　薄うす汚よごれたあたしよ。

　あたしは天地くんに謝られるような人間じゃない。

　天地くんに愛される資し格かくなんてない。

　愛する資格も、独占する資格もない。

　みんな、やさしい。

　天地くんも、オカヤマも。

　でも、あたしだけがやさしくない。

　なりたい。

　やさしくなりたい。

　天地くんみたいに、やさしい人になりたい……。

　夜が明けた。

　東の地平線から黄おう金ごん色いろの太陽が顔を出し、焰ほのおのように立ちのぼる日ひ差ざしを浴あびて、大小のビルがいっせいに黄金色に染そまった。

　天地の部屋も、透とう明めいな、静せい謐ひつな、神こう々ごうしい黄金色の陽光に充みたされていた。

　天地がチラッと佐久耶の腰こしのあたりに眼めをやった。

　そして、ためらいがちに言った。

「あのさ……昨日きのうからずっと気になってたんだけど、少しスカート短すぎないかな!?」

　──気づいてたんだ。

　あたしのこと、見ててくれたんだ……。

「……柾まさ木きくん」

　佐久耶の眼めに新たな涙なみだが浮かんだ。

　その涙はポロポロと眼からあふれ、堰せきを切ったようにとめどなく頰ほおを流れた。

　佐久耶は、天地を名前で呼ばなかった。

『天地くん』ではなく、『柾木くん』と呼んだ。

　自分はまだ、天地を名前で呼んでいい人間ではない。

　天地を名前で呼ぶに相応ふさわしい人間に、自分はまだなっていない。

　そんな無意識の思いが、佐久耶をしてそうさせたのだ。

「柾木くん！」

　佐久耶は狂おしげにそう叫さけぶや、天地の胸に飛びこんだ。




　それは、小さな命との出会いと別れを機きに、幽ゆう戯ぎの分身である佐久耶がその束そく縛ばくから乖かい離りし、一個の人格的存在として自立をはたした瞬しゆん間かんであった。





〈了〉　　



















半径十メートルの愛
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　砂さ沙さ美みは混乱していた。

　バーゲン会場のごとく混乱していた。

　そのバーゲンが原宿ラフォーレの98サマー・クリアランスセールか、いなげや小こ平だいら店の夏物半額売りつくし市なのかによって規き模ぼやら格かく調ちようやらにかなりの差は生じるが、ともあれこれほど激しく混乱したのは、一昨々日さきおととい、家の裏庭で見かけたミミズのどっちがアタマでどっちがシッポなのか一五秒ほど考えこんで以来だ。

「そういうシブい顔は砂沙美ちゃんには似に合あわないわよ」

「つまんねえことで脳ミソ使うと、姉貴みたいにバカになんぞ」

「子供は子供らしく、ハナでも垂たらしてお庭で遊んでなさい」

　美み星ほし、魎りよう呼こ、阿あ重え霞かといった同どう居きよ人にんたちが見たら、口々にそうたしなめたにちがいない。

　そもそも砂沙美は、年ねん齢れいのわりにはしっかりしている。

　できそこないの大人よりもよほど利り発はつだ。

　幼児を卒業し、ようやく少女の仮かり免めん許きよを取得して路ろ上じよう教習を始めた年齢でありながら、すでに一通りの社会常識や世せ間けん智ちをそなえており、ガキンチョにありがちなうっとうしさや理り不ふ尽じんさや不ふ条じよう理りさは微み塵じんもない。

　たとえば──どうして空は空なの？

　どうしてイワシはサバじゃないの？

　どうして涙なみだはお尻しりから出ないの？

　どうしてウキャーッはドガァーッなの？

　こういったサルトルもキェルケゴールも答えられないような質問をして、大人を困らせたりはしない。

　さりとて、決して『子供らしさ』が欠けつ如じよしているわけではない。

　無む邪じや気きで愛くるしい笑顔と傷だらけのひざ小こ僧ぞうは、まぎれもなく子供のものだし、すなおに笑い、すなおにはしゃぎ、すなおに拗すね、すなおに感動するその姿に、こましゃくれたマセガキの面おも影かげはまったくない。

　岡山の柾まさ木き家に居い候そうろうする、六人の宇宙人の女性のひとり。

　子供の純じゆん真しんさと大人の分ふん別べつとをあわせ持った、スグレモノの美少女……。

　くわえて、砂沙美は驚くべき特とく技ぎを有ゆうしていた。

　わずか八歳にして、主婦の『サシスセソ』を完かん璧ぺきにこなせるのだ。

　料理、裁さい縫ほう、洗せん濯たく、掃そう除じなど家事一般は言うにおよばず、『おばあちゃんの知恵』にも精せい通つうしていて、黒豆を煮にる時は古ふる釘くぎを鍋なべに入れるし、だし汁には追いガツオを入れて風味をつけるし、タマネギはストッキングにつめて軒のき先さきに保ほ存ぞんしておくし、風呂の残り湯はちゃんと洗濯水や庭の打ち水に流用する。

　そればかりか、ときには十歳以上も年上の同居人たちに、人の道や世間の常識を教えることすらある。

　柾木家の面めん々めんは、そろいもそろって人じん格かく破は綻たん者しやや反社会的存在やロクデナシや不条理ワールドの住人ばかりで、健全な市民と呼べるのは砂沙美だけだ。

　まこと、柾木家は砂沙美でもっていると言っていい。

　ようするに、この砂沙美という愛すべき少女は、混乱や錯さく乱らんとはおよそ縁えんのない、文もん部ぶ省しようと日につ教きよう組そとＰＴＡが諸もろ手てを挙げて『理想の少女』に推すい薦せんするような、天てん真しん爛らん漫まんで、明朗快活で、清く正しく美しく、聡そう明めいな人格者なのだ。

　にもかかわらず……。




　六月の第二金曜日、午後九時三八分。

　岡山県の山やま間あいにひっそりと建つ、柾木邸ていの二階の自室。

　砂沙美は、右手の親指のツメをポツポツとかみながら、混乱のひと時をすごしていた。

　いったい、ナニに混乱しているのか？

　答えは、八歳の少女にはいかにも不ふ釣つり合あいなモノだ。

　人間ならば老若男女問わず誰でも持っているが、口にするのは何となく気き恥はずかしく、漢字で書くと一文字のモノ。

『尻』ではない。

　ぬわ～んと、『愛』である。

『愛する』とはどういうことなのか、という難なん問もんに、期きせずしてこの日、砂沙美は直面してしまったのだ。

　ことの発ほつ端たんは、とくにめずらしくもない日常のひとコマからだった。

　柾木家では、朝食はかならず家族全員がうちそろい、卓袱ちやぶ台だいをぐるりと囲んで食べるのが習慣になっている。

　ちなみに、柾木家における家族全員とは、以下の八人と一匹だ。

　もと凶きよう悪あく無む比ひの宇宙海かい賊ぞく、魎呼。

　樹じゆ雷らい星から来た樹雷皇おう家けの第一皇おう女じよ、阿重霞。

　阿重霞の妹の砂沙美。

　ギャラクシーポリスのポンコツ刑事、美星。

　美星の相あい棒ぼうの清きよ音ね。

　狂きよう気きと爆ばく笑しようの自じ称しよう・宇宙一の天才科学者、鷲羽わしゆう。

　柾木家の当主で、柾木神社の神かん主ぬしを務つとめる柾木勝かつ仁ひと。

　婿むこ養よう子しゆえ権力絶ぜつ無むのサエない中年男、柾木信のぶ幸ゆき。

　そして、砂沙美のペットの宇宙生物、魎りよう皇おう鬼きである。

　この八人と一匹が、朝食のおかずを取りあって毎日のように繰くり広げる醜くも壮そう絶ぜつなバトルは、桃ももとキビダンゴにつぐ岡山県の第三の名物といわれるが、今はそれに触れる余よ裕ゆうはない。

　ともあれこの日、その朝食の席で、こんな会話がかわされたのだ。

「うまい！　あいかわらず砂沙美ちゃんの作るおみおつけは絶ぜつ品ぴんだなあ！」

　能のう天てん気きに口くち火びを切ったのは信幸だ。

「今日の活かつ力りよく源げんは、朝のこの一いつ杯ぱい！　これぞ家庭の味、オフクロの味！　亡なき妻のおみおつけを思い出しますよ、ぼかぁ」

「まったくじゃ」

　勝仁が威い厳げんたっぷりにあいづちをうつ。

「だしの香りが味み噌その風ふう味みとほどよく溶とけあい、ホウレンソウも豆とう腐ふも煮すぎず、素材そのものの色つやと新鮮さを失っておらん。しかも、この隠かくし味が砂沙美ちゃんならではじゃ」

「料理は愛情、っつうヤツですね、お義と父うさん！」

「さよう。砂沙美ちゃんの愛が絶ぜつ妙みようの隠し味になっておるのじゃ」

「全日本おみおつけ選手権に出たら優勝まちがいなしですね！」

「そういう選手権があったらの話じゃがな」

「ごもっともです……」

　勝仁にそっけない応対をされた信幸が、全身から婿養子の悲ひ哀あいをただよわせつつ、取りつくろうようにモゴモゴとつぶやいた言葉……これがいけなかった。

「これで天地のお嫁さんは、砂沙美ちゃんで決まりかなっと……」

　とたんに、おかずを奪うばいあって富士サファリパーク状態にあった居候五人娘がピタッと箸はしをとめ、いっせいに信幸を睨にらみつけた。

「やいこら、オヤジ。今なんつった、えーっ!?」

　魎呼が野や獣じゆうのような鋭い糸切り歯をむき出しにし、ヤクザじみた巻まき舌じたで猛もう然ぜんとつっかかる。

「味噌汁の味ごときでかわいいひとり息子の結婚相手を決めようってのか、おめえは!?　朝っぱらからくだらねえ寝言ぶっこいてると、味噌汁の具にしてブタに食わせっぞ！」

「魎呼さんの言うとおりですわ！」

　阿重霞も鼻はな息いき荒あらく信幸に迫せまる。

「女性の価か値ちを決めるのは料理の腕うで前まえにあらず！　輝く美び貌ぼうとたわわなバストこそが女性の勲くん章しよう。すなわち、この私こそが天地さまの奥おく方がたとなるにふさわしい理想の乙女おとめなのです！」

「バストうんぬんには賛成できないけど、子供の恋愛に親がとやかく言うなんてナンセンスだわ」

「そんなことだからおじさまは出世しないんですよお」

「頭ず脳のう構造に問題ありと見たね」

「まったくどういう教育受けてきたのかしら。親の顔が見たいもんだわ……って、義理のは隣となりにいるけど」

「他ひ人との恋に口出す人は、キリンに蹴けられて死んじゃえ」

「おツムの洗せん浄じよう漂ひよう白はくが必要だね、信幸殿は」

　清音、美星、鷲羽もそれなりに声を荒あらげ、錐きりのようにとんがった視線と罵ば詈り雑ぞう言ごんを哀あわれな信幸に浴びせかけた。

　しかし、信幸は何のリアクションも示さなかった。

　魎呼の最初のひと睨にらみで、すでに失しつ神しんしていたのだ。

　ターゲットを失ってしまった魎呼たちは、怒りの矛ほこ先さきをどこへ向けるべきか一瞬まよった。

　その時だ。

「砂沙美、天地兄ちゃんのお嫁さんになってもいいよ」

　一連の騒動をニコニコしながら見物していた砂沙美が、はじめて言葉を発した。

「じつは、ずっと昔からそう決めてたんだ。だって砂沙美、天地兄ちゃんのこと、愛してるんだもん」

　魎呼たちは、あっけにとられたように沈ちん黙もくした。

　が、次の瞬間、爆笑の奔ほん流りゆうがダムが決けつ壊かいしたごとく茶の間にあふれわたった。

「ダーッハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ──ッ！」

「どしたの、みんな!?」

　不思議そうに訊たずねる砂沙美をよそに、魎呼たちはのたうち回って笑い転ころげた。

「き、聞いたか、阿重霞、アイしてるだとよ、ギャハハハハハッ」
















「聞きましたとも、両の耳でしかと、アハハハハハッ」

「やっぱ姉のおめえに似ておめでたくできてんなあ、ギャハハハハハッ」

「おだまりケダモノ、アハハハハハッ」

「うるせえバカ姫、ギャハハハハッ」

　バカ笑いはおよそ五分も続いた。

　自じ尊そん心しんをひどく傷つけられた砂沙美は、箸はしで味噌汁をグルグルかき回しながらいわれなき侮ぶ辱じよくに耐たえていたが、やがて業ごうをにやして叫んだ。

「おかしくないもーん！　愛してるから愛してるって言ったんだもん！　だから、砂沙美は天地兄ちゃんとケッコンするんだもーん！」

　さすがに、昨夜ベッドのなかで読んだ三流少女マンガのヒロインが、最愛のカレシに「愛してるの。結婚してあなたの子供が産うみたい」と告白するシーンに感動し、機会があったら自分も言ってみようと思っていたなどとは、口が裂さけても言えなかった。

　ようやく笑いの発ほつ作さから脱だつした魎呼は、からかうような眼まな差ざしで砂沙美を見た。

「よう、砂沙美、おめえ、愛ってナニか知ってんのか!?」

「知ってるもん」砂沙美は唇くちびるをとんがらせた。「好きの百倍ぐらいだいだいだぁ～い好き、ってことでしょ!?」

「似てるけど」清音が言った。「好きと愛してるとは微び妙みようにちがうものなのよ、砂沙美ちゃん」

「えっ、そうなの!?」と、砂沙美は小さく叫んだ。

「愛してるってことにかけちゃ」

　魎呼がエッヘンと胸をはる。

「この魎呼さまの右に出るものはいねえな。そりゃもうマジでシャレんなんないぐらいグレートに天地を愛してるぜ、あたしって女はよ。ああ～っ、唇がうずく、身体からだが火ほ照てる。早く東京から帰ってきとくれ。そして、あたしを愛しとくれ～、天地ぃ～♥」

　一人エロエロショーにうち興きようじる魎呼を無視して、清音と美星もかすかに頰ほおを赤らめて言った。

「私にとっても、天地くんはちょっと特別な存在ね。ウブでやさしくて、ルックスもまずまずだし、ま、愛してると言ってもいいかもしれないわ」

「あたしも天地さん、タイプですう～。もし告白されたら、うんって言っちゃうかもしれないですう～」

「ああいうピュアな人間は、人体実験の材料としては愛すべき存在なのよねん」

　鷲羽までがぶっそうでゆがんだ愛の告白をする。

　すると、阿重霞が突然立ち上がり、タカビーに言い放った。

「オーッホホホホホッ。みなさん、おコちゃまですこと。臆おく面めんもなく人ひと前まえで『愛してる』などと口にできるのは子供の証しよう拠こですわ。不ふ肖しよう私なんぞ、天地さまのお顔を思い浮かべただけでドキがムネムネもとい胸がドキドキして、もう恥ずかしいやら照れくさいやら……きゃ～っ、えらいこっちゃ～♥」

　わざとらしい悲ひ鳴めいを上げて、阿重霞は廊ろう下かへと走り去った。

　ややあって、阿重霞の悲鳴とバケツの転がる音とが廊下のかなたから聞こえてきた。

　おそらくは掃そう除じ用のバケツにしたたか向こうずねをぶつけたのだろう。

　ふだんの砂沙美ならば、もちろんすぐさま姉のもとへ馳はせ参さんじたにちがいない。

　しかし、この日の砂沙美は、卓袱ちやぶ台だいの上の目玉焼きをジッと瞶みつめたまま、微び動どうだにしなかった。

　姉の向こうずねの安あん否ぴにまさる重大案件が、彼女の心を支配していたからだ。

　──みんな、天地兄ちゃんのこと、好きなんだ。

　愛してるんだ……。

　自分も含ふくめ、柾木家に居候する六人の宇宙人の少女が、大なり小なり信幸のひとり息子である柾木天地に好意を持っていることは砂沙美も知っていた。

　魎呼と阿重霞のはた迷めい惑わくな溺でき愛あいぶりはともかくとして、自分の好きな天地が他の家族からも等ひとしく好かれているという事実は、砂沙美にとっては喜びでありこそすれ、決して不快なことではない。

　ところが、そこへ『愛する』という概がい念ねんを持ちこむと、ハナシが少々面めん倒どうになる。

　砂沙美の知識によれば、愛する男女は近い将来に結婚して、二人の血をひいた子供をつくることとなる。

　むろん、子づくりの具体的なプロセスなど知る由よしもないが、少女マンガや雑誌の記事から類るい推すいするかぎりそういうもののようだ。

　となると、天地を愛する六人の宇宙人の少女は、全員、天地のお嫁さんになるのか!?

　全員、天地とのあいだに子供をもうけるのか!?

　天地は六人の妻を持ち、腹ちがいの六人ないしそれ以上の子供の父親となるのか!?

　セイウチやライオンならいざ知らず、そんな状じよう況きようは不自然だ。

　砂沙美にも直感でそれは理解できる。

　──つまり、砂沙美の考えてる『愛』っていうのが、まちがってるんだ。

　清音さんの言うとおり、『好き』と『愛してる』とはちがうものなんだ。

　じゃあ、『愛』ってナンなの!?

　砂沙美が天地兄ちゃんを『好き』なのは、『愛してる』ことにはならないの……!?

　砂沙美は、アタマが混乱してくるのを感じた。

「なあ、砂沙美」

　そんな砂沙美の動どう揺ようを見すかしたかのように、魎呼が意地の悪い質問をした。

「おまえ、あたしのこと好きか？」

「えっ!?」砂沙美は一瞬ためらった。「うん、好きだけど……」

「大好きか？」

「うん、大好き」

「てこた、おまえの考え方でいきゃあ、おまえはあたしを愛してて、あたしとも結婚しなきゃいけねえな」

「うん、そうだね……」と、砂沙美は苦しそうに応こたえた。

　魎呼が質問をたたみかける。

「ついでに訊きくけどよ、おまえ、姉貴のこと愛してるか？」

「たぶん……愛してる」砂沙美は小声でつぶやいた。

「んじゃ、鷲羽は？」

「愛してる」

「美星と清音は？」

「愛してる」

「天地の父とうちゃんは？」

「愛してる」

　信幸が眼めを開あけて、ポッと頰ほおをピンク色に染そめた。

　が、魎呼が鋭くガンを飛ばして、

「エロ親おや父じは死んでろ！」

　と一いつ喝かつすると、ふたたび仮か死し状じよう態たいにおちいった。

　砂沙美の心は千ち々ぢに混乱していた。

　魎呼がとどめに何を言うのか、手にとるようにわかっていた。

「たいへんだなあ、砂沙美は。結婚相手が山ほどいてよ」

　──ほーら、思ったとおり。

　魎呼お姉ちゃんの言いたいことなんか、砂沙美、全部わかっちゃうもんねーだ。

　でも、言いかえせないんだよね、何にも……。

「ワシは、孫の天地をこよなく愛しておる」

　よせばいいのに、砂沙美の混乱に拍はく車しやをかけるようなことを勝仁がボソッとつぶやいた。

　待ってましたとばかりに、魎呼が叫ぶ。

「結婚おめでと～っ、ジイさん・アンド・天地ぃ～っ！　ピーッ、ドンドンドンドン、ぱふぱふぱふ～っ♥」

「いいかげんにしなさいよ、魎呼」

　見かねた清音と美星がようやくなかに割わって入った。

「ったく、子供いじめてナニがおもしろいの」

「魎呼さん、性格悪いですう。砂沙美ちゃんがかわいそうですう」

「見なさいよ。砂沙美ちゃん、すっかり落ちこんじゃったじゃないの」

「誤ご解かいだぜ、いじめるなんて……」

　魎呼はブツブツと反はん論ろんした。

「むしろあたしはだな、お子さまに真実の愛とはいかなるものかを教えるつもりで──」

「だったら回りくどい言い方しないで、ストレートに教えてあげたらどう!?」

「やだ」魎呼はそっぽを向いた。「昨日きのうの昼メシん時、ヒヤムギの赤いヤツくんなかったから絶対やだ」

「あんたのほうがよっぽどお子さまじゃない」

「っていうより、ホントは魎呼さんも知らないんじゃないんですかあ、愛ってナンなのか!?」

　美星が痛いところをついてきた。

　ところが、魎呼は激げき怒どして掌たなごころからオーラ弾だんを撃うちまくると思いきや、案あんに相そう違いしてあっさりとカブトをぬいだ。

「エヘヘヘ、じつはそうなんだ。思いっきしハナシもりあげたら誰かが教えてくれると思ったんだけど、いまだに誰も何にも言わないトコみると……ははーん、さてはおまえらも知らねえな!?」

　楽しげに一同を見わたす魎呼の視線を無視するかのように、清音は枝えだ毛げさがしに没ぼつ頭とうし、美星は奇き怪かいな舞ぶ踏とうをおどり、鷲羽は円えん周しゆう率りつの計算をはじめ、勝仁はひたすら茶をすすり、信幸は死んだふりをつづけた。

　魎呼はカラカラと高たか笑わらいすると、砂沙美のほうを向いて言った。

「そう落ちこむな、砂沙美。みんなにだってさっぱりわからねえんだ、八歳のガキんちょに人生の究きゆう極きよく奥おう義ぎが理解できなくっても当然だぜ。けどまあ、無理して知る必要もねえさ。愛は理屈じゃねえ、実じつ践せんよ。そもそも、あたしと天地の仲ってもんはだな──」

　長い長い長い柾木一家の『愛』談だん義ぎは、ここで唐とう突とつにとぎれた。

　魎りよう皇おう鬼きがお椀わんをひっくり返して味噌汁を畳たたみにぶちまけてしまい、砂沙美はあわてて雑ぞう巾きんを取りにキッチンへと走らなければならなかったからだ。

　もちろんそれは、魎呼のスパイシーなエンドレストークが、これ以上砂沙美の心にダメージを与えるのを危き惧ぐした魎皇鬼の気くばりにちがいなく、砂沙美は感かん謝しやの微ほほ笑えみを魎皇鬼に投げるのを忘れなかった。

　──これも、『愛』のひとつのカタチなのね、きっと。

　リョーちゃんから砂沙美への。

　もっとも、もしそうなら、砂沙美、リョーちゃんとも結婚しなくちゃならないけど……。





２






　事じ態たいはいったん沈ちん静せい化かしたかにみえた。

　しかし、砂沙美の心は、その後も混乱から回復しなかった。

　むしろ疑問はどんどん枝えだ分わかれし、複ふく雑ざつ怪かい奇きな様よう相そうを呈ていしはじめた。

　この日、砂沙美はいつもどおり家事をこなしながら、しきりと魎呼たちの会話や独ひとり言ごとに耳をそばだてた。

　その結果、以下のような事実が判はん明めいした。

　魎呼は、酒を愛している。

　阿重霞は、お金を愛している。

　美星は、居い候そうろう生せい活かつを愛している。

　清音は、仕事を愛している。

　鷲羽は、あやしげな科学実験を愛している。

　信幸は、趣しゆ味みのアダルトビデオ鑑賞のひとときを愛している。

　勝仁は、野の花々や裏山のヒノキ林を愛している。

　そして魎皇鬼は、好こう物ぶつのニンジンを愛している。

　家族全員が、天地以外にもさまざまな対たい象しように対して『愛』をいだいていたのだ。

　それは、『愛する』という関係が、いわゆる男と女のラブラブな間あいだ柄がらのみをさすものでないばかりか、相手が人間でなくてもアッパレ成せい立りつすることを示していた。

　もちろん、『愛』と『結婚して子供をつくる』こととが、まったく無関係ではないにせよ、ストレートにイコールで結ばれないのはいまや明めい白はくだ。

　魎呼が『酒人間』を、阿重霞が『お金人間』を産むなど、天と地が逆さか立だちしてもありえないからだ。

　──『愛』ってむずかしい。

　よくわかんない。

　もちろん、ふわあっとした感じでならわかってるつもり。

『愛』とか『愛してる』とか、本やマンガでしょっちゅう見かけるし、女の子ならよく口にする言葉だし。

　阿重霞お姉さまも魎呼お姉ちゃんもいつも口ぐせみたいに気き軽がるに使ってるからすっかり耳みみ慣なれてたけど……じつは、すっごい奥の深い言葉なのね。

　おじさまとおじいさまは、おみおつけの味もよくなるって言ってたし。

　ホント、『愛』ってむずかしい……。

　昼寝をし、洗せん濯たく物ものをとりこみ、夕食を食べ、入にゆう浴よくし、パジャマに着がえて自室に引きこもったのちも、依然として砂沙美の心は晴れない。

　かくして、砂沙美は、出で窓まどのへりに座すわり、右手の親指のツメをポツポツとかみながら、混乱のひと時をすごすこととなったのだ。

　開あけ放はなたれた窓の外には、燐りん光こうのような青あお白じろい月光に照てらされたヒノキの原げん生せい林りんが広がっていた。

　大気はうそ寒いほどに澄すみわたり、静せい寂じやくをついて、トラツグミの声が幻まぼろしのように幽かすかに響ひびいた。

　砂沙美は、星空に紙を切り取って貼はりつけたような三み日か月づきをぼんやりと見ていた。

　その手には、勝仁から借かりた国語辞じ典てんがにぎられていた。

『愛』のホントの意味が知りたくて、砂沙美は今しがた辞典をひいてみたのだ。


①かわいがる。いとしく思う。

②男女が思いをいだきあい、親しみの心でよりかかる。

③好感を持つ。おもしろさを感じる。

④大切にする。

⑤惜おしむ。

⑥「愛蘭（アイルランド）」の略りやく。



　何だかわかったようなわからないような説明だ。

　文字づらを見るかぎり、「ごもっとも」と言うよりほかはないが、何か大切なモノがぬけ落ちているように思えてならない。

　だいたい⑥をのぞけば、『好き』と大して変わらないではないか。

「はぁ」

　砂沙美は国語辞典を放りなげ、小さくため息をついた。

　つぶらで透とう明めいなルビー色の瞳ひとみには憂うれいの陰かげがやどり、ソバカスを乗のせた鼻もしょげたように下を向いていた。

　と、魎皇鬼が心配そうに、砂沙美の足にすりよってきた。

「リョーちゃん……」

　砂沙美はかすかに微笑み、魎皇鬼をひざの上に抱だきあげた。

「ありがと、リョーちゃん。なぐさめてくれるんだ」

「ミャウ、ミャウミャウ」

「大丈夫。すぐに元気になるから、心配しないで」

「ミャア、ミャオオミャウミャウ」

「そうなの、愛ってフクザツなものだよね」

「ミャア」

「あっ、そうだ。リョーちゃんはどんなモンだと思う、愛って!?」

「ウウウ……」

「あーっ、ごめんごめん、変なこと訊きいちゃってごめん。そんなに悩なやまなくていいよお、リョーちゃん」

　事情を知らない人が見たらいかにも面めん妖ような光景だが、ウサギとネコを足して二で割ってスパイスにイヌをきかせたようなこの生物の言語を、砂沙美だけは解かいすることができるのだ。

「ミャ～ウ、ミャウミャウミャミャウミャ～ウミャア」

「うん、リョーちゃんの言うとおり。みんなも説明できないんだから、どうでもいいことかもね。『無理して知る必要ない』って魎呼お姉ちゃんも言ってたし」

「ミャウ！」

「……でもね」

　砂沙美はフッと床ゆかに視し線せんを落とした。

「魎呼お姉ちゃん、こうも言ってた。『愛は理り屈くつじゃない、実じつ践せんだ』って……。たぶん魎呼お姉ちゃんは、愛がナンなのか知ってるんだと思う」

「ミャウ、ミャアア!?」

「冗談じゃないってば。あんま賢かしこくないから他人には説明できないけど、やっぱり魎呼お姉ちゃんは、ううん、ほかのみんなも、ちゃんとわかってるんだよ。でなきゃ、実践なんかできっこないもん。つまり、砂沙美だけなの、わかってないのは……」

「ミャア……」

「ナンか砂沙美だけ、のけ者みたいな気分。取り残されちゃったって感じ……」

　砂沙美は魎皇鬼を抱きしめ、淋さびしげにつぶやいた。

「やっぱ、まだ子供なのかな、砂沙美……」

　魎皇鬼は沈ちん黙もくした。

　かわりに、砂沙美の頰ほおを、そっと、やさしくなめた。

　砂沙美ちゃんは独ひとりぼっちじゃないよ、とでも言うように。

　トラツグミはもはや鳴いていなかった。

　深い水みな底そこのような静せい寂じやくが、窓をとおってひたひたと室内へ忍しのびこんでいた。

　刹せつ那な、魎皇鬼は「ミャッ」と小さく鳴いて眼を真ん丸に見開き、「閃ひらめいた！」とばかりにポンと右の拳こぶしで左の掌たなごころをたたいた。

　そして、砂沙美にむかって、咳せきこむように魎りよう皇おう鬼き語ごで一いつ気きにまくしたてた。

「砂沙美ちゃん、天地さんに電話かけて相そう談だんしてみたらどうかな!?　天地さんならこのウチのだれよりも賢かしこいし、やさしいし、まじめだし、常じよう識しきもあるし、きっとバカにしたりなんかしないで、ちゃんと砂沙美ちゃんの質問に答えてくれると思うよ！」

「ナイスショット、リョーちゃん！　ありがと！」

　はじけるような笑え顔がおでそう叫さけぶが早いか、砂沙美は勢いよく部屋のドアを開け、ドタドタと階段を駆かけおりると、玄関ホールに置かれた電話機を電光のごとく手にとった。

　電話番号は自分の名前よりも正確に暗あん記きしている。

　ナニせ、天地は砂沙美がもっとも『愛する』男性なのだ。

　砂沙美はリズミカルにプッシュホンのボタンを押すと、わくわくと天地が電話に出るのを待った。

『愛する』人に『愛』とは何かを訊たずねるのも、何となくおかしなハナシだな、と頭のかたすみで考えながら……。
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　柾まさ木き天てん地ち。

　私立天てん満まん宮ぐう高校の一年生。

　柾木勝仁の孫で、柾木信幸のひとり息子。

　砂沙美のもっとも『愛する』男性。

　魎呼、阿重霞、美星、清音、鷲羽にとっても最愛の人。

　つい二ヵ月前まで、岡山の柾木家で砂沙美たちとともに暮くらしていた、もとハウスメイト。

　東京の神社で神かん主ぬしの修しゆ行ぎようをするべく、故郷を離れて東京都渋谷区のワンルームマンションで暮らす単身上京者。

　麦わら帽ぼう子しとランニングと井い戸ど水みずが似に合あい、ナイキ・グッズと鼻ピアスとエビアンが死ぬほど似に合あわなそうな田舎いなかモノ。

　こと恋愛に関するかぎり、ウブで、オクテで、鈍どん感かんで、淡たん泊ぱくと、もっぱら評判の純じゆん情じよう少年。

　そのくせ、風のうわさではバリバリのシブヤ系女子高生とホットな交こう際さいを展てん開かい中らしい、うれし恥ずかし青春ドまんなか野郎。

　──天地とは、そんな少年である。

　さて、その天地は、今、コードレスホンの受話器を耳にあてたまま、自室のベッドのへりにエジプトのファラオ像のごとく硬こう直ちよくして座すわっていた。

　意外な人物から意外な質問を受け、その返答に困こん却きやくしてしまっているのだ。

　電話の相手は、もちろん砂沙美だ。

「そ、そんな、いきなり、愛とはナニか、って言われても……」

　天地はどもりながら、ようやく応こたえた。

「アイっていうのは、英語で『眼め』のことだろ。もしくは、アルファベットの九番目の──」

「反はん則そくだよ、天地兄ちゃん。人がまじめに質問してる時にそーゆーのは」

　受話器の向こうで、砂沙美がピシャリといさめる。

「ご、ごめん。でもオレ、愛とか恋とかは苦にが手てなジャングルなんだよ」

「ジャンル」砂沙美はにべもなく言う。「イエローカード二枚で退たい場じようです」

「わかった、わかったよ、砂沙美ちゃん」

　天地はあわててベッドの上に正せい座ざし、威い儀ぎを正した。

「でもオレ、ホントにそういうの弱いんだ。たぶん、辞書に出てる程てい度どのことしか言えないと思うよ」

「辞書はさっき見たの。けど、ピンとこなかった」

「ウチの誰だれかに訊きいてみたら!?　あれだけ大おお人にん数ずうなんだから、ひとりぐらい砂沙美ちゃんが納なつ得とくする答えを出してくれるかもよ」

「そういう状況にはなったんだけど……」

「で、どうだった……って、聞くまでもないか」

「そーなの。聞かれるまでもないの」

「だよな。じっちゃんや親父は愛ってガラじゃないし、鷲羽さんは的まとはずれな説明しそうだし、清音さんにも多くは望めないし、魎呼にはそれこそ何にも望めないし、阿重霞さんも美星さんも五十歩百歩だし──」

「するどい！　さすが天地兄ちゃん！　おウチのこと完かん璧ぺきにわかってるう～っ！」

「ナハハ……」

　妙なほめられ方をして天地は思わず苦笑したが、すぐに真しん剣けんな表情にもどり、こう言った。

「何かあったのかい、砂沙美ちゃん？」

「えっ!?　何って、ナニが？」

「いや、急に電話かけてきて、ものすごい質問したりするから、またウチで何か事件が起こったのかと思って」

「事件、じゃないの……おウチのみんなは、直接は関係なくて……ただ、魎呼お姉ちゃんといろいろしゃべって……おじさまが気き絶ぜつして……阿重霞お姉さまが向こうずねケガして……美星さんが踊おどりおどって……砂沙美が、ひとりで悩んじゃって……なかなか解決できなくて……」

　受話器の向こうで、言いにくそうに言葉を選びながら、砂沙美はポツリボリと話した。

　ホントのことを言うのが恥はずかしくて、事実の断だん片ぺんを並べてお茶をにごそうとしたのだ。

　だが、天地は、お気楽には受けとらなかったようだ。

　柾木家で被害者続出の怪かい事じ件けんが勃ぼつ発ぱつし、それを砂沙美が精神的負ふ傷しようをおいながらも孤こ軍ぐん奮ふん闘とうして対応した──そう解釈したらしい。

「ご苦労だったね、砂沙美ちゃん」

　天地は慈じ愛あいにみちた笑みをうかべ、いたわるように言った。

「言いたくなかったら、むりに言わなくてもいいんだ。つらいだろうな、毎日。じっちゃんと親父、それにあの五人の世せ話わ、ひとりでやってるんだもんな。おまけに、あの人たちときたら……オレ、ホントにすまないと思ってる。砂沙美ちゃんだけに迷めい惑わくかけて」

「べつに」砂沙美の声が困ったように言う。「それは平気だけど。毎日すっごく楽しいし」

「ク～ッ、そういうけなげなところが泣かせるんだよなあ」

　天地は感かん極きわまったかのように天をふりあおいだが、すぐに笑顔を取りもどして言った。

「そうだ！　ね、砂沙美ちゃん、明日東京に来ないか!?　気分転換にいっしょに散さん歩ぽでもしようよ」

「えーっ！」砂沙美の声がはじけるように叫ぶ。「いいの、行っても!?」

「明日は土曜だから、午後は授業ないんだ」

「行く行く、ぜったい行く！」

「どこかで昼メシ食べて、公園でも行って……なああああ～っ！」

　突然、天地がすっとんきょうな悲鳴をあげた。

「い、いっけねえ、忘れてた……明日の午後は、ちょっとばかし先約が──」

「あの人とどっか行くの!?」砂沙美の声がさらりと言った。「ほら、一ヵ月ぐらい前に、天地兄ちゃん追っかけて岡山のウチに来た人。たしか、クマシロ……そうそう、神くま代しろ佐さ久く耶やさんっていったっけ。天地兄ちゃんの東京のお友達でしょ!?」

「するどいなあ」天地は額ひたいの冷ひや汗あせをぬぐった。「さすがは砂沙美ちゃんだ。するどい、するどすぎる」

「みんな、末すえ恐おそろしい子だってほめてくれるの」

　そう言うと、砂沙美の声はしおらしく言葉を継ついだ。

「いいよ、砂沙美はこの次で。あの人に悪いから」

「たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……いや、大丈夫にする！」

　天地は鼻はな息いき荒くきっぱりと言った。

「ここは、砂沙美ちゃんの気分転換のほうが大事だ！　それに、この前神代さんに砂沙美ちゃんのこと話したら、『そんなにいい子なら会ってみたい』って言ってたから、三人でどこか行くって手もあるよ。オレ、あとで神代さんに頼たのんでみる」

「天地兄ちゃんがいいんなら、砂沙美は全然オッケーッ！」

　砂沙美の声がふたたび明るさを取りもどした。

「ようし、決まりだ」

　天地は立ちあがり、机つくえの引き出しを開けながら言った。

「時間は、午後一二時半。待ち合わせ場所は、地図を描かいて机の上に置いておくから、それを見て。鷲羽さんの造った次元トンネルを使えば、岡山からオレんちまで三秒とかからないし、一五分前にウチを出れば充じゆう分ぶん間に合うよ」

　話しながら、天地は早くもメモ用紙にボールペンを走らせ、渋谷駅界かい隈わいの地図を描いていく。

「それから、くれぐれも魎呼や阿重霞さんにはナイショにね。くっついてくると何かと面倒だから」

「うん！」

「かわいそうだけど、今回は魎皇鬼もパスだ。岡山とちがって東京でトラブル起こすとすぐ大騒そう動どうになっちゃうから」

「うん、わかった！」

　受話器の向こうの砂沙美は、今にも踊りださんばかりのはずんだ声で言った。

「あ～っ、楽しみだなあ～っ。砂沙美、天地兄ちゃんとお散歩できることになるなんて思ってもみなかった。やっぱり電話してよかったあ」

「ハハハハ」

「このぶんだとお天気もよさそうだし、あーあ、早く明日にならないかなあ」

「天気!?」天地は怪け訝げんそうに言った。「そうか……岡山は晴れてるんだ」

「うん。お月さまがとぉ～ってもきれい。東京はちがうの？」

「梅つ雨ゆのまっさかりさ。天気予報じゃ夜や半はんにやむって言ってたけど」

　天地はチラッと窓の外を見た。

　霧きり雨さめが音もなく降ふる夜の闇やみのなかで、渋谷の高層ビル街はぼんやりとけむっていた。

「電話で話してると、近くにいるような気がするけど」

　砂沙美がいくぶん声のトーンを落とし、感かん慨がい深ぶかげにつぶやいた。

「岡山と東京って、遠いんだね……」

「ああ。そうだね……」

　天地はかすかに微ほほ笑えんだ。

　あまやかな、あたたかい静せい寂じやくが二人のあいだに流れた。

　天地がメモ用紙に走らせるボールペンの、サラサラという音だけが、虫のすだきのように室内に響ひびいていた。

　やがて、受話器から、ぎこちない、ささやくような砂沙美の小さな声が聞こえてきた。

「……愛してる、天地兄ちゃん」

「おませさん」天地はやさしく言った。「もう切るよ。お腹なかひやさないようにして、ゆっくりお休み」

「うん。おやすみなさい」

　机の上には、曲がり角や交差点を丹念に書きこんだ渋谷駅界かい隈わいの地図が、すでに置かれていた。




　天地が電話を切ったのを確かく認にんしてから、砂沙美は静かに受話器を置いた。

　ついで、そっと胸に両手をあててみた。

　心臓の鼓こ動どうには、何の変化もなかった。

　──ドキドキしてないや、胸。

　阿重霞お姉さまが言ってたみたいに。

『愛してる』って口に出して言ったのに。

　ヘンなの。

　どうして？

　お姉さま、ウソついたのかな……!?

　砂沙美は不思議そうに肩をそびやかしながら階段へ向かった。

　その時、玄関ホールの窓の外を、流れ星が流れた。

　澄みわたった星空に、純白の光の尾おを長く引いて流れた。

「あっ……！」

　砂沙美は立ち止まり、あわてて眼を閉じると早口に言った。

「流れ星さん、どうか明日お天気がよくなりますように。楽しい一日でありますように。それからついでに、愛ってナンなのか教えていただけますように！」

　ちょっと欲ばりすぎたかな、と思いつつ眼を開けると同時に、流れ星は星空に溶とけこむように消しよう滅めつした。

「ウフフ、よかった、間に合って」

　砂沙美は上機嫌に、二階への階段を軽かろやかに昇のぼっていった。

　流れ星が消えないうちに願いごとを言えば願いがかなう──知らぬ者とてない、あまりにポピュラーな迷めい信しんである。

　そして、ポピュラーすぎるがゆえに、お百ひやく度ど参まいりやミサンガなどよりもその効きき目めに対する信しん頼らい度どは低い。

　しかし、結けつ果かを先に言うならば、この夜の砂沙美の願いは、すべて現実のものとなった。

　翌日の東京は雲ひとつない快かい晴せいとなったし、なかなかに味わい深い楽しい一日をすごすこともできた。

　第三の願いのほうも、砂沙美的には、思いがけなくも収しゆう穫かくバッチリだった。

　ただし、いささか風ふう変がわりな、と言うよりもかなり風変わりな、はっきり言うならあきれるほど、とことん、完かん膚ぷなきまでに百パーセント風変わりな経験をとおしてではあったが……。
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「こんにちわ、砂沙美ちゃん。ようこそ、東京へ」

「こんにちわ。今日はむりやり割りこんじゃってごめんなさい。えっと、えっと……」

「佐さ久く耶や、でいいわよ」

「うん、佐久耶お姉ちゃん」

　六月の第二土曜日、午後一二時三四分。

　約束の時間に四分遅おくれ、制服姿の神代佐久耶は天地とともに待ち合わせ場所の渋谷駅のハチ公広場に現われた。

　青灰色ブルーグレイのミニのプリーツスカートと共とも布ぬののベスト、こげ茶のローファーをさっそうと身につけた、典型的なシブヤの女子高生だ。

　砂沙美は、ひとことふたこと言葉をかわすなり、この笑顔のキュートな広ひろ末すえ涼りよう子こ似にの美少女がすっかり好きになってしまった。

　垢あかぬけたひかえめなメイクとハイセンスな着こなしは、年下の女の子があこがれをいだくに充じゆう分ぶん値あたいする。

　言げん動どうも明るく、屈くつ託たくなく、イヤミがない。

　岡山から上京してきたチビッ子を、田舎いなかモノあつかい、子供あつかいしない点にも好感が持てる。

　何よりも、魎呼や阿重霞とちがって『普通の人』であるところが、たまらなくいい……！

　一方、佐久耶も、砂沙美には好こう印いん象しようをいだいたようだ。

「かわいいわね、砂沙美ちゃん。岡山じゃろくにお話もできなかったけど、柾木くんの言うとおりすっごいかわいい子」

　──へえ。

　天地兄ちゃん、砂沙美のこと、かわいい子って話してくれてたんだ。

　ちょびっとうれしいな……。

「ホント、見れば見るほどマジでイケてるわよ。今日にでもすぐ子タレでデビューできそう。こりゃ強力なライバル出現だなあ。気ぬいたら柾木くん取られちゃうかもね」

「ハハハ」天地が笑いながら言った。「やめなよ神くま代しろさん、あんまりジロジロ見るの。砂沙美ちゃん、恥ずかしがってるじゃないか」

　実際、砂沙美はプリティな少女だった。

　それぞれにおめかしした若者が集つどうハチ公広場にあっても、きわだって輝いて見えた。

　赤い髪どめで束たばねたまばゆい空そら色いろのロングヘアー、宝ほう石せきそのもののようなルビー色の透とう明めいな瞳ひとみ、理り知ち的てきな三み日か月づき形の太い眉まゆ、きめの細かい小麦色の健康的な肌はだ、十年後のプロポーションが楽しみなスラリと長い手足……白のチビＴシャツと萌もえ黄ぎ色いろのキャミソールワンピースに、エナメルのミュールをコーディネートしたその立ち姿は、『小学二年生』の表紙ぐらいには楽らく勝しようでなりそうだ。

　ところが、砂沙美にはその自じ覚かくがない。

　岡山の柾木家には、他人の美しさをほめたたえるような器うつわの大きい人間はひとりもいないからだ。

　したがって、自分に向けられた佐久耶の視線が砂沙美には面おも映はゆくてしかたがなく、こう言わずにはいられなかった。

「砂沙美、ちっともかわいくないよ。ソバカスいっぱいあるし」

「それがいいのよ」佐久耶が言う。「むしろかわいらしさを引き立ててるわ」

「歯もポロッポロぬけるし」

「乳にゆう歯しだもん、当然よ」

「でも、胸もおっきくないし。砂沙美、いっつも魎呼お姉ちゃんや阿重霞お姉さまにペチャパイって言われてるの」

「ウフフ」佐久耶は愉ゆ快かいそうに笑った。「大だい丈じよう夫ぶ。成長すれば自然と大きくなるんだから……って、人に言えるほどあたし大きくないけど」

「ホントだ」

「こらあ、ホントだはないぞ」

　佐久耶は、砂沙美のおでこを人ひと差さし指ゆびで軽くつついた。

　砂沙美は、佐久耶の鼻をパフッとつまんだ。

　エールの交こう換かんは終わった。

　砂沙美と佐久耶はマブダチになった。




　海を映うつした鏡かがみのように、空は蒼あおく晴れわたっていた。

　黄白色の陽よう光こうは、梅つ雨ゆの合あい間まの水分を含んだ空気をかきわけて、チクチクと心ここ地ちよく肌はだを刺し激げきした。

　砂沙美は、天地と佐久耶に手を引かれ、渋谷発吉きち祥じよう寺じ行きの京けい王おう井いの頭かしら線に乗った。

　車内は久々の晴れの土曜日を楽しむ人々でかなり混雑していて、今年はじめて冷れい房ぼう装そう置ちが稼か働どうしていた。

「柾木くん、砂沙美ちゃん、お願いがあるんだけど」

　突然、吊つり革かわにぶら下がった佐久耶が思わせぶりな表情をして言った。

「あのね、女の子の理想のデートパターンにこういうのがあるの。『自分がカットハウスに行ってるあいだ、カレシが喫きつ茶さ店てんで待っててくれる』……ね、悪いけど二人とも、あたしが髪かみ切ってるあいだ、喫茶店で待っててくれない!?」

「えーっ!?」

　天地はあからさまにイヤそうな顔をした。

「そんなことできないよ。オレだけならともかく、せっかく砂沙美ちゃんが東京来てるのに……！」

「吉祥寺には、雑誌でも超ちよう有名なカットハウスがあるのよ。あたし一度行ってみたかったんだ」

「そんなのべつの日に行けばいいじゃない」

「お願い、柾木くん。ね、一生のお願い！」

　佐久耶は、キューティクルがどうの、コンディショニングがこうの、ビダルサスーンが、シャギーが、ボブが、スパイラルパーマが……と、ヘアメイクの専門用語を並べたて、そのカットハウスがいかにすぐれているかを力りき説せつした。

　しかし、魔ま法ほう陣じんから悪魔を呼び出す呪じゆ文もんのような言葉をいくら聞かされても、天地は眼をパチクリさせながらそれぞれの単語の意味を問いかえすばかりで、いっこうに首をたてに振ふろうとはしない。

　そんなコントじみた二人のやりとりを苦く笑しよう混まじりに見ながら、砂沙美は思った。

　──このお姉ちゃんも、天地兄ちゃんを『愛してる』んだ。

　岡山で会った時にピンときたけど。

　やっぱりそうなんだ。

　それって、ナンかうれしい。

　砂沙美が好きになったお姉ちゃんが、砂沙美の『愛する』天地兄ちゃんを『愛して』くれるのって、ナンかうれしい。

　前に阿重霞お姉さまが、「もし万が一、天地さまが魎呼さんと結ばれるようなことにでもなったら、私は髪を剃そって尼あま寺でらに入り、一生モクギョたたいてやる」とか言ってたけど、そういう気持ち、砂沙美にはよくわかんない。

　つまり、『愛する』人を独ひとり占じめにしなきゃやだ、ってことでしょ!?

　砂沙美はそうは思わない。

　砂沙美の『愛した』人は、ほかのみんなにも『愛されて』ほしい。

　ひとりでもたくさんの人と仲良しになってもらいたいと思う。

　これって、まちがってるかな……!?

「砂沙美は全然いいよ、佐久耶お姉ちゃん」

　砂沙美は、にっこりと佐久耶に微ほほ笑えみかけて言った。

「サンキュー、砂沙美ちゃん」佐久耶は拝おがむように両手をすりあわせた。「ようし、お礼にあたし、何でもおごっちゃう！」

　砂沙美本人にそう言われては、天地としては立つ瀬せがない。

　憮ぶ然ぜんとふくれっつらをして、「砂沙美ちゃんがいいんならいいけど……」などとブツブツつぶやいていたが、やがて、佐久耶にむかって不ふ機き嫌げんそうに言った。

「オレ、喫茶店は好きじゃない。井の頭公園で待ってるよ」

「出たあっ！」佐久耶が叫んだ。「柾木くんの十八番、井の頭公園だ！　柾木くん、超お気に入りだもんね、あそこ」

「イノカシラコウエン、ってなあに？」と砂沙美が訊たずねる。

「吉祥寺駅のすぐそばにある大きな公園よ。東京にあるとは思えないぐらい大きな森や、池や動物園なんかがあって、ちょっと岡山のおウチの裏山に雰ふん囲い気き似てるんだって」

「うわあっ！」

　砂沙美はキラキラと瞳ひとみを輝かがやかせて叫さけんだ。

「行きたい！　砂沙美、イノカシラコウエン、行きたい！」




　吉祥寺駅を出て井の頭公園へ向かう道すがら、佐久耶はしきりと買い食いをし、砂沙美にも気き前まえよくおごってくれた。

　まず、スタンドのソフトクリームを食べた。

　次に、テイクアウトのバナナクレープを食べた。

　それから、一いつ杯ぱい飲み屋のお持ち帰りヤキトリを食べた。

　屋や台たいの焼きトウモロコシを食べた。

　イカのぽっぽ焼きを食べた。

　大阪焼を食べた。

　みたらし団子を食べた。

　ベッコウアメを食べた。

　とにかくよく食べた。

　公園内の売店でコイのエサを買った時、砂沙美は佐久耶がそれまで食べてしまうのではないかとヒヤヒヤした。

　しかし、さすがにその黄おう土ど色いろの麩ふは、池のコイの胃のなかにおさまった。

「髪切るの、どれくらいかかるかな？」

　遊歩道をはずれて雑ぞう木き林ばやしに踏ふみこむなり、天地は佐久耶に訊ねた。

「一時間半……ううん、二時間ぐらいかな」

「ようし！」天地は水を得た魚のように勢いこんで言う。「砂沙美ちゃん、遊ぼ！　まずは木登りして、遊園地行って、それから動物園でイノシシにペンペン草やって──」

「そうじゃないでしょ。そういうビッグイベントはあたしが帰ってきてから！」

　佐久耶はぴしゃりとたしなめると、天地と砂沙美の手を引っぱって、人けのない雑木林のおくへとずんずん踏みこんでいった。

　そして、ペンキのはげかかった木のベンチを指ゆび差さし、

「あそこで砂沙美ちゃんと待ってて！」

　と、反論など許しそうにない強い口く調ちようで天地に言うや、奇き妙みような行動を取った。

　足元からひろいあげた木の枝を使って、ベンチを中心にした半径十メートルほどの大きさの円を、ガリガリと地面に刻きざみはじめたのだ。

「く、神代さん……!?」

　戸と惑まどう天地をよそに、佐久耶は円を完成させた。

　その瞬間、円の内側の地面がボウッと淡あわく発はつ光こうしたように砂沙美には思えたが、もちろん気のせいにちがいなかった。

「ジャーン！」佐久耶は木の枝を剣のようにかかげた。「これぞ、白しろ魔ま道どう士しサクヤの作りし聖なる結けつ界かい。いいこと、二人ともあたしが帰ってくるまでこの円のなかから絶対出ちゃダメよ。もし一歩でも出たら、この公園に巣すくう魔物に襲おそわれちゃって、命の保ほ証しようはできないからね」

「……ありがと、佐久耶お姉ちゃん」

　砂沙美は佐久耶の耳元に唇をよせ、小声でささやいた。

　佐久耶は、いつのまに買ったのか、二本の缶ジュースとポテトチップスの袋を砂沙美に手渡した。

　そして、小さくウィンクすると、

「じゃ、行ってくるわ。ゆっくりオシャベリでもして待っててね」

　そう言い残して、疾しつ風ぷうのごとく走り去っていった。

　天地はあきれたようにその後ろ姿を見送っていたが、やがてボソッとつぶやいた。

「まったく、ワガママだなあ……いったいナニ考えてるんだ、神代さん!?」

「そうじゃないよ」

　砂沙美は、感謝の思いを笑顔にこめて言った。

「お姉ちゃん、気使ってくれたんだ。久しぶりに会ったんだからゆっくりオシャベリできるようにって、砂沙美と天地兄ちゃんの二人きりにしてくれたのよ」

「え～っ!?　そ、そうだったのかあ～っ!?」

　馬のいななきのような間まのぬけた声を天地があげた。

　砂沙美は笑いをこらえながら、改めて雑木林を見わたした。

　木々の青葉が、眼にしみるように美しかった。

　カッコウの声が濡ぬれたように響ひびいた。

　湿しめり気けのある風が香こうばしい草いきれを運んできた。

　──さてと、何からオシャベリしよっかな!?

　岡山のみんなのこともいっぱい話したいし。

　東京のおハナシもいっぱい聞きたいし。

　せっかく佐久耶お姉ちゃんがお膳ぜん立だてしてくれたんだもん。

　いっぱいいっぱいオシャベリしなくちゃ……。

　砂沙美は大きく息を吸うと、天地のほうを向いた。




　ところで──砂沙美と天地は、律りち儀ぎでマジメな性格だった。

　それも、いささか常じよう軌きを逸いつするほどに。

　なんと二人は、佐久耶の言いつけを律儀に守り、彼女が戻ってくるまでのあいだ半径十メートルの円のなかから一歩も出ようとしなかった。

　おかげで公園に巣すくう魔ま物ものには襲おそわれずにすんだ。

　しかし、そのかわりに、よそではめったに経験できないような、一いつ風ぷう変わった、奇き妙みような、不ふ可か思し議ぎな、ケッタイなできごとに、砂沙美と天地は遭そう遇ぐうすることとなったのだ。

　昨晩見た流れ星が砂沙美の願いを聞きき届とどけたからか？

　佐久耶がほんとうに白魔道士だったからか？

　そこがたまたま怪かい奇き現げん象しようを招まねく霊れい的てきポイントだったからか？

　惑わく星せい直ちよく列れつでも起こったのか？

　一いち粒りゆう万まん倍ばい日と天てん中ちゆう殺さつとひいおばあちゃんの命日が偶ぐう然ぜん重かさなり、あれがこーなって、これがあーなったからか？

　……この際、原因はどうでもいい。

　とにかく、佐久耶の描いた半径十メートルの円は、何の因いん果がか、一種の超常空間と化してしまったのだ。

　時じ空くうと常じよう識しきを超こえて、ひっきりなしに奇妙な訪ほう問もん者しやを迎むかえ入れる不思議空間と化してしまったのだ。

　半径十メートルの円を、次々と訪おとずれては去さっていく人、人、人。

　彼らはそれぞれに、さまざまなカタチの『愛』を心に秘ひめていた。

　そして、砂沙美に、さまざまな『愛』の姿を呈てい示じしてみせた。

　半径十メートルの円は、七色の『愛』が彗すい星せいのように交こう錯さくする、宝石箱にも似にた小宇宙となったのだ……。
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　最初に半径十メートルの円を訪れたのは、色の浅あさ黒ぐろい大おお柄がらな青年だった。

　青年は、砂沙美と天地に笑顔で会え釈しやくした。

「こんにちわ」

「こんにちわ」と、砂沙美と天地は会釈をかえした。

　青年は二人と並んでベンチに腰こしをおろした。

「いい天気ですね」

　青年は空を見上げて言った。

「そうですね」と、天地は応こたえた。

「空が青いですね」

「青いですね」

「キミ……いい身体からだしてますね」と、青年が言った。

「そうですか!?」

「運動神しん経けいもよさそうですね」

「そこそこですよ」

　青年は、空を見上げたまま言った。

「……自じ衛えい隊たい、入りませんか？」

「はあ？」天地は青年を見た。

「自衛隊に入って、祖そ国こく愛あいに目め覚ざめましょうよ」

「祖国愛、ですか!?」

「そうです。自衛隊に入って、祖国愛に目覚め、ともに祖国を守るために死にましょうよ」

「ボクはちょっと……死ぬのはイヤですから」

「では、自衛隊に入って、人類愛に目覚め、世界中の人々を守るために死にましょうよ」

「それもちょっと……いずれにしろ死ぬんですね」

「死ぬんです」と、青年は応えた。

「ボクは遠えん慮りよしときます。死んだら何も愛せなくなってしまいますから」

　天地は苦く笑しようして言った。

　青年は空を見上げたまま、しばらくもの思いに耽ふけっていたが、やがて静かに立ちあがって、「さようなら」と会え釈しやくした。

「さようなら」

　砂沙美と天地も会釈をかえした。

「自衛隊の勧かん誘ゆう員いんだったのかな……!?」

　青年の後ろ姿を瞶みつめながら、天地がつぶやいた。

　──『愛』って、いろんなカタチがあるんだなあ……。

　砂沙美はそう思った。
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　次に半径十メートルの円を訪れたのは、ふくよかな中年の女性だった。

「こんにちわ。いいお天気ね」

　女性は、柔にゆう和わな微ほほ笑えみを砂沙美と天地に投げかけ、ベンチに腰をおろした。

「御ご兄きよう妹だいかしら!?」

「ううん。親しん戚せき」と、砂沙美が応こたえた。

「そう」

　女性は柔和に微笑みながら訊たずねた。

「あなたたち、神さまを信じてらっしゃる？」

「ボクの実家、神じん社じやなんです」天地が応こたえた。「ですから、宗教の勧かん誘ゆうでしたらけっこうです」

「宗しゆう門もん宗しゆう派ははどうでもいいこと。神さまはおひとりですもの」

「はあ」

「神さまの愛は偉い大だいだわ。だれにも分わけへだてなく、ひとしく愛をそそいでくださる。無む垢くの愛、見返りを求めない愛……それが神さまの愛なの」

「同じようなこと、祖父からよく聞かされました」

　天地は困ったように言った。

　すると、女性は砂沙美を見て訊ねた。

「じゃあ、お嬢じようちゃんは、『汝なんじの隣りん人じんを愛せよ』っていう言葉、ご存じ？」

　砂沙美が応こたえる前に、天地がかわって言った。

「この子は実じつ践せんしてますよ。隣人どころか、町中の、世界中の、人間だけじゃなくて、草や木や虫や山まで愛してるんです。ホント、奇き跡せきみたいな子なんです」

「うん」砂沙美はニッコリ笑ってうなずいた。「砂沙美、ぜ～んぶだ～い好き！　み～んな愛してる！」

　女性は、砂沙美の瞳ひとみのおくをジッと覗のぞきこむように瞶みつめ、よりいっそう柔和な笑みを浮かべた。

「……お嬢ちゃんにお教えすることは、何もないようね」

　そして、「さようなら、神の御子さん」と言い残して、歩き去っていった。

　──『愛』って、いろんなカタチがあるんだなあ……。

　砂沙美はそう思った。
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　三番目の訪問者は、悲観論者ペシミストの浪ろう人にん生せいだった。

　浪人生は、砂沙美と天地にあいさつもせずベンチのはしに座すわり、深いため息をついた。

「哀かなしそうだね、お兄ちゃん」

　砂沙美が心配して言った。

「わかるかい!?」と、浪人生は顔をあげた。

「わかるよ、顔見れば。愛がなくて淋さびしい、って顔してる」

「するどいな、子供のくせに」

　浪人生は砂沙美をまじまじと見た。

「じつは……そうなんだ。オレ、浪人生だろ。家にこもって受験勉強ばっかしてるから、世界がかぎられてるんだ。だからカノジョもできないし、愛も手に入れられないのさ」

「でも、朝から晩までずっと勉強してるわけじゃないんでしょ!?」

「朝から晩までさ。日曜日をのぞいてね」

「だったら、日曜日に外へ出てみたら!?　きっとカノジョも愛も手に入るよ」

「愛を手に入れたら入れたで哀しいのさ」

　浪人生はふたたびため息をついた。

「どうして？」と、砂沙美は訊ねた。

「愛は傷つくものだからさ」

「愛は傷つくもの!?」

「そう。人は愛を手に入れるとかならず傷つくものだって、イザナギノミコトとイザナミノミコトの昔から決まってるんだ」

「傷つくのはイヤ!?」

「イヤだね」

「じゃあ、おウチにいたほうがいいね」

「でも、ウチには愛がないだろ!?」

「うん、ない」

「哀しいじゃないか」

　砂沙美は頭がグラグラしてきたので、それ以上の会話を中止した。

　──『愛』って、いろんなカタチがあるんだなあ……。

　砂沙美はつくづくそう思った。
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　四番目の訪問者は、ホモのヤクザだった。

　みごとな二にの宮みや金きん次じ郎ろうの彫ほり物ものを背中にせおい、裸はだかの上半身はべっとりと血のりに濡ぬれていた。

　ヤクザはどっかとベンチに座すわると、荒い息をととのえながら、訊きかれもしないのにしゃべりだした。

「兄貴が悪いんだ、みんな兄貴が……けど、オレはよ、兄貴に惚ほれてたんだ。度ど胸きようがあって、腕っぷしが強くて、俠おとこ気ぎがあって、胸むな毛げなんかボウボウで、そりゃあいいヤクザだったぜ、兄貴は」

「そ、そうなんですか」

　天地は恐怖にふるえながら、機き嫌げんをとるように合あいの手てを入れた。

「おうよ。そんな兄貴に男のオレが惚ほれちまってもムリはねえってもんだろうが、なあ、兄ちゃん!?」

「ご、ごもっともです」と、天地は言った。

「はじめは、親分子分として……」

「い、いわゆる、師し弟てい愛あいってヤツですね」

「次に義ぎ兄きよう弟だいとして……」

「いわゆる兄弟愛ですね」

「それから年のはなれたダチとして……」

「いわゆる友愛ですね」

「そいつがいつからか、惚れたハレたの愛になっちまいやがった」

「いわゆる同性愛ですね」

　砂沙美がびっくりして叫んだ。

「男の人が男の人を好きになる愛もあるの、おじさん!?」

「嬢じようちゃん」ヤクザは得とく意いげに鼻の下を指でこすった。「おじさんはね、ナウいヤクザなんだ。同性愛ってなあ流行の先せん端たんをいく愛なのさ。ナニせ、海の向こうのメリケンじゃあ男の九割八分はホモだっていうからな」

「うそうそ」と、天地が砂沙美の耳元でささやいた。

　ヤクザは、なつかしそうに遠くを見る眼まな差ざしになった。

「楽しかったぜ、あのころは。兄貴と二人の旅行、兄貴と二人のカツアゲ、兄貴と二人の殴なぐりこみ、兄貴と二人のムショ暮らし……オレは兄貴につくした。兄貴もオレをかあいがってくれた。毎日が輝かがやいていたぜ……」

　が、突然、ヤクザは憎にく々にくしげにペッとつばを吐はいて怒ど鳴なった。

「それを、あの女が全部かっさらっていきやがった！　兄貴はオレを捨すてて女と結婚しちまったんだ！　だからオレは、オレは兄貴を──」

「殺したんですね？」

　天地はおそるおそるヤクザに訊たずねたが、ヤクザは不ふ思し議ぎそうな表情になって訊ねかえした。

「殺した……だれが、だれを!?」

「いや、ですから、その身体からだについた血は……」

「あーっ、これ!?」ヤクザはサラリと言った。「これは鼻はな血ぢよ、鼻血。いやな、あんまりアタマきちまったから、風ふ呂ろ場ば覗のぞいて兄貴のハズカしいトコ見てやったのよ。そしたらもう鼻血が止まんなくて止まんなくて。ざまあみやがれってんだ、兄貴の野郎め！」

　──『愛』に、いろんなカタチがあってもいいんだけど……。

　砂沙美はそう思った。
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　五番目の訪問者は、詩人だった。

　砂沙美と天地は、ベレー帽をかぶり、パイプをくゆらせた、この知的でおだやかな初老の文学者とすぐにうちとけ、話に耳を傾けた。

「ワシは芸術、とりわけ文学、わけても詩しい歌かを心から愛しております。いや、日本語という言葉そのものを愛していると言ってもよい」

「へえ、愛って、歌や言葉にも感じられるものなんだ」

　砂沙美は感動して言った。

「さよう」詩人はゆっくりとパイプをふかした。「ただし、それができるのはごくひとにぎりの、創そう造ぞうの神に選ばれし、ワシら芸術家と呼ばれる人種だけですがな」

「ふうん、そうなの」

「たとえば、まほろば、たおやめ、かげろう、粘ねん土ど、ちくわ、手て羽ば先さき、子だくさん、金かな縛しばり、といった美しい響ひびきの日本語と出会った時に感じる心のふるえ、魂たましいのおののき……まあ、それはワシらだけに許された愛の喜びじゃろうて」

「けど、砂沙美にもよくあるよ、きれいな言葉聞いてジ～ンとするのって。それに、金縛りはあんまり美しくないと思う」

　砂沙美の言いぐさがカンにさわったのだろう、詩人はむやみにすぱすぱとパイプをふかしながら、こう言った。

「お嬢ちゃんとワシをいっしょにされては困る。ワシは日本語を愛する達たつ人じん中の達人じゃ。つまりじゃな──」

　詩人は木の枝をひろって、ひらがなの『み』の字を地面に書いた。

「ワシぐらいの達人になると、『み』という字のこの閉とじた部分、つまり穴の部分を見ただけで胸の動どう悸きが高まり、血けつ圧あつが上じよう昇しようし、むらむらムンムンといやらしく興奮してくるのじゃ！」

「すっごーい！」

　砂沙美は無む邪じや気きに感かん心しんし、木の枝で地面に『よ』の字を書いた。

「じゃあ、この字でも興奮する？　この字にも穴があるけど」

「ひえ～っ！　いやらしい～っ！」詩人はのけぞった。

　砂沙美は『ね』と書いた。

「じゃあ、これは？」

「ぬお～っ！　セクシーじゃあ～っ！」詩人はのけぞった。

　砂沙美は『ぱ』と書いた。

「これは？」

「みゃあ～っ！　穴が二つもある～っ！」詩人は盛大にのけぞった。

　砂沙美は調子に乗って、次々とひらがなやかたかなを書いた。

『ぬ』『ほ』『す』『な』『は』『ま』『む』『の』『ゆ』『あ』『お』『る』『め』『ぴ』『ぷ』『ぺ』『ぽ』『パ』『ピ』『プ』『ペ』『ポ』……。

　詩人は一文字見るごとに悲鳴をあげ、ヨガのような面めん妖ようなポーズをとって興奮を表現していたが、やがて白しろ眼めをむいて、へなへなと地面にくずおれてしまった。

　どうやら、イくところまでイッてしまったようだ。

　──『愛』って、ヘンなカタチのもあるんだ……。

　砂沙美はそう思った。
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　六番目の訪問者は、サディスト同士のカップルだった。

「オレはサディストなんだ！　女をいじめると興奮するんだ！　だからムチでしばかせろ！」

「あたしもサディストなのよ！　男をいじめると興奮するのよ！　だからハイヒールでグリグリさせなさい！」

　そう叫びあいながら、砂沙美と天地の前を弾だん丸がんのごとく走りすぎていった。

　──『愛』にいろんなカタチがあるの、ナンかやだなあ……。

　砂沙美はそう思った。
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　七番目の訪問者は、マゾヒスト同士のカップルだった。

「オレはマゾヒストなんだ！　女にいじめられると興奮するんだ！　だからハイヒールでグリグリしてくれ！」

「あたしもマゾヒストなのよ！　男にいじめられると興奮するのよ！　だからムチでしばいて！」

　そう叫びあいながら、半径十メートルの円を弾丸のごとく走りすぎていった。

「さっきの人たちと恋人を交こう換かんしたら、おたがい幸せになれそうだな」

　天地がポツリとつぶやいた。

　──『愛』にいろんなカタチがあるの、すごくやだなあ……。

　砂沙美はそう思った。
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　八番目の訪問者は、ガンノイローゼの幽ゆう霊れいだった。

　なぜ幽霊だとわかったかというと、本人はベンチに座すわったつもりらしいが、腰こしから下が透明で何もなかったからだ。

　ヤクザには動じなかった砂沙美も、さすがに幽霊は苦手だ。

　恐怖に硬こう直ちよくしている天地の手を引っぱって、すぐにも逃にげだしたい気持ちだったが、「円から出てはいけない」という佐久耶の言葉を思いだし、かろうじてベンチに座っていた。

　背広を着たサラリーマン風の幽霊は、そんな砂沙美の努力も知らぬげに、青ざめた陰いん気きな顔を近づけて、訴うつたえるような口調で言った。

「あの、私、ガンじゃないかと思うんです。友だちはちがうって言って笑うんですけど、あれは私を安心させるためのウソなんじゃないでしょうか!?　ね、あなたもそう思いませんか!?」

「は、はい」

　砂沙美は頰ほおをヒクつかせながら条じよう件けん反はん射しや的にうなずいた。

「やっぱりそうか……！」

　幽霊の青ざめた顔が、よりいっそう透すきとおるほどに青ざめた。

「ああ、私はまだ死にたくない。私はね、家族を、家族を愛してるんです。家族と別れたくないんです。なのに……死にたくない、ガンなんかで死にたくない！」

「おじさん、もう死んでるよ」と砂沙美はツッコミを入れたかったが、君くん子し危あやうきに近ちか寄よらずを決めこんで、ゴクッと言葉をのみこんだ。

　幽霊は憔しよう悴すいして、なおも話しつづけた。

「ガンだとしたら、たぶん直ちよく腸ちようガンだ。ここんとこ何となく腹はら具ぐ合あいが悪いし……」

「おじさん、直腸ないじゃん」という言葉を砂沙美はのみこんだ。

「いや、ひょっとしたら皮ひ膚ふガンかもしれない。足の裏にできた水虫がなかなか治なおらないトコみると、もしやあれが……！」

「足もないって」という言葉を、砂沙美はのみこんだ。

　幽霊は見るも哀あわれなほどオロオロとうろたえ、砂沙美にすがりついて叫んだ。

「お嬢さん、ホントのことを教えてください！　たとえガンでも、私は恐怖に耐たえてみせます！　だから、どうかホントのことを教えてください！」
















　少し落ち着きを取りもどした砂沙美は、この幽霊が気の毒になってきた。

　そこで、自信たっぷりに力強くこう言った。

「安心して。おじさんは死にたくても死なないし、なりたくてもガンにはならないの。絶対そうなの！　砂沙美が保ほ証しようする！」

　すると、幽霊ははらはらと落らく涙るいし、

「ああ、ありがとう。これで私は、愛する家族のもとへ戻ることができます」

　と言って、スッと消しよう滅めつした。

　長年のガンノイローゼから解かい放ほうされ、心こころ晴はれやかに成じよう仏ぶつしたにちがいない。

　──『愛』って、困ったカタチのもあるんだなあ……。

　砂沙美はそう思った。
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　カッコウの声が濡ぬれたように響いていた。

　太陽はだいぶ西に傾かたむき、日ひ差ざしも柔やわらかくなっていた。

　雑木林は、夕刻前のしっとりとした、安やすらぎにも似にた静せい寂じやくにひたされていた。

　約束の二時間をすぎても佐久耶は戻ってはこなかった。

　天地と砂沙美はぽつねんとベンチに座すわって、缶かんジュースを飲み、ポテトチップスをつまみながら、辛しん抱ぼう強く佐久耶の帰りを待っていた。

　半径十メートルの円は七色の『愛』が交こう錯さくする不思議の小宇宙と化した──天地は、ようやくそれに気づいたようだ。

　なぜなら、砂沙美にむかって、

「砂沙美ちゃん、どうやらオレたち、やっかいなことに巻まきこまれちゃったみたいだ。さもなきゃ二人してたちの悪い夢見てるかどっちかだ」

　と言ったからだ。

　ところが、砂沙美は返事をしなかった。

　空中の一いつ点てんをジッと凝ぎよう視ししたまま、深いもの思いに沈しずんでいた。

　天地は怪け訝げんそうに砂沙美を覗のぞきこみ、その顔の前でスッスッと掌たなごころを左右に動かした。

　しかし、砂沙美はまばたきひとつしなかった。

　砂沙美の心を支配していたのは、『愛』とは何か、という疑問だった。

　この二時間あまりのあいだに、砂沙美は思いがけなくもさまざまな『愛』のカタチを見た。

『愛』についての認にん識しきはそれなりに深まった。

　だが、まだ何かが足りなかった。

『愛』の本質のようなものを、砂沙美はまだつかんでいなかった。

「愛とは、××なもの」──そんなごく短い言葉でいい。

　かなうならば、砂沙美なりに『愛』の本質を悟さとるきっかけになるような、そんな言葉と出会いたい……。

「砂沙美ちゃん!?」

　天地が心配そうに声をかけたが、砂沙美は反応しない。

　そこで、砂沙美を元気づけようとしたのだろう、やおら天地は明るく声をはりあげた。

「ジャン！　ここで問題です！　毒リンゴを食べて死んでしまった白雪姫を愛のキッスで蘇よみがえらせたのは、さてだれでしょう？」

「……浅あさ野の内匠頭たくみのかみ」

　空中の一点をジッと凝ぎよう視ししたまま、砂沙美がボソッと応こたえた。

　天地は、「ダメだこりゃ」とばかりに首をすくめ、缶ジュースを一気に飲みほした。
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　九番目の訪問者は、めだちたがりやの忍にん者じやだった。

　その登場のしかたからしてひどく派は手でで、いきなりバリバリと地面を割わって砂沙美と天地の眼がん前ぜんに現われた。

「いやいやいや、土ど遁とんの術ってのは何回やっても好きになれないなあ。息は苦しいし、服は汚れるし、第一全然めだたないし」

　忍者は、度ど胆ぎもをぬかれて黙だまりこくっている砂沙美と天地になれなれしく話しかけた。

「拍はく手しゆがほしいなあ、こういう時は。モノホンの忍者が眼の前に現われたんだぜ。少しは驚けよ」

　砂沙美と天地はパチパチとスタンディングオベーションをした。

「そうこなくっちゃ」

　忍者はニキビづらをくしゃくしゃにして得意がった。

「ナニせボクはめだちたくて忍者になったんだからね。華か麗れいな忍術を駆く使ししてバッタバッタと敵をなぎ倒たおし、歴史の裏側をド派手に暗あん躍やくする……ホント、忍者ってめだつよなあ」

「ド派手に暗躍する、って難しくない!?」砂沙美が訊きいた。「それに、忍者がめだっちゃったらまずいと思うけど」

「正しい論理をふりかざしてボクよりめだつな！」

　忍者は声を荒あらげた。

「忍者がこんなに地じ味みで陰いん気きでめだたないものだなんて、実際になるまで思ってもみなかったんだ。ヘタにめだったら敵に殺されちゃうんだから、めだつのも命がけさ。テレビやマンガじゃバリバリにデーハーで、みんなからやんやの喝かつ采さいを浴あびてるのに……この現実とのギャップはいったいナンなんだ!?」

「少し考えればわかるとおもうけど」と、砂沙美が言った。

「とにかく、ボクはめだちたいんだ！　ウケたいんだ！　ほめられたいんだ！　友だちはボクのことナルシストとか自じ己こ愛あいが強すぎるとか言うけど、人間ってみんなそんなモンだろ!?　キミたちだってそうじゃないか!?」

　返事をするかわりに、砂沙美と天地はパチパチとスタンディングオベーションをした。

　──『愛』って、むずかしいなあ……。

　砂沙美はそう思った。





15






　十番目の訪問者は、大おお食ぐいの男だった。

　リュックサックからおにぎりやらサンドイッチやらハンバーガーやらを次々と取りだして、かたはしからモリモリと食べていた。

　たいそう太っているため、彼がベンチに座すわる際さいに、砂沙美と天地は少し身体からだを横へずらさなければならなかった。

「すごい食欲ですね」と、天地が声をかけた。

「おかげさまで」男はおにぎりをほおばりながら応こたえた。「人は、愛すると食欲がわくものですさかい」

「愛すると、食欲がわくんですか!?」

「ええ」男はスナック菓子を口につめこみながら応えた。「どないなメカニズムかはようわかりまへんねんけど。たぶん愛すると、心身がリフレッシュして新しん陳ちん代たい謝しやが活発になり、自然と腹がへるんちゃうかと勝手に解かい釈しやくしてます」

「健康的な愛ですね」天地は感かん心しんして訊たずねた。「で、何を愛してらっしゃるんですか!?」

「メシ食うことですねん」

　男はバナナをムシャムシャ食べながら応えた。

　砂沙美と天地は、黙ってパチパチとスタンディングオベーションをした。

　──『愛』って、不思議だなあ……。

　砂沙美はそう思った。
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　一一番目の訪問者は、エコロジストの老ろう爺やだった。

　ベンチに座るなり、老爺はいとおしむようなやさしい眼まな差ざしで雑ぞう木き林ばやしを見わたした。

「まもなく梅つ雨ゆが明けますな」

　老爺は、だれに言うともなく話しはじめた。

「風が、初夏の薫かおりをかすかに運んでくる。木々の葉が、早く大きくなりたくてうずうずしている。花も草も虫も日光浴の準備にいそがしい……まもなく梅雨が明けますな」

　砂沙美はこの老爺の、いかにも風流人といった言動に親しん近きん感かんをおぼえた。

「おじいさん、この公園を愛してるんだね」

「この公園だけではありませんよ、お嬢じようちゃん」

　老爺は砂沙美を見て言った。

「人間も豊かな大自然の一部。人を愛するように、私は自然のすべてを愛しています。悠ゆう久きゆうの大地を、母なる海を、とりわけ季節の移うつろいを」

「季節の移ろいってなあに？」

「春、夏、秋、冬……季節の移りかわり、時の流れ……そう、私は時間を愛していると言ってもいい」

「時間を愛している……」砂沙美は老爺の言葉をくりかえした。

「もっとも」老爺は人の好さそうな笑みを浮かべた。「仕事もそっちのけで朝から空や森ばかり眺ながめているので、ばあさんにはよく叱しかられますがね。ハハハハハ」

「失礼ですが、お仕事は何ですか？」

　天地が、探さぐるような眼差しで老爺に訊ねた。

「時計屋です」

「やっぱり……」

　天地はゲンナリとつぶやいた。「何となくそんなオチだろうと思った」

　──『愛』って……。

　砂沙美はそう思った。
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　一二番目の訪問者は、ロリコンのアニメおたくだった。

　アニメおたくは砂沙美と天地の姿を見るなり、紙袋から取りだした一枚のセル画を誇ほこらしげに見せながらベラベラとしゃべりはじめた。

「ねえねえねえ、これ見て見て見て！　すっごいだろう、『美び顔がん戦せん隊たいファンケル』のヒロイン、ムーメのセルだぞ。アニメ会社に行ってムリヤリもらってきたんだ。ムーメってさ、ラブリーでセクシーでパンチラいっぱいやってくれて、七歳なのにこんなにオッパイ大きいんだぜ。しかも、声優は人気絶ぜつ頂ちようの富とん田だ林ばやし桃もも子こがやってるんだ。ああ～っ、愛するムーメちゃん、これでキミはボクのものだよ。なあおまえたち、うらやましいだろう!?　……うらやましいって言えよ！　言えってば！」

　アニメおたくの不ふ快かいな独どく演えんをあっけにとられて聞いていた天地は、薄うす気き味み悪そうに言った。

「うわさでは聞いてたけど、ホントにいるんだね、キミみたいな人って……」

　すると、アニメおたくは顔面を完かん熟じゆくトマトにしてヒステリックに怒ど鳴なった。

「おまえ、オレをバカにするのか！　ロリコンのどこが悪い！　二次元フェチのどこがいけない！　アニメが好きで何が悪いんだよ！」

「そんなこと、だれも言ってないよ」天地は面めん食くらって応えた。

「いーや、言ってる、その眼は完全にオレをバカにしてる！」

「バカにしてないってば。他人の趣味をとやかく言うつもりはないよ。何を好きになろうと個人の自由なんだから」

「きれいごとを言うな！　てめえは本日たった今、全国八千万のアニメファンを敵に回したぞ！　オレの仲間にいつかてめえは殺される！　ざまあみろ！」

「キミ、変わってるね」天地はあきれたように言った。「仲間にされた他のアニメファンがかわいそうだな」

　アニメおたくは完全に逆ぎやく上じようし、手足をじたばたさせながらキイキイと耳みみ障ざわりな声でわめき散らした。

「チクショーッ！　ムーメに言いつけてやる！　不幸の手紙送って、ストーカーやって、無言電話ジャンジャンかけて、てめえの生活メチャメチャにしてやる！　てめえの住所と電話番号教えろぉーっ！」

「自分の愛を他人に押しつけるな！」

　天地は立ちあがり、毅き然ぜんと言いはなった。

「他人を不ふ愉ゆ快かいにさせればさせるほど、キミの愛するムーメも不愉快なものになってしまうんだぞ！」

「はい、わかりました」

　アニメおたくは、天地が自分よりも肉体的強者であることを悟さとったらしく、意外にもあっさりとしおらしくうなずいた。

　──『愛』って、その人次し第だいで美しくも醜みにくくもなるんだね……。

　砂沙美はそう思った。
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　一三番目の訪問者は、看かん護ご婦ふだった。

　彼女との出会いは、砂沙美の胸をほんの少し痛くした。

「何だか、お姉ちゃん、疲つかれてるみたい」

　軽い自じ己こ紹しよう介かいを終えたあと、砂沙美は看護婦に言った。

「そうかしら。そんなことないと思うけど……」

　看護婦はベンチに深々ともたれかかり、空を見上げて、力なく眼を閉じた。

　その端たん正せいな顔には、たしかに疲ひ労ろうの色がにじみでていた。

「このところ、ずっと夜や勤きんつづきだったからかもしれないわね」

「お休みないの!?」

「あるけど、なかなかね」

「お金たくさんほしいから、じゃないよね!?」

「夜勤手当てって、驚おどろくほど安いのよ」

「だったら、少しお休みしたほうがいいと思う」

　砂沙美は心配そうに看護婦の疲労した顔を見た。

「でないと、お姉ちゃんが病気になっちゃうよ」

「ありがと。でも大丈夫よ、慣れてるから」

「けど……」

「休めないの」看護婦は眼を閉じたままつぶやいた。「患かん者じやさんが私を待っているから。こんな私でも、必要としてくれる人がいるから……」

「砂沙美、知ってる。献けん身しんとか博はく愛あいっていうんでしょ、それ!?　ナイチンゲールの伝記で読んだことあるよ。お礼とか見返りとかを求めないで、みんなを愛し、みんなにつくす……あっ、それってさっき宗教勧誘のおばちゃんが言ってた神さまの愛にそっくりだ。じゃあ、お姉ちゃんは神さまだね」

「そんな大だいそれたものじゃないわ」

　看護婦は、眼を閉じたまま弱々しく微ほほ笑えんだ。

「ただ、病気で苦しんでる人、亡なくなっていく人を見たら放ほうっておけないだけ。私にできることはしてあげたい、って思うの」

「たいへんなお仕事なんだね、看護婦さんって……」

　砂沙美は、しんとした気持ちになり、こう言葉を継ついだ。

「でも、あげてばっかり……お姉ちゃんは愛をあげてばっかり。お姉ちゃんもだれかから愛をもらわないと、砂沙美、不公平な気がする」

　看護婦はフッと眼を開あけた。

「そうね……だれがくれるのかしら、私に愛を……」

　その顔に憂ゆう愁しゆうのカゲがよぎるのを見て、砂沙美は、つまらないことを言ってしまったと後悔した。

　しかし、看護婦はそんな砂沙美の思いを吹ふき飛ばすかのように、力強く微笑んで言った。

「大丈夫。それでかまわないの。だって、私は天使だもの。白衣を着た」

　──『愛』には、神こう々ごうしくて、切ないものもあるんだね……。

　砂沙美は胸が痛くなるのと同時に、そう思った。
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　陽光が引ひき潮しおのように衰おとろえていった。

　暮ぼ色しよくの迫る雑木林は深しん閑かんと静まりかえり、ひんやりとした薄うす闇やみが羽を広げるように木々のあいだをひたしていった。

　気の早い街がい路ろ灯とうが林のかなたでチカチカとまたたきはじめた時、最後の訪問者はやってきた。

　薄闇のおくから浮かびあがるように現われたのは、和服姿の小柄な老ろう婆ばだった。

　老婆は、半径十メートルの円の中央にあるベンチに向かってまっすぐに歩いてきた。

　そして、ベンチに座る砂沙美の姿をみとめるなり、手にした花はな束たばを落として、茫ぼう然ぜんと眼を見開いた。

「き、喜き美み子こ……喜美子！」

　老婆は砂沙美に走りよってそのひざにすがりつくと、悲ひ痛つうに慟どう哭こくした。

「おお、喜美子……喜美子……喜美子……！」

「お、おばあちゃん、あ、あの……」

　砂沙美は、突然のできごとにすっかり怯おびえてしまった。

　天地があわてて老婆を抱き起こした。

「人ちがいですよ、おばあさん。この子は砂沙美ちゃんっていうんです。喜美子って子じゃありませんよ」

「え……!?」

　老婆は涙に濡ぬれた顔を上げ、砂沙美を見た。

「おばあちゃん。砂沙美……あたし、砂沙美っていうの」

「ささみ……!?」

「うん」

「喜美子、ではないの!?」

「うん」

「ご、ごめんなさい……私、とんでもない間違いを……！」

　老婆はうろたえたように急いで立ちあがり、砂沙美に幾いく度ども頭を下げた。

「ごめんなさい。あんまりあなたが喜美子に似ていたもので思わず……本当にごめんなさいね、砂沙美さん」

「ううん、いいの」

　砂沙美はニッコリと笑った。

　天地が地面に落ちた花束をひろって老婆に手わたした。

　老婆は、「どうも」と礼を言って受けとった。

　砂沙美と天地は身体をずらしてベンチの真ん中に老婆を招しようじ入れると、彼女の動揺がおさまるのを待った。

　老婆は、涙をふいたハンカチを握りしめ、およそ五分あまりも何事か考えていた。

　が、やがて、結論を見出したかのように小さくうなずくと、砂沙美にむかって淋さびしげに微ほほ笑えみかけた。

「びっくりしたでしょう、何がなんだかわからなくて」

「うん、ちょっと」老婆の問いに砂沙美は笑顔で応えた。「ねえ、おばあちゃん、砂沙美、そんなに喜美子ちゃんって子に似てるの？」

「ええ、生き写しですよ。ほら……」

　老婆が信しん玄げん袋ぶくろから取りだした一枚の写真を、砂沙美と天地は覗のぞきこんだ。

　セピア色に退たい色しよくした写真のなかで微笑む少女は、たしかに砂沙美と目鼻立ちに共通するものがあった。

「似てますね」天地が言った。「鼻のところのソバカスなんかそっくりだ。お孫さんですか？」

「いいえ、娘です」

「娘……!?」

　天地はいぶかしげにつぶやいた。

　砂沙美も、怪け訝げんそうに老婆に訊たずねた。

「ずいぶん古い写真だね、おばあちゃん」

「ええ。五十年以上昔のものですもの」

「なあんだ、喜美子ちゃんって昔の人だったんだ。じゃあ、今はおばあさんだね」

「いいえ」

　老婆は静かに首を横に振った。

「今でも喜美子は八歳ですよ。私の心のなかでは」

「まさか、亡なくなられたんですか、娘さん!?」と、天地が訊きいた。

　老婆は、うなずいて言った。

「はい。五四年前の今日……この場所で」

「うああっ！」

　砂沙美と天地は慄りつ然ぜんと息をのんだ。

「ですから、砂沙美さんを見た時、私、てっきり喜美子が甦よみがえったと思ったんです……」

　冷たい突とつ風ぷうが雑木林を吹きぬけた。

　老婆の手にした花束から花びらがむしり取られ、天へと舞まいあがっていった。

　砂沙美は、頭のおくがジーンとしびれるような気がした。

　老婆のポツポツと語る声が、はるか遠くから聞こえてくるように思えた。

「……五四年前、アメリカとの戦争が終わる年、東京大だい空くう襲しゆうで家を失った私と喜美子は、親しん戚せきを頼たよってこの吉祥寺に疎そ開かいしてきました。食べ物もお金もなく、空襲の恐怖に怯おびえながらの生活……。でも、喜美子だけは元気だった。お気に入りのこの林で、お花をつんだり、木登りをしたり……何の希望もない日々にあって、あの子の明るい笑顔は私の心のささえでした。ところが、五四年前の今日、この林の上空でゼロ戦とアメリカのグラマン戦闘機が交戦し、その流れ弾だまにあたって、喜美子は……」

「毎年……今日、ここにいらっしゃってるんですか？」

　天地が、しわがれた声をふりしぼるようにして訊ねた。

「ええ。何だか喜美子に会えるような気がして。もちろん、あの子の笑顔は五四年間、片かた時ときも忘れたことはありません。でも、喜美子の大好きだったこの林に来ると、今にもあの子が木こ陰かげから飛びだしてきそうで……」

　老婆は、眼め尻じりにふたたび浮かんだ涙なみだをそっと袂たもとでふいた。

「うれしかったわ。あの子の命めい日にちに、あの子の死んだ場所で、あの子に会えたのだから。たとえ人ちがいでも……」

「愛してるんだね」

　砂沙美はこみあげる涙を必死にこらえながら言った。

「おばあちゃんは、ううん、お母さんは、喜美子ちゃんのことを、今でもずっと……」

　すると、老婆は、悔かい恨こんと悲ひ傷しようを内にこめたような淋しげな微笑みを浮かべた。

　そして、こう言った。

「いいえ……私は、母親としては失しつ格かくです」

「えっ!?」

「もし本当にあの子を愛しているのならば、私はあの子のことを、こんなにも長いあいだ覚えていてはいけなかった。もっと早く忘れてあげなければいけなかった……」

「そんな！」砂沙美は叫んだ。「ナニ言ってるの、おばあちゃん!?　へんだよ、そんなの。忘れちゃったりしたら喜美子ちゃんがかわいそうだよ！」

「……砂沙美さん」

　老婆は、砂沙美をまっすぐに瞶みつめて言った。

「私はね、輪りん廻ね転てん生しようを信じているの」

「輪廻、転生!?」

「そう。人は死んでも、その魂は天国で修しゆ行ぎようを積つみ、やがて別の人となってこの世に生まれてくる……でも、私が忘れないかぎり、私が喜美子を思いつづけて泣き暮らしているかぎり、その執しゆう着ちやく心しんが喜美子の魂たましいをがんじがらめに縛しばって、あの子は天国へ旅立つことができないの。私のことが心配で成じよう仏ぶつできないの」

「そんな……」

「そうとわかっていながら、あの子のことを忘れようとしないのは、おろかな私のワガママ……」

「そんな、そんな……！」

　砂沙美の両眼から大おお粒つぶの熱い涙がぽろぽろとこぼれ落ちた。

「どうして死んだ人のこと、いつまでも愛してちゃいけないの!?　好きでいちゃいけないの、おばあちゃん!?」

「愛っていうのはね」

　老婆は、両手で砂沙美の頰ほおをやさしく包みこんだ。

「その人の未来を考え、その人といっしょにひとつの未来を作っていくことだと、私は思うの。親子の愛でも、男女の愛でも、それは同じ。本当の愛なのかどうかは、その人との明るい未来を想像できるかどうかでわかるものじゃないかしら」

「ボクもそう思います」

　天地がうなずいて言った。

「不幸にもおばあさんと喜美子ちゃんは離れ離れになってしまったけれど、でも、お二人の望む未来は同じもののはずです。喜美子ちゃんは転生するために天国で修行し、おばあさんは淋さびしさを乗りこえて明るく生きる……ひどい言いかたですが、おばあさんは喜美子ちゃんを愛していながら、そうなさらなかった……」

「あなたの言うとおりよ」老婆は柔らかく微ほほ笑えんだ。「五四年ものあいだ、あの子の未来をふさいでいたなんて、何てバカな母親だったんでしょう」

　老婆の手が、砂沙美の髪の毛を静かになでた。

「でも、今日、思いがけず砂沙美さんと出会って、ようやく決心がつきました。私は残された人生を、自分なりに精せい一いつ杯ぱい、明るく生きます。そして、喜美子のことは、命日と、お盆ぼんと、お誕たん生じよう日びにだけ思い出して、なつかしく思うことにするわ」

「おばあちゃん……！」

「ありがとう、砂沙美さん。会えてよかった」

「おばあちゃん！」

　砂沙美は老婆の胸に飛びこみ、激しく泣きじゃくった。

　清らかであたたかい涙がつきることなく眼からあふれ、老婆のひざの上に落ちた。

　ベンチの脇わきに立つ街がい路ろ灯とうに灯ひがともった。

　あたりは昼間のように明るくなった。

　──やっと、わかった。

　老婆の胸のなかで泣きじゃくりながら、砂沙美は思った。

　砂沙美、やっとわかったよ。

『愛』って何なのかが。

『愛』ってどういうものなのかが。

　大好きな人と、いっしょの夢を持って、いっしょに未来を作って、いっしょに成長していくこと……それが『愛』なんだ。

　砂沙美には、想像できる。

　天地兄ちゃんとの明るい未来が想像できる。

　もちろん、魎呼お姉ちゃんや阿重霞お姉さまから見たら、ちっぽけで、現実離れしていて、おままごとみたいなものかもしれない。

　でも、それは、砂沙美がまだ子供だから。

　大人じゃないから。

　魎呼お姉ちゃんたちには、今はかなわない。

　いい。

　今はそれでいい。

　砂沙美もいつかは大人になるんだから。

　今は、天地兄ちゃんを本当に『愛している』ってわかっただけでいい……。

「きっと、喜美子ちゃんが、おばあさんと砂沙美ちゃんを引き合わせたんだ……たぶん、今日あったいろんなできごとも、全部……」

　天地がそうつぶやいた時、ふたたび突風が雑木林を吹きぬけた。

　砂ぼこりが舞いあがり、砂沙美と天地は思わず顔を伏せた。

　そして、二人が顔を上げた時、地面に刻きざまれた半径十メートルの円は、跡あと形かたもなく消え去っていた……。
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　ぬくもりを帯おびた宵よい闇やみが井の頭公園を包つつんでいた。

　空には、岡山で見たのと変わらぬ、紙を切り取って貼はりつけたような三日月が浮かんでいた。

　蛍ほたる火びさながらに街路灯がゆれるなか、静せい寂じやくをついて、あちこちから男と女の話し声がかすかに聞こえてきた。

『愛』で結ばれた、あるいはいつわりの『愛』で結ばれたカップルが、あちらのベンチで、こちらの草むらで、『愛』の言葉をささやきあっているのだ。

　そんな文もん部ぶ省しよう不ふ推すい薦せんの環かん境きようのまっただなかを、半径十メートルの円から解放された砂沙美と天地は、手をつないで歩いていた。

　砂沙美は、天地の掌たなごころのぬくもりを楽しんでいた。

　一方、天地は憤ふん懣まんやるかたないといった感じでブツブツとつぶやいていた。

「しょうがないなあ。まったくナニ考えてるんだ、神代さんは。もう四時間だぞ、四時間。羊だったら刈かった毛がもとの長さに伸のびてるよ……！」

　ふいに、砂沙美は「天地兄ちゃんが佐久耶お姉ちゃんと仲良くするの、ナンかやだな」と思った。

　そこで、ほんの少し『愛』をこめて、天地に言った。

「愛してる、天地兄ちゃん」

「えっ!?」

　天地は苦笑して、やさしく言った。

「おませさん」

　砂沙美はそっと胸に手をあててみた。

　心臓がとくとくと高たか鳴なっていた。

　砂沙美は、急に自分が大人になったような気がした。





21






「やばいなあ。二人とも怒ってるだろうなあ……！」

　そうひとりごちながら、佐久耶は丸井の前の交差点を小こ走ばしりにわたり、井の頭公園へ向かう路地に入るなり猛もう然ぜんとダッシュした。

「まさかあんなにカットハウスが混んでるとは思わなかったんだもん。そのくせ美容師さんの腕はサイアクなんだからアッタマきちゃう。もう二度と雑誌なんか信じるもんか」

　ところが、公園に足を踏ふみ入れるや、佐久耶はギョッとなって立ち止まってしまった。

　園えん池ちにかかった橋の上を、砂沙美と天地が手をつないで歩いてくるのが見えたのだ。

「ど、どうしちゃったの、砂沙美ちゃん……!?」

　佐久耶の眼には、砂沙美がひどく大人になったように見えた。

　わずか四時間のあいだに十歳近くも成長したように見えた。

　──信じらんない。

　これはホントにライバル出現だわ。

　ボヤボヤしてたら、マジで柾木くんを取られちゃうかも……！

　佐久耶は大きく息を吸すいこんだ。

　そして、「うん」と大きくうなずくと、決意の表情も厳しく、砂沙美と天地に向かって大おお股またで歩きだした。





〈了〉　　



















ふりむけば霊体離脱
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　魎りよう呼こは怒おこっていた。

　肉にく食しよく獣じゆうのごとく怒っていた。

　その肉食獣が百獣の王ライオンか、高原の妖よう精せいオコジョなのかによって周囲の被ひ害がい状じよう況きようにかなりの差は生じるが、ともあれこれほど激しく怒ったのは、一昨々日さきおととい、タヌキそばにはタヌキの肉が入っていないという事実を知って以来だ。

「ああ毎日毎日怒っててよくあきないですねえ～」

「八百年も生きてたらネタなくなりそうなモンだけど」

「それでも地球に来てからはずいぶんおとなしくなりましたわ。昔はそりゃあもうサイアクでしたもの」

　美み星ほし、砂さ沙さ美み、阿あ重え霞かといった同どう居きよ人にんたちが見たら、口々にそう嘆たん息そくしたにちがいない。

　そもそも魎呼は、怒るのが商売のような女だ。

　つい一年ほど前まで、泣なく子も黙だまる宇宙海かい賊ぞくを生なり業わいとしていたからである。

　性格は冷れい酷こく残ざん忍にん、悪あく逆ぎやく非ひ道どうにして超ワガママ。

　他人にきびしく、自分にあまい。

　不ふ条じよう理りな思考と無責任な言動を特技とし、夕食のおかずから惑わく星せいの軌き道どうまで自分の思い通りにならないとすぐ怒りだす。

　しかも無む類るいの大酒飲みで、アルコールと見たらボジョレ・ヌーヴォーでもメチルアルコールでもカバのごとくガブ飲みしたあげく、誰だれかれかまわずメンチを切ってはインネンを吹ふっかける。

　もちろん、はむかう者は誰であろうと即そく、半殺しだ。

　これで銀河一のブスならばまだしも、実はハンパじゃない器き量りようよしなのでほとほと始し末まつが悪い。

　岡山の柾まさ木き家けに居い候そうろうする、六人の宇宙人の女性のひとり。

　ならず者にして、犯はん罪ざい者しやにして、人じん格かく破は綻たん者しやにして、ロクデナシの、眼もと涼すずしげなスーパーモデル系美少女……。

　そんな魎呼は、しかし、驚おどろくほど周囲の人々に嫌きらわれていない。

　ちょっと見にはこれほどイヤな女もそうそういないのだが、どれほど魎呼が理り不ふ尽じんな怒りを爆発させようとも、周囲の人々は煙けむったがりこそすれ、決して本心から彼女を憎もうとはしない。

　むしろ、苦笑しながらも愛しているとさえ言っていい。

　というのも、魎呼が子供だからだ。

　その人間性の奥おく底そこに、幼児にも似た、えも言われぬ魅み力りよく的てきな愛あい敬きようのようなものが秘ひめられているからだ。

　気き性しようは荒あらいが、邪じや気きはない。

　自分勝手だが、ネチネチとした底そこ意い地じの悪さはない。

　カンシャク持ちだが、あっけらかんとしていて憎めない。

　おチチとおシリこそりっぱなレディだが、魎呼の魂たましいは、天てん真しん爛らん漫まん純じゆん真しん無む垢くな子供のそれと変わりないのだ。

「怒ったところで、テキトーにあしらっとけばいいのよ。魎呼は永遠に第一次反抗期のお子ちゃまみたいなものなんだから。何にでもすぐ嚙かみつくけど、五分と怒りが持じ続ぞくしたためしはないでしょ!?　記き憶おく力りよくゼロのうえに熱しやすくて冷さめやすい……子供の証しよう拠こよ。だから、大人のあたしたちがマトモにとりあう必要はないわ」

　同居人の清きよ音ねの言葉がすべてを言い表わしている。

　魎呼とは、そんな女だ。

　そして、魎呼の怒りとは、本来そのような質たちのものなのだ。

　にもかかわらず……。




　六月の第三月曜日、午前一〇時一四分。

　岡山県の山やま間あいにひっそりと建つ、柾木邸ていの一階の居い間ま。

　魎呼は、ソファにどっかとあぐらをかき、一いつ升しようビンを片手に怒りのひと時をすごしていた。

　ひと時ではない。

　昨夜の午前零れい時じすぎから半日近くも、ひたすらここでこうして酒をあおっていた。

　……何のために？

　吐はき気けのように断だん続ぞく的てきに、胸の奥底からこみ上げてくる怒りを鎮しずめるために、だ。

　居間の床には、無数のカラの酒ビンが散さん乱らんしている。

　アサヒ・スーパードライの大ビンが三ダース、男山の一升ビンが一七本、ワイルドターキーが十本、ロバートブラウンが八本、白乾パイカルが七本、赤玉ポートワインが五本、養よう命めい酒しゆが三本、消毒用アルコールが三六リットル……これだけ見ても、魎呼の怒りの大きさ、凄すさまじさがわかろうというものだ。

　はっきり言って魎呼らしくない。

　清音の言葉どおり、怒りがネチネチと長く尾を引かず、リノール油のようにカラッとさっぱりしているのが魎呼のいいところだ。

　しかし、今回は様子がちがう。

　昨さく夜や来らい、魎呼は『ナニモノか』に対して烈れつ火かのごとき怒りをいだき、半日後の今も、執しゆう念ねん深ぶかく憎ぞう悪おの炎を燃やしつづけている。

　怒りの持じ続ぞく時間の自己記録を着々と更こう新しんしているのだ。

「うう～っ、くっそぉ～っ。いくら飲んでもムカッ腹がおさまりゃしねえぜ……ヒック」

　魎呼は、完全にどんよりとすわった眼まな差ざしで周囲を見み渡わたした。

　邸てい内ないに人の気け配はいはなかった。

　乳にゆう白はく色しよくのぼんやりとした午前の陽光が窓々から射さしこみ、聞こえてくるのはヒバリのさえずりと、廊ろう下かの柱時計が時を刻きざむ音だけだった。

　おそらくは魎呼の尋じん常じようならざる激げき怒どぶりに恐れをなして、柾木家の面めん々めんは早々と裏山へ避ひ難なんしたか、ドアを厳げん重じゆうにロックして自室に閉じこもり、息をひそめているにちがいない。

　そして、それはすこぶる賢けん明めいな対応だった。

　柾木家の面々とは、以下の七人と一匹である。

　柾木神社の神かん主ぬしを務つとめる柾木勝かつ仁ひとと、その婿むこ養よう子しの柾木信のぶ幸ゆき。

　柾木家の居候で、樹じゆ雷らい星せいの第一、第二皇おう女じよである阿あ重え霞かと砂さ沙さ美み。

　同じく居候のギャラクシーポリス刑事、美星と清音。

　これまた居候のマッドサイエンティスト、鷲羽わしゆう。

　へてから居候の宇宙生物、魎りよう皇おう鬼き……。

　いずれも、魎呼に勝まさるとも劣らぬ曲くせ者ものぞろいだが、いかんせん今日ばかりは魎呼のコンディションがスパイシーすぎる。

　いったい、一升ビンの日本酒を三秒で飲みほしたあげく、バリバリとガラスのビンまで嚙かみ砕くだいてしまう女と、誰が積極的にコミュニケーションを取りたいなどと思うだろうか!?

「グ、ググググ……ダメだっ！」

　魎呼はガラスの破は片へんを吐はきだすや、轟ごう然ぜんと立ち上がって叫んだ。

「やっぱ我が慢まんできねえっ！」

　その全身からは青黒いオーラがほとばしり、ざわざわと揺ゆれなびく空色スカイブルーの毛髪は激しく火花を放ほう電でんしていた。

　ついに、キレたのだ。

　我慢の限界を越こえてしまったのだ。

「あのクソ野郎め、よくもあたしの天てん地ちを……ブッ殺してやる！」

　魎呼は身をひるがえして、居間の片かた隅すみにあるドアの前に立った。

　ドアにはしっかり鍵かぎがかけられていたが、彼女にかかっては合ごう板ばん製せいのドアなどウエハースにも等ひとしい。

　たった一発のパンチでドアをこっぱみじんに粉ふん砕さいすると、魎呼は内部におどりこんだ。

　そこは、鷲羽の研究室だった。

　正確に言うと、次じ元げんトンネルで柾木邸の居間と結むすばれた異い次じ元げん空間だ。

　薄うす闇やみがたれこめる東京ドームほどの大きさの閉じた空間は、無数の実験機器や分ぶん析せき装そう置ちで所ところ狭せましと埋うめつくされている。

　そして、そのあいだを縫ぬうように、部屋の主ぬしの鷲羽は足音をしのばせコソコソと逃げ回っていた。

　魎呼は目ざとくそれに気づき、雷らい鳴めいのような怒ど声せいを浴あびせた。

「くぉぉぉぉぉら、鷲羽ぅぅぅぅぅーっ！」

「ひっ……！」

　鷲羽はギクッと立ち止まり、恐る恐るふり向いた。

　視界に飛びこんできたのは、できそこないの般はん若にやの面のような魎呼のどアップだ。

「ゲゲェェェェェェェェェェェェェェェェーッ！」

　鷲羽はバッタのごとく飛びすさると、後あとずさりしながら必死に懇こん願がんした。

「わ、悪かった、あたしが悪かったよ、魎呼。ナンか気にさわることしたんならあやまるからさ、許ゆるしとくれよ。おわびに何でもするから……土ど下げ座ざしろって言うんならするし、知ってることは何でも白状する。宝のありかも言う。地図も書く。アサガオ日記もつける。タコ踊おどりもする。だから──」

「おめえ、あたしにナンか悪さしたのか!?」

　魎呼は血走ったまなこで鷲羽を睨にらみすえた。

「いーや」鷲羽はプルプルと首を横にふる。「そーゆー記き憶おくは全然なし」

「ないんなら無意味に卑ひ屈くつな態度取るなぁぁぁぁーっ！」

「アイアイサーッ、艦かん長ちよう！」鷲羽は背せ筋すじをのばして敬礼した。

「ったく」魎呼は憤ふん然ぜんとつづける。「怒りに油注そそぐようなマネすんじゃねえ！　だいたい、宇宙一の天才科学者が聞いてあきれるぜ。あたしがどうして怒ってんのかぐらいわかんねえのかよ!?」

「わかるか、んなモン」

「ナンだ、その態度は！」

「だってえ～」鷲羽は泣きそうな顔で応こたえる。「卑屈な態度取るなって言ったじゃ～ん」

「口答えすんな！」

　魎呼は鷲羽の真しん紅くの髪の毛をむんずと摑つかんで持ち上げた。

　小学生児なみの身長しかない鷲羽は新あら巻まきザケのように宙ちゆうぶらりんになったが、もはや観念したかのようにされるがままに任せていた。

　そんな鷲羽の顔を覗のぞきこみ、魎呼はゾッとするような邪じや悪あくな笑えみをうかべて言った。

「なあ、鷲羽……実はおまえを見こんで、ちょこっとばかし頼たのみがあるんだけどよ」

「ナンでしょう、艦長!?」

「……殺してほしいヤツがいるんだ」

「こ、殺す!?」

　鷲羽の鋼青色スチールブルーのどんぐりまなこが、驚きよう愕がくに大きく見開かれた。

「そうよ」魎呼は重々しくうなずく。「あのクソブタ野郎、もう生かしちゃおけねえ。今すぐにでもブッ殺してやりてえが……チクショウめ、あたしにゃ手も足も出せねえんだ。だから、おまえにあいつを暗殺する薬でも作ってもらおうと思ってな」

「ううっ……！」

　鷲羽は息を吞のみ、一瞬言葉を失った。

　殺す、とはおだやかではない。

　たしかに魎呼は一年前まで宇宙海賊だった。

　それもハンパな宇宙海賊ではない。

　自在に空を飛び、壁を抜け、空間転移し、プロトン爆弾なみの破は壊かい力りよくを秘めたオーラ弾だんを全身から放ほう出しゆつして、数百年ものあいだ大銀河を舞台に暴力と破壊のかぎりをつくしてきた。

　襲撃されたスペースシップ、大小あわせて一万四千隻せき。

　滅亡した惑星、二三。

　全宇宙の累るい積せき被害総額、およそ七兆スペースドル。

　逮たい捕ほされたら懲ちよう役えき三億光年は確実の、特Ａ級犯罪者なのだ。

　だが、人だけは殺あやめたことがない。

　口では「ブッ殺す」だの「死にやがれ」だのを乱発するが、実行に移したことはただの一度もない。

　せいぜい全ぜん治ち六ヵ月の大おお怪け我がを負おわせる程てい度どにとどめている。

　もちろん、殺された者は「死人に口なし」で反論できないから本当のところはわからないが、おおやけにはそういうことになっているのだ。

　その魎呼が今、憎しみにみちた邪じや悪あくな殺意を隠かくそうともせず、鷲羽に『ナニモノか』の暗殺の手助けを依い頼らいしてきた。

　これは、きわめて、すこぶる、非常におだやかでない。

　鷲羽もそう思ったのだろう。

　ゴクッと唾つばを吞のみこむと、緊張の面おも持もちで魎呼に訊たずねた。

「殺すって……いったい、誰をだい？」

「かぜ、さ」と魎呼は応えた。

「かぜ!?」

「ああ。ウィルスだよ」

「うぃるす!?　外人さんかい？」

「ちげーう！」魎呼は歯がゆそうにわめいた。「風か邪ぜだよ風邪、病気の風邪だ！　風邪のウィルスをブッ殺してもらいてえんだよ！」

「がっ！」

　鷲羽のどんぐりまなこが点になった。

　あごがバキッとはずれ、むにょ～んと大きくたれ下がった。

「わっ、人体の奇き跡せき！　生命の神秘！　究きゆう極きよくの宴えん会かい芸げい！」

　眼をみはる魎呼の手を鷲羽はおもむろにふり払い、新巻ザケ状態から脱した。

　そして、はずれた顎あご関かん節せつを黙もく々もくとはめこむと、憮ぶ然ぜんたる表情で魎呼を見上げ、詰きつ問もんするようにこう言った。

「……つまり、ナニかい!?」

「あい!?」

「あんた、風邪を治なおしてほしいと!?」

「うん」

　魎呼は意外なほどすなおにうなずいた。

　たたみかけるように鷲羽は質問した。

「このあたしに風邪薬を作ってほしいと!?」

「うん」と魎呼はすなおにうなずいた。

「だからあたしの部屋に乗りこんできたと!?」

「うん」

「昨夜から荒れてたのは風邪のせいだと!?」

「うん」

「バカ酒ガブ飲みしてたのも風邪のせいだと!?」

「うん」

「誰だれの風邪治してほしいの？　あんたの？」

「ううん」

　魎呼は首を横にふった。

　鷲羽は大きくため息をつき、不ふ機き嫌げんそうに右手の小指で耳の穴をほじりながら言った。

「まったく、人騒がせにもほどがあるわよ。で!?　風邪をひいたのは誰なのさ？」

　魎呼はすかさずあっけらかんと叫んだ。

「天てん地ちぃ～っ♥」





２






　岡山の柾まさ木き家けには、二ヵ月前までもうひとり同どう居きよ人にんがいた。

　勝かつ仁ひとの孫で、信のぶ幸ゆきのひとり息子……柾木天てん地ち、その人である。

　魎りよう呼こをはじめとする柾木家の居い候そうろうたちは、それぞれが神秘的な運命の糸に導かれて天地と出会い一つ屋根の下に暮らすこととなったのだが、今それを詳しよう述じゆつする余よ裕ゆうはない。

　だが、魎呼が宇宙海かい賊ぞくを一時休業し、極ごく悪あく非ひ道どうという名の鎧よろいの上に慣なれない衣を着てまでして柾木家に居候している理由が天地にあることだけは、ぜひとも言っておかねばならない。

　魎呼は、天地が好きなのだ。

　天地とは、広こう大だいな宇宙で魎呼がただひとり愛する男性なのだ。

　もっとも、魎呼という女は、恋愛に対する乙女ちっくな願望や夢想といったものがズッポシ欠けつ如じよしている。

　現在高校一年生の天地もまた、こと恋愛に関するかぎり、ウブで、オクテで、鈍感で、淡たん泊ぱくと、もっぱら評判の純情少年だ。

　したがって、同居したからといって、二人の関係がその後、劇的な進展をみせたわけではない。

　魎呼は「愛してるぜ、天地ぃ♥」を連発して天地にまとわりつき、天地は迷めい惑わく半分うれしさ半分のフクザツな笑顔を返す……それが、この一年間いっこうに変わらぬ二人の姿だ。

　そして、そんな光景さえも、二ヵ月前からほとんど見られなくなった。

　将来は柾木神社の神かん主ぬしとなる天地が、東京の土つち田だ天てん満まん宮ぐうで修しゆ行ぎようをするべく単たん身しん故郷を離れ、現在は渋谷区のワンルームマンションで暮らしているからだ。

　しかし、魎呼はさほど哀かなしんだり淋さびしがったりはしていない。

　全然淋しくないと言えばウソになるが、鷲羽の作った次元トンネルを使えばものの数秒で東京へ行くことができるし、何よりも、愛する天地が自身の将来を見すえて決意したことに女がとやかく口出しすべきではない。

　けなげにも、魎呼はそう考えているのだ。

　ああ、大銀河を恐怖と絶望のどん底に陥おとしいれ、破壊神の悪名をほしいままにしてきたあの宇宙海賊・魎呼が、いったいわずか一年で、こんなにもしおらしくかわいい女になれるものだろうか……!?

　つまり、それほど魎呼は、天地を深く愛しているのである。




　ともあれ、その魎呼が昨夜来ヤケ酒を飲んで大おお荒あれに荒れた理由を、鷲羽はようやく知った。

　だが、まだ事態の全ぜん貌ぼうをつかんだとは思えなかったのだろう。

　自室を出て、柾まさ木き邸ていの居間のソファに腰をおろすなり、鷲羽は向かいに座る魎呼に訊たずねた。

「なぁ～んかイマいちピンとこないんだよなあ。ねえ、魎呼、いったい昨夜ナニがあったのよ？　どうやって天地殿が風邪ひいてること知ったの？　どうして天地殿が風邪ひくとあんたが荒れるワケ!?」

　すると、魎呼は盆ぼん踊おどりのようなオーバーな身ぶり手ぶりをまじえて、「あうあう」と必死に説明をはじめた。

　しかし、いっこうに要よう領りようをえない。

　描びよう写しやは不完全だし、すぐ話は寄り道するし、そもそも記き憶おく自じ体たいが鮮せん明めいでない。

　どだい、過去の経験を筋すじ道みち立てて言葉で他人に伝えるなどという高度な作業は、魎呼には無理なのだ。

　それでも、鷲羽は辛しん抱ぼう強く質問に質問を重かさね、時には記憶の欠落部分を想像で埋うめてやるなどして、ようやくことのすべてを魎呼から聞きだした。

　昨晩、魎呼の身にふりかかったできごと。

　それは、シナリオ風に記しるすと以下のごとくである。





○　岡山の山さん岳がく地帯（夜）




満天の星々。冷たく輝く三日月。

銀色の月光をあびて、ヒノキの原げん生せい林りんにおおわれた山やま並なみが森しん閑かんと広がっている。







○　仝どう・湖




湖こ面めんに揺ゆれる三日月。

その向こう、湖の岸きし辺べに柾木邸が建っている。

瀟しよう洒しやな二階建の木造家屋だ。

プルルル、プルルル……。

電話の受話器からもれる呼び出し音が聞こえてきて──







○　仝・柾木邸・玄関ホール




一いつ升しようビンを片手に、受話器を耳にあてた魎呼が、上じよう機き嫌げんで電話がつながるのを待っている。




魎呼「（鼻唄）のほほ～、♪天地ぃ、天地天地、天地ぃ～♥」




ブチッと電話がつながり、受話器から、




天地の声「はい、柾木です──」

魎呼「おーっ、天地ぃ！　あたしだよあたし、愛するおまえの魎呼だよ。元気か、おい……（気づく）ん!?」

天地の声「申しわけありませんが、ただいま外出しています。発信音のあとに御ご用よう件けんをお話しください」




ピーッと発信音が鳴なる。

留守番電話のメッセージだったのだ。

魎呼、がっかりして、




魎呼「チェッ、なんでえ、留守電かよ。つまんねえの……。けど、天地のヤツ、こんな夜遅くにいったいどこへ──」




ハッと顔を上げて、




魎呼「ま、まさか……天地にしつこくまとわりついてる、あの佐さ久く耶やとかいう女と！」




＊　＊　＊

魎呼の妄もう想そう──。

天地とホットな交際を展開中の、クラスメイトの美少女・佐久耶が艶なまめかしく唇くちびるを近づけて、天地とキッス！

天地と抱ほう擁よう！

天地とベッドイーン！

＊　＊　＊

戻もどって──

魎呼の脳のう天てんが噴ふん火かし、両耳と鼻の穴につっこんだピロピロ笛がピヨヨヨヨーッと伸びる。




魎呼「ててててて、天地ぃぃぃぃーっ！」




怒りを爆発させてドーンとダッシュ！







○　仝・仝・居間




走りこんできた魎呼、ジャンプして、




魎呼「許さねえぇぇぇぇぇぇぇぇーっ！」




天てん井じようにセットされた次じ元げんトンネルの入口に突とつ入にゆう。







○　渋谷・ワンルームマンション・天地の部屋




風か邪ぜをひいてベッドに寝ている天地。




天地「う、うう……（咳せきこむ）ゴホッゴホッ」




と、突然ベッドが閃せん光こうを放はなち、かけ布ぶ団とんを吹ふっ飛ばして魎呼が現われる。

次元トンネルの出口は天地のベッドなのだ。




天地「（驚き）うわあっ！　りょ、魎呼……！」




魎呼、天地をギン！と睨にらみつけ、




魎呼「やいこら、天地！　てめえ、あたしというステディがありながら、よくもあんなションベン臭くさいガキと！」

天地「ナ、ナンだよ魎呼、いきなり!?」

魎呼「バッくれるな、ネタはあがってんだ！　ひとり暮しをいいことにあたしの眼を盗んでイチャイチャ──あれ!?」




ポカンと眼を見開き、




魎呼「天地、いたの？」

天地「いたの、じゃないよ……ううっ」

魎呼「あっ、天地!?」




ふらっとよろける天地をあわてて抱だきとめるが、その身体からだが異常に火ほ照てっているのに気づいて、




魎呼「熱い……！」







○　コポコポとキッチンのレンジ台で湯ゆ気げを上げるヤカン──




天地のくわえた体温計をスッと抜きとる魎呼の手。




魎呼「（見て）九度八分……ひでえ熱だ」




──天地の部屋（十分後）。




魎呼、ベッドに寝ている天地を気の毒そうに瞶みつめ、

魎呼「そっか、風か邪ぜひいて寝てたのか……」

天地「（力なく）悪かったな、魎呼、電話出られなくて。ゴホゴホッ」

魎呼「気にすんなよ。ここんとこ顔見てなかったから、ひさしぶりに寝ね酒ざけの相手でもしてもらおうと思ってさ。けど、また今度でいいや」




魎呼、ホッとしたように微ほほ笑えみ、




魎呼「（小声で独どく白はく）……佐久耶と夜遊びしてたんじゃなかったんだ」

天地「神くま代しろさんがどうかしたのか!?」

魎呼「へっ!?　（あわてて）あ、いや、な、何でもねえよ」




顔を真まっ赤かにして、ごまかすように、




魎呼「し、しかしナンだな、あの佐久耶って女も薄はく情じようだよな。見み舞まいにも来ねえなんてよ」

天地「風邪ひいて寝てるよ、神代さんも。季節はずれの風邪が学校で流は行やってるんだ」

魎呼「へ、へえ、そうなんだ」




キッチンのレンジ台で、コポコポと湯ゆ気げを上げるヤカン。

机の上の目め覚ざまし時計は午前零れい時じを回まわっている。

ベッドの脇わきに座すわって、時おり咳こむ天地を心配そうに見守っている魎呼。




魎呼「……薬、飲んだのか？」

天地「飲んでない」

魎呼「どうして!?」

天地「風邪に特とつ効こう薬やくはないからな。おとなしく寝てるのがいちばんなんだ」

魎呼「メシは？」

天地「レトルトのおかゆ、あっためて食べた」




天地、フッと苦笑して、




天地「……病気になると、つくづく思うよ。やっぱ、ウチにいっぱい人がいるのはいいなって」

魎呼「天地……（励はげますように）心配すんなって。今夜はこの魎呼さまがつきっきりで看かん病びようしてやっからよ。ナンかやってほしいことあったら遠えん慮りよなく言えよな」

天地「気持ちはうれしいけど……もう帰れ、魎呼」

魎呼「えっ!?」




天地、苦しいながらもやさしく微ほほ笑えんで、




天地「風邪、おまえにうつったらまずいから」




魎呼、天地のやさしさに胸を衝つかれて、




魎呼「天地……。だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、うつったりなんかしねえって。あたしゃ生まれてこのかた病気なんざしたこたねえんだから。ほら、よく言うじゃねえか、『バカは風邪ひかない』って。ナニせあたしはバカもバカ大バカだから……こらぁっ、誰だれがバカやねん誰が！」




ひとりノリツッコミではしゃいでみせる魎呼だが、天地は眼を閉じて苦しそうにしている。




魎呼「うっ……！　（淋さびしげに微笑み）そうだよな……あたしがいると、おとなしく寝てられねえもんな……」




スッと立ち上がり、かけ布団ぶとんのすそをめくって、




魎呼「早く元気になれよ、天地」







○　渋谷・ワンルームマンション・全景




夜の闇やみのなか、天地の部屋の窓から次元トンネル発動の閃せん光こうがもれる……。






　とまあ、こんな感じだ。

　何のことはない、恋する男女のあいだにはありがちな、ごくたわいもないエピソードである。

　しかし、それを魎呼から聞きだすのに、鷲羽は一時間近くも悪あく戦せん苦く闘とうさせられた。

「なるほど、よーくわかったわ。あんたが風邪のウィルスを暗殺したがるワケが」

　クタクタに疲れはてた鷲羽は深ふか々ぶかとソファに身体からだを沈しずめた。

「おお、わかってくれたか、あたしのこの切せつない思いが。あたしってば、ナンてけなげでカレシ思いの女なんだろ。自分で自分がいじらしいわ、シクシクシクシクシクシク」

　魎呼は琥こ珀はく色いろの涙なみだを流しながらさめざめと泣いてみせた。

　涙が琥珀色なのは、空ビンの底に残ったウイスキーを眼めじりになすりつけたからだ。

　そんなサル芝しば居いには眼もくれず、鷲羽は腕組みをして考えこんでいた。

「で!?　もちろん協力してくれるんだよな、鷲羽先生!?」

　魎呼が上うわ目めづかいに鷲羽を見てネコなで声を出した。

　すると、鷲羽は軽いノリでオーケーすると思いきや、案あんに相そう違いして眉み間けんにシワをよせ、

「風邪薬か……むずかしいね」

　と応こたえた。

「えーっ!?」魎呼は意外そうに叫んだ。「風邪だぜ、風邪！　あんな簡単な病気、宇宙一の天才科学者が治なおせねえワケないだろうが」

「くやしいけど、治せないんだな、これが」

「マジ!?」

「マジ」

「マジでマジ!?」

「マジでマジよ」と鷲羽は肩をすくめた。「めっちゃポピュラーな病気だけど、風邪と水虫ってのはなかなか奥が深い病気なんだ。とくに風邪はやっかいね。何せウィルスの種類がひとつじゃないし、それぞれが年々変化してるから、天地殿の言うとおり特効薬は存在しないのさ」

「けど、薬屋行ったら山ほど風邪薬売ってるじゃんか」

「あれは全部、対たい症しよう療りよう法ほう薬やく。熱が出たら熱を下げ、咳せきが出たら咳を鎮しずめるだけで、ウィルスを死し滅めつさせることはできないんだ。ま、風邪をひいたら、あったかくして寝てるのがいちばん。これまた天地殿の言うとおりだね」

「ふうん、そんなモンかねえ……」

「風邪をなめちゃいけないよ、魎呼」

　不ふ満まんげに首をかしげる魎呼に、鷲羽はとどめの一いち撃げきをあびせた。

「ほら、あんたも知ってるだろ、白鳥座Ｄ三七恒こう星せい系けいのドルゴダ星に棲すむ宇宙最強怪かい獣じゆうエーストロン。あいつも一昨年、風邪をこじらせて死んだんだ」

「えぇぇぇぇぇーっ！　あのバケモンが風邪でぇぇぇぇぇーっ！」

　魎呼は両りよう頰ほおを掌てのひらで押しつぶしてムンクの『叫び』顔になった。

　そして、ニワトリのように両手をバタバタさせながら錯さく乱らんして叫んだ。

「があーっ、知らなかったあーっ！　風邪ってそんなにヤバい不ふ治じの病だったのかあーっ！」

「ま、こじらせたらのハナシだけどね」

「エーストロンがおっ死ちんだってことは天地なんかひとたまりもないじゃないかあーっ！」

「こじらせたらね」

「死ぬんだ、天地はもうすぐ死ぬんだあーっ！」

「だからこじらせたらね」

「天地が死んだらあたしも生きちゃいけねえーっ！」

「そりゃ宇宙が平和になっていいや」

「冷てえこと言うなよ！　おーいおいおい」

「呼んだ!?」

「呼んだんじゃねえ、泣いてんだ！　おーいおいおい、おーいおいおいおいおいおいおいおいおい……！」

　魎呼はテーブルにつっぷして、ダバダバ涙なみだをほとばしらせながら号ごう泣きゆうした。

　今度の涙はホンモノの涙だった。

　鷲羽は困惑したように頭をかきながら、魎呼の愁しゆう嘆たん場ばをしばらく眺ながめていた。

　が、やがて、決意したように小さくうなずくと、こう言った。

「わかった……やってみるよ」

「ええっ!?　ホントか、鷲羽!?」

　魎呼は涙と鼻水でドロドロの顔を上げた。

「ああ」鷲羽はうなずいた。「ほかならぬ天地殿のためだ、何とかしてみる。さいわい、今ちょいと力入れてる研究があってね。そいつを応用すれば、効きき目め抜ばつ群ぐんの風か邪ぜ薬ぐすりが作れると思う。ただし、少し時間はかかるよ」

「どのくらいかかるんだ？」

「三百年」

「ぎっ！」

　魎呼はバキッとのけぞって硬こう直ちよくし、ピカソの『ゲルニカ』顔になった。

「なははは、ウソウソ、ウッソだよ～ん」

　一瞬、能のう天てん気きに相そう好ごうをくずしたものの、鷲羽はすぐに真剣な面おも持もちにもどり、ピンと立てた右手の人差し指を力強くつきだした。

「一時間。一時間で作ってみせる！　この宇宙一の天才科学者・鷲羽ちゃんに万事任せなさい！」

「鷲羽……頼たのむぞ！」

　魎呼も服のそでで涙と鼻水をふき、キリッと真剣な表情になって、鷲羽をまっすぐに瞶みつめた。

「かならず天地を救ってくれ！」

　かつてないほど真剣な表情だった。

　鷲羽が思わずブルッと武者ぶるいしたほどに真剣な表情だった。

　だが、そのあとがいけなかった。
















　やはり、魎呼は魎呼でしかなかった。

「頼たのみついでに……」

　魎呼はおごそかに訊たずねた。

「鷲羽、ひとつ訊ききたいことがあるんだが」

「なによ、魎呼!?」鷲羽は身を固くして訊ねかえした。

「風邪って……エッチするとうつるって、ホント？」

「がっ！」

　鷲羽ははずれそうになるあごをあわてて両手で押さえた。

「ど、どこで聞いたのよ、そんな学説!?」

「つうことは……な～んだ、ちがうのか」

　魎呼は屈くつ託たくなく顔を輝かせ、ポンと床ゆかを蹴けると、ワルツを踊るように空中を軽かろやかに飛ひ翔しようした。

「そっかあ、ちがうのか。あたしゃてっきり、佐さ久く耶やが天地に悪さして、そんで風邪がうつったのかと思ってた。なぁ～んだ、ちがうのか。心配してソンしちゃった、あはははははははーっ！」

　泣いたカラスがもう笑った。
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　鷲羽わしゆうは、約束より三分早い五七分間で風邪の特とつ効こう薬やくを作りあげ、意い気き揚よう々ようと自室から出てきた。

　魎りよう呼こが受けとったそれは、少なくとも見た目には何の変へん哲てつもないオレンジ色の小さな錠じよう剤ざいだった。

　礼の言葉もそこそこに、魎呼は次じ元げんトンネルを使って東京へと急行した。

　結論を先に言ってしまえば……鷲羽の作った風邪薬は、すばらしい効きき目めを見せた。

　風邪のウィルスはほとんど一瞬にして天地の体内から追いだされ、熱は下がり、咳せきもおさまった。

　そればかりか、風邪以外の持病や身体的不ふ調ちようまでもが一いつ掃そうされ、天地は神もうらやむパーフェクトな健康体になったのだ。

　しかし、いいことばかりではない。

　健康を得たのと引きかえに、天地はファウスト博士のごとく、人間にとって健康よりも大切なものを失うこととなってしまった。

　風邪薬の副ふく作さ用よう、である。

　鷲羽の作った風邪薬は、実はとんでもなく人ひと騒さわがせな副作用を秘ひめていたのだ。

　ここで、我々は思い出さねばならない。

　鷲羽は、自じ称しようこそ『宇宙一の天才科学者』だが、他た称しようならびにその真の正しよう体たいは『宇宙最悪のマッドサイエンティスト』だということを……！




　魎呼って、けっこう美人だな……。

　高熱にうかされ、混こん濁だくした意識のなかで、天地はぼんやりと考えていた。

　眼前には、魎呼の顔がどアップで迫せまっていた。

　──けっこうどころじゃないや。

　こうやって改あらためてよく見てみると、ものすごい美人だ。

　セクシーで涼すずしげな眼まな差ざし。

　奥深い黄玉トパーズ色の瞳。

　ちょっと上を向いた、愛あい敬きようのある鼻。

　熟うれたスグリの実みたいな唇くちびる。

　クルクル表情が変わる、ギリシャ彫ちよう刻こくのような彫ほりの深い顔。

　空色スカイブルーの髪の毛は眼にまぶしいし、黒のボディスーツ越しに見てもモデルさんばりのプロポーションなのがはっきりわかる。

　そうか、魎呼って実はものすごい美人なんだ。

　どうして、今まで気づかなかったんだろう!?

　こんな美人と一年近くもいっしょに住んでいて、どうして何とも思わなかったんだろう!?

　魎呼はいつもいつもオレのこと「好きだ」って言ってくれてたのに。

　性格にモンダイがあるからかな!?

　それとも、オレが発育不ふ全ぜんでニブいのか!?

　たぶん、両方だ。

　ま、どっちもどっちってトコ……あれっ!?

　今、魎呼のヤツ、オレの口に何か入れなかったか!?

　この舌ざわりは……そうか、風邪薬か。

　オレのこと心配して、わざわざ薬飲ませにきてくれたのか。

　ハハ、ナンかうれしいな。

　いいトコあるよな、魎呼も。

　うわあっ！

　ナ、ナンだ、この薬!?

　バカみたいににがいぞ。

　いや、にがくない、死ぬほどあまい！

　ちがう、あまいんじゃなくってすっぱい！

　と思ったら、からい！

　と思ったら、しょっぱい！

　ナンなんだよ、これはいったい!?

　クソーッ、魎呼め、ヘンな薬飲ませやがってえ。

　けど……何だか、メチャクチャ気分がいい。

　身体から、汚きたないものや濁にごったものが全部ぬけだしていくような感じだ。

　まるで、じっちゃんにナイショで養よう命めい酒しゆ飲んだ時みたいな、期末試験が終わって川原で昼寝してる時みたいな。

　薬のせいかな!?

　ものすごく気持ちいい。

　気持ちよくて……猛もう烈れつに眠い。

　眠い……眠い……眠い……。




　六月の第三月曜日、午後十二時三七分。

　鷲羽謹きん製せいの風邪薬を飲んだ天地は、ベッドで安らかな寝ね息いきをたてて眠りはじめた。

　魎呼と鷲羽はホッと安あん堵どのため息をつき、笑顔を見合わせた。

「これでよしと。次に眼が覚めた時には、風邪のウィルスは一匹残らず体外に放出されて、ビンビンに全ぜん快かいしてるはずよ」

「ホントか、鷲羽!?」

「鷲羽ちゃんウソつかない、ハオッ♥」

「そっか」

　魎呼は満足そうに顔をくしゃくしゃにして微ほほ笑えむと、鷲羽に訊たずねた。

「いつ眼が覚さめる？」

「三〇分後ぐらいかな」

「だったらあたし、コンビニ行って弁当でも買ってくらあ。天地のヤツ、腹すかしてるだろうからな」

「いいねえ。あたしもお腹ペコペコだよ」

「じゃ、ちょっくら行ってくるぜ」

　魎呼は机の上から天地の財さい布ふをとり、軽かろやかな足どりで玄関へ向かった。

　その時、熟じゆく睡すいする天地の口と鼻び孔こうから、ねっとりとした純白の煙のようなものがゆらゆらと立ちのぼった。

　それは、エクトプラズムだった。

　天地の身体から離り脱だつする、天地の魂だった。

　しかし、すでに靴くつをはき、玄関ドアのノブに手をかけていた魎呼は、それに気づく由よしもなかった。
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　今にも泣きだしそうな梅つ雨ゆ空ぞらにもかかわらず、渋谷の繁はん華か街がいは雑ざつ踏とうで賑にぎわっていた。

　原色の看かん板ばんに飾かざられたビル群が暑苦しく庶しよ民みん臭くさいバイタリティを発散し、それを行き交う車がゆるゆるとかき回していた。

　そんななかを、魎呼はコンビニエンスストアーを探し求めて、うつむきがちに黙もく々もくと歩いていた。

　上空から一いち瞥べつすれば簡単に見つけられるのだが、衆しゆう人じん環かん視しの状況での飛行はあまり賢かしこい行こう為いとは言えない。

　しかし、空を飛ぶことのできる人間にとって、雑踏にもまれて歩くのはあまり愉ゆ快かいなことではなかった。

　その不自由感と圧迫感はちょっとした恐怖ですらある。

　しかも、魎呼はビルが好きではない。

　下から見上げるその四角い縦たて長ながの石のかたまりが、どうしても墓はか石いしに思えてしまうのだ。

　超ちよう高こう層そうビルは父親の墓、中ちゆう規き模ぼのビルは母親の墓、低てい層そうの雑ざつ居きよビルは子供の墓……。

　魎呼は重苦しい不ふ吉きつさのようなものを感じ、無言で、足あし早ばやにコンビニエンスストアーを求めて歩いた。

　それらしい店はなかなか見つからなかった。

　そもそも渋谷の目め抜ぬき通りにはコンビニエンスストアーなど存在しないのだが、そのかわりにハンバーガーショップをはじめとするテイクアウトの店はいくらもある。

　ハンバーガーでもクレープでも買い放ほう題だい食い放題なのだ。

　ところが、魎呼には発想を転てん換かんするだけの知ち識しきも知恵もない。

　そのため、バカ正直に渋谷の街をさまよったあげく、ようやく街はずれにコンビニエンスストアーを見つけたのは、天地の部屋を出てから半時間も経たったころだった。

「やれやれ、とんだ『はじめてのおつかい』だったぜ」

　魎呼は、三個の弁当と缶かんビールのつまったビニール袋を提さげ、店のそとに出た。

　そして、

「もう天地、眼を覚ましたころだな。いそがなくちゃ……」

　と、独白しながら走りだした。

　だが、すぐにその足はパタッと止まった。

　母親の墓と子供の墓のあいだの路ろ地じに、見なれた人ひと影かげを発見したのだ。

「天地……！」

　そう、天地だ。

　見まちがえるはずもない。

　顔も、体形も、かすかに聞こえてくる声も、まごうかたなき天地その人だ。

「ど、どういうことだよ、こりゃあ？」

　魎呼は困こん惑わくして、その場に立ちすくんだままつぶやいた。

「家で寝てるはずじゃねえのか、天地は……!?」

　魎呼が困惑した理由はそれだけではない。

　ほかにも四つほど不審な点が認められた。

　第一に、天地のファッションがいかにも天地らしくない。

　頭に巻いた真しん紅くのバンダナ、だぶだぶのトレーナーとパンツ、バッタもんのエアマックス……軽けい薄はく短たん小しようなチーマーのそれなのだ。

　第二に、表情が天地らしくない。

　第三に、セリフが天地らしくない。

　第四に、やっていることがまるで天地らしくない。

　何と天地は、地元のチーマーの一いち団だんを相手に大立ち回りを演じていたのだ。

「オラオラオラーッ、どうしたどうしたどうしたーっ！　さっきまでの勢いはどうしたんだよ、えーっこらーっ！　ケンカ売るんならもっと身体からだきたえてこいよな！　つまんねーよ！　ゲロ弱だよ、てめーら！」

　口くち汚ぎたなく叫びながら、天地は十人近くのチーマーを容よう赦しやなく次々と打ちすえた。

　戦せん況きようは天地が圧倒的に圧おしていた。

　チーマーたちの攻こう撃げきはことごとく空くうを切り、逆に天地のパンチは的てき確かくに彼らの顔がん面めんを、あごを、みぞおちを捉とらえた。

　鼻血を噴ふいてうずくまる者、みぞおちを押さえてヘドを吐はく者、あごを砕くだかれてのたうつ者、腕をへし折おられて転ころげまわる者……。

　凄せい惨さんな修しゆ羅ら場ばのなかで、天地だけがひとり無む傷きずだった。

「チキショーッ！　ブッ殺したらぁーっ！」

　ヘッドとおぼしき長髪のチーマーがナイフを取りだし、天地の背はい後ごから襲いかかった。

　天地は華か麗れいなフットワークで難なんなくかわしたが、わずかにナイフの切っ先が頰ほおをかすめ、うっすらと血がにじんだ。

　だが、天地は臆おくするどころか、まるで戦いを楽しむかのようにニヤリと邪じや悪あくな笑みをうかべて言った。

「……殺やれよ。殺れるもんならな」

　仁に王おう立だちの天地の全身からは、狂きよう人じんじみた冷れい酷こく残ざん忍にんな殺さつ気きが陽かげ炎ろうのように立ちのぼっていた。

　勝敗は決した。

　チーマーたちは恐怖にふるえおののき、

「おおお、覚おぼえてろーっ、コンチクショーッ！」

「弱い子をイジメるのは悪いことなんだぞーっ！」

「おまわりさんに言いつけてやるーっ！」

「傷しよう害がい罪ざいで告こく訴そしてやるうーっ！」

　遵じゆん法ぽうの精神に満みち充みちた捨すてゼリフを残して、転ころがるように逃げ去っていった。

「ケッ」

　あとに残された天地は、「ペッ」と地面につばを吐はくと、西部劇のガンマンのごとく颯さつ爽そうと肩で風を切り、路ろ地じの奥の闇やみのなかへと消え去った。

「クソッ、ムカつく日だぜ。げん直しにカツアゲかオヤジ狩がりでもすっか。けど、ここんとこナンか運動すると腰が痛えんだよなあ。いっぺん医者にでも診みてもらうか……」

　そうつぶやきながら……。

　そんな光こう景けいの一いち部ぶ始し終じゆうを、魎呼は頰をピンク色に染そめ、うっとりとした表情で眺ながめていた。

「天地……カッコいい」

　が、ハッと我にかえり、

「ってなこと言ってるバヤイじゃない！」

　と叫ぶや、天地のあとを追って走りだした。

　しかし、あちらの路地、こちらの通りと探し歩いても、その姿をふたたび見ることはできなかった。

　そのかわり、魎呼はスペイン坂で、別の天地を目もく撃げきした。

　先ほどの天地とはちがう『別の天地』を、である。

　顔といい声といい、天地であることを疑う余よ地ちはない。

　だが、今度もまた、魎呼は困惑して立ちすくむしかなかった。

「し、信じらんねえ……天地が、あんなことを……！」

　天地はクラブの黒服のようなスーツを着こみ、ヘラヘラとにやけた薄笑いをうかべて、道ゆく女性をナンパしまくっていたのだ。

「ねえねえねえ、カノジョ～ッ、お茶しな～い!?　……ダメ!?　じゃあ、そっちのカノジョでもいいや。……イヤ!?　じゃあじゃあ、キミどう!?　そのミニスカ、超ちよう似に合あってるじゃん。脱ぬがしてみたいなあ、それ。お茶イヤだったらホテルでもいいからさあ。……えっ、あっちいけ!?　そんな冷たいこと言わないでってば。使わなきゃもったいないよ、こんなにいいケツしてんのに」

　いきなり天地はＯＬのお尻しりをサワワッとなでた。

　ＯＬは悲鳴をあげ、天地の横っつらを思いきり張った。

「ナニすんのよ、このどスケベ！」

「っせーっ！　さわってやっただけありがてえと思え、このくそブス！」

　天地はチンピラまがいに毒どくづくと、新たなターゲットを求めて周囲をキョロキョロ見まわしはじめた。

　男のクズの見本のような、情けないことこの上もない言げん動どうだ。

　おまけにこの天地は悪性の水虫をわずらっているらしく、ナンパの最中にもしきりと足の裏をボリボリかいていた。

　魎呼は困惑を超こえて、ムラムラと怒りがこみ上げてきた。

「天地の野郎、みっともねえマネを……ブン殴なぐってやる！」

　ところが、魎呼が殴りとばすよりも一瞬早く、詰つめ襟えりの学生服をきちっと着たひとりの男子高校生が、天地を電でん光こう石せつ火かの背負い投げで地面に叩たたきつけていた。

「ナ、ナニすんだよ、てめえ！」

　天地は血けつ相そうをかえてどなった。

「黙だまれっ、三さん国ごく一いちの卑ひ劣れつ漢かんめ！　キミのやったことは道徳的見けん地ち、倫りん理り的見地、常識的見地、法律的見地、いずれから考えても許ゆるされざる行為だ！　天は見のがしても、このボクの正義感は断じてキミを許さん！　男として、いやさ、人間として恥はじを知りたまえ！」

　ニキビ面づらにメタルフレームのめがねを光らせ、クラス委員長のような凜りんとした態度で天地を糾きゆう弾だんするその男子高校生もまた……天地だった。

「なぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーっ！　天地が二人いるうぅぅぅぅぅぅぅぅーっ！」

　魎呼はすっとんきょうに絶ぜつ叫きようし、錯さく乱らんしてあたりをドタバタと走りまわった。

　その錯乱に拍はく車しやをかけるように法ほつ華けのタイコのかしましい響ひびきが聞こえてきた。

　神しん道とうの神官服を着て、聖書をたばさみ、法華のタイコを叩たたきながらゾロアスター教の聖せい典てんの文もん言ごんを声こわ高だかに叫ぶ、何の宗教を信じているのかよくわからない街がい頭とう布ふ教きよう者しや……それもまた天地ではないか！

「ナンじゃこりゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーっ！」

　錯乱のきわみに達した魎呼は、人目もはばからず弾丸のごとく飛ひ翔しようした。

　そして、天地の住むマンションへと猛スピードで一直線にカッ飛んでいった。

「ど、どうして、天地がいっぱいいるんだ……どうしてあんなカッコして、あんな性格になっちまったんだ……幻を見てるのか!?　それとも夢……二ふつ日か酔よいで悪い夢でも見てるのか、あたしは!?」

　魎呼は半はん開びらきの窓から一いつ気きに天地の部屋へと躍おどりこんだ。

「おかえり、魎呼。どうしたの、ずいぶん遅かったじゃない!?」

　鷲羽ののんきな問いかけに、魎呼は応こたえることができなかった。

　ベッドの上に、パジャマを着た天地が正せい座ざしていたからだ。

　マンションまでの最短距離を猛スピードで飛行してきた魎呼よりも速く、街で見かけた天地たちが帰宅できるはずがない。

　つまり、あの天地たちは、眼の前にいる天地とは別の存在だ。

　そして、パジャマを着ているということは、眼の前にいる天地こそが、先ほどまで風邪で苦しんでいた『ホンモノ』の天地にまちがいないのだ。

「て、天地……！」

　魎呼は彫ちよう刻こくのように凝ぎよう固こし、愕がく然ぜんと唇だけをわなわなとふるわせた。

「つい今しがた眼を覚さましたんだ。熱も平熱になったし、咳せきもおさまった。天地殿の風邪は完全に治ったよ」

　鷲羽は魎呼の動どう揺ように気づくふうもなく、コンビニエンスストアーのビニール袋をのぞきこみ、

「あーっ、ビッグ・カルビ焼肉弁当だ！　あたし、これもーらいっと！」

　と無む邪じや気きに叫んで、魎呼の手からビニール袋をひったくった。

「魎呼もさめないうちに早く食べたら!?　一件落着したんだからさ」

　だが、それでもなお、魎呼は愕がく然ぜんと立ちすくみ、微び動どうだにできなかった。

　天地の様子がおかしいのだ。

　どことなくヘンなのだ。

　天地本人であることはたしかなのだが、どこかがちがう。

　生命感や躍やく動どう感かんのようなものが感じられず、何となく弛し緩かんした印象を受ける。

　ぼんやりと虚こ空くうを瞶みつめる瞳ひとみには生せい気きがまったくなく、まるで魂を失ったかのようだ。

　と、天地が魎呼を見て、感情のこめられていない無気力でフヌケた笑いを投げかけた。

「ふははははは……」

　魎呼の背中に、冷たい戦せん慄りつが走った。





５






「そりゃ天てん地ち殿どのの魂たましいだよ、魎りよう呼こが会ったのはね」

　魎呼から事態の概がい要ようを聞かされた鷲羽わしゆうは、ビッグ・カルビ焼肉弁当をムシャムシャ頰ほおばりながらこともなげに言った。

　魎呼は気つけにあおったビールを「ブーッ！」と吹き出して叫んだ。

「タマシイだとおーっ!?」

　次いで、魎呼は部屋中の電灯をすべてつけ、キッチンに行って手を洗い、でんぐりがえしを三回やって、部屋中の電灯をすべて消したあと、手足をくねらせて一種の創作ダンスを踊った。

　精神の錯さく乱らんが昂こうじに昂じて不ふ条じよう理り不ふ可か解かいな行動をとらざるをえなかったのだ。

　鷲羽は弁当をパクつきながら、魎呼の創作ダンスを楽しそうに見物していた。

　やがて、ひとしきり踊った魎呼はやや落ち着きを取りもどし、不ふ審しんげに鷲羽を見やった。

「おい、鷲羽……おまえ、ヤケに落ち着いてんな」

「とーぜん」鷲羽は梅干しをしゃぶりながら言う。「だって、計算どおりだもん」

「計算どおり!?」

「そ。すべてはあの風邪薬がやったことだからね」

「ナ、ナンだとお!?」魎呼は仰天して声を荒らげた。「じゃあ、ありゃおめえのしわざなのか!?」

「ま、怪かい奇き現象の十とおに八個は私が原因だと思っていいんじゃない」

「つまんねえこといばるな！　どういうことだか説明しろ！」

「あーっ、おいしかった。ごちそうさまでしたっと」

　鷲羽は魎呼の怒りを風に柳と受け流すと、カラになった弁当箱を放りすて、ぬるい番茶をすすりながらおもむろに説明をはじめた。

「ここんとこあたしは、生命体から生命エネルギーを抽ちゆう出しゆつして物質化する研究にハマッていてね。簡単に言えば人工的に幽霊を作る研究だけど、そのテクノロジーを応用して天地殿の風邪を治そうとしたのが、あの風邪薬なんだ。つまり、天地殿に飲ませたのは、霊れい体たい離り脱だつ薬やくなのさ」

「霊体離脱……」魎呼は首をかしげた。「幽ゆう体たい離り脱だつ、ってのは聞いたことあるけど……」

「厳げん密みつに定義すれば、霊体と幽体とはまったくの別べつ物ものだけど、まあ魎呼はおバカさんだから同じものだと思ってもらってかまわないよ」

「おバカさんはよけいだ！　つづけろ！」

「わかんないかなあ。天地殿の身体から霊体が離脱する時に、いっしょに病気を持ってかせたのよ。だから、一瞬にして風邪が治っちゃったってワケ」

「じゃあ、あたしが出会ったのは幻じゃないのか？　ホントに天地の魂……天地の中身なのか？」

　魎呼は不安げに身を乗りだした。

「正しよう真しん正しよう銘めい、天地殿さ」鷲羽がうなずく。「ただし幽霊だけどね。肉体は生きてるんだから、正確には生いき霊りようと言うべきかな!?」

「けどよ」魎呼はさらに身を乗りだした。「性格はちがうし、服だってとんでもねえの着てたぜ」

「服なんか生霊の気分しだいでどうとでもなるわよ。もともと形のないエネルギー体が具ぐ象しよう化かしたものなんだから」

「でも、でも、あたしの会った天地の幽霊は、とんでもねえ下げ衆すなくそチンピラだったんだ。あれが天地だって言われても、あたしにゃとても──」

「生霊ってのはね」

　鷲羽は、魎呼の言葉をさえぎって言った。

「その人の潜せん在ざい願がん望ぼうを充みたすために肉体から離脱して、その人にかわって行動するって説もあるのよ。霊体の天地殿が何をやったのかは知らないけど、それは天地殿が内心やってみたかったこと、天地殿の本音っていう可能性もあるね」

「し、信じらんねえ……！」

　魎呼は茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

「イミのないケンカして、ナンパして、きれいごとぶったたいて、妙な宗しゆう教きよう勧かん誘ゆうして……あれが天地の本音だとしたら、あたしゃがっかりだ。見み損そこなったぜ、天地のヤツ……！」

「そういう言い方は天地殿に気の毒だな」

　鷲羽はエアーポットの頭をパフパフ押して急きゆう須すにお湯を入れ、出がらしの番茶を自分と魎呼の湯のみ茶ぢや碗わんに注そそぎながら言葉をつづけた。

「人間の精神とか人格とかいうものは、複雑かつ多重的な構造をしているんだ。どんな善人だって心の奥底には野や蛮ばんな自分や、エロエロな自分や、信仰にすがろうとする自分を隠かくし持ってるもんさ。ただ、理性や道徳意識や倫りん理り意識でどこまでそれを抑おさえられるかの問題なだけ。あたしはむしろ、天地殿がおもしろみも深みもないお堅かたいだけの男じゃなくて、ごく普通の人間だったことを喜ぶべきだと思うけどね」

「そんなもんかな……」

　魎呼には鷲羽の言うことが百パーセント納得できたわけではない。

　しかし、彼女なりに歪ゆがんで理解したあげく、こうポツリとつぶやいた。

「ま、なかには、他人とは思えねえほどケンカ強いのもいたしな。だから、あたしと天地はウマが合うのかも……」

　鷲羽がピクッと眉まゆを動かした。

　魎呼の何げない言葉を、鷲羽は聞きのがさなかった。

「ちょっと魎呼、『なかには』ってどういうこと？」

「へ!?」

「ひょっとしてあんた、複数の霊体天地殿と会ったの？」

「うん」

「何人？」

「四人」

「へえ」

　鷲羽は、鋼青色スチールブルーのどんぐりまなこを真ん丸にした。

「それって、ちょっと驚きね……ねえ、魎呼、ひょっとして四人とも病気持ちじゃなかった？」

「病気持ち!?　う～ん……そういやあ、ひとりは腰が痛いとか言ってたし、ひとりは水虫みたいだったし、ひとりはニキビ面で、あと宗教勧誘やってたヤツはションベン近いらしくて、ずっと内うち股またでモジモジしてたっけ」

「やっぱりね」鷲羽は大きくうなずく。「天地殿には、病気とまでは言えないけどいくつか身体の不調があったんだわ。おそらくは腰痛と、水虫と、ニキビと、軽い腎じん臓ぞうの疲労……だから、天地殿の霊体は複数現われたのね。ってことは……」

　鷲羽の顔がパッとはじけるように輝いた。

「あの薬、風邪だけじゃなくって万まん病びように効きくんだ！　すごいすごいすごーい！　量産して商品化したら、あたしってば宇宙一の大金持ちよ！　いやあ、天地殿も全ぜん快かいしたし、万ばん事じめでたしめでたし！　や～れ、めでたやめでたやめでたやなあ～っと！」

　どこから取りだしたのか日の丸の小旗を両手に持って歓かん喜きの舞まいを舞う鷲羽を、魎呼はボケ～ッと眺ながめていた。

　が、やがて、ためらいがちにこう訊たずねた。

「めでたいのに水差すようで悪いんだけど……天地はいつ元にもどるんだ？」

「へっ!?」

　舞を中断した鷲羽は、魎呼と同時に天地を見た。

　天地はベッドに正座していた。

　フヌケた薄笑いをうかべ、弁当の米こめ粒つぶを爪つま楊よう枝じで刺して、ノロノロと一粒ずつ食べていた。

「天地……!?」

　魎呼の呼びかけにも応こたえるそぶりを見せず、天地は黙もく々もくと米粒を口に運んでいた。

　魎呼は重ねて鷲羽に応えをうながした。

「なあ、天地はいつごろ、このボケボケ状態から元にもどるんだよ？」

「もどるわけないじゃん」鷲羽はサラリと言った。「このままだよ、天地殿は」

「このまま」魎呼はギクッとした。

「うん。だって魂がぬけたんだから、文字どおり魂がぬけたような状態のままさ。当然だろ!?」

「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーっ！」

　魎呼は窓ガラスがビリビリふるえるほどの大声で悲鳴をあげ、盛せい大だいにのけぞった。

　次いで、ふたたび創作ダンスを踊りかけたが、すぐに我われを取りもどし、鷲羽の胸ぐらをグイッと摑つかんでどなった。

「わわわわわ、鷲羽！　てめえ、ナンてことしやがったんだ！　ナンの目的で天地をこんなひどい目にあわせた！」

「も、目的って」鷲羽は戸と惑まどったように眼をしばたたかせた。「あたしは、天地殿の風邪を治してやっただけじゃないか」

「ふざけるな！」魎呼は怒ど気きするどく迫る。「いくら風邪が治っても、こんなトボケたフニャチン星人になっちまったらシャレにもなんねえじゃねえか！　このまま天地がアホのままでいいのかよ！」

「いいような気もするけど……」

「いいわきゃねえだろ！」

「ちょ、ちょっとした副ふく作さ用ようじゃないの、どんな薬にも副作用はつきものだよ」

　鷲羽はすっかりおびえ、子供をなだめるような口調で魎呼を説得しようとした。

　しかし、そんなことで魎呼の怒りがおさまるはずもない。

「どこがちょっとだ！　天地が天地じゃなくなっちまったんだぞ！　あたしの天地がいなくなっちまったんだぞおっ！」

　魎呼は胸ぐらを摑んだまま鷲羽を宙に持ち上げ、ガクガクとゆすった。

　鷲羽の頭がカクテルシェーカーのごとくはげしく前後にスウィングした。

「あうあうあうあうあうあうあうあうあうっ！　やめろーっ、魎呼ーっ！　ムチウチになっちゃうよーっ！」

「るせーっ！」

「気持ち悪いよーっ！　酔よっちゃうよーっ！」

「そんなもん、あの薬、山ほど飲んで治せ！」

「冗談じゃないよ！　そんなことしたら魂のないアホになっちゃう──あっ！」

　鷲羽の顔に、冷水を浴あびせかけられたような驚きよう愕がくの影かげがよぎった。

　自分の身に置きかえてみて、はじめて鷲羽はことの重大さを悟さとったようだった。

　魎呼は泣いていた。

　黄玉トパーズ色の瞳ひとみから、大粒の涙がポロポロとこぼれ落ちていた。

　泣きながら、魎呼は鷲羽の身体にすがりつくようにして床にへたりこみ、悲痛な叫びをのどの奥からしぼりだした。

「天地を元にもどせ……天地を返せ……頼たのむよ、あたしの天地を返してくれ……返してくれ……返してくれよお……！」

「魎呼……」

　鷲羽は魎呼を切なげに見おろしていたが、やがて、毅き然ぜんとまなじりを決して大きくうなずいた。

「わかったよ……何とかやってみる。少しだけ時間をちょうだい！」

　そして、踵きびすをかえして天地のベッドにもぐりこむと、次元トンネルで岡山の柾まさ木き邸ていへと帰っていった。

　ポツンと取り残された魎呼は、涙にぬれた瞳で天地を見た。

　天地はようやく弁当を食べ終え、フヌケた薄笑いをうかべながら番茶を飲んでいた。

「天地……！」

　魎呼は天地のひざに顔を埋うめた。

　しかし、何の反応も返ってはこなかった。

　──ちがう。

　こんなの天地じゃない。

　絶対に天地じゃない。

　あたしが泣いてたら、天地はなぐさめてくれる。

　あたしが抱だきついたら、天地は困ったように笑ってくれる。

　こんなの、こんなの天地じゃない。

　けど……あたしが悪いんだ。

　全部あたしのせいなんだ。

　病気や事故でこんなふうになっちまったんならがまんするさ。

　たとえどんな姿になろうと、天地は天地だ、って思えるさ。

　けど、こうなったのは、あたしのせいなんだ。

　親切ぶってあたしがよけいなことしたからなんだ。

　元の天地にもどさなきゃいけない。

　元の天地にもどさなきゃ、あたしは自分が許せない。

　もし天地が元にもどらなかったら、あたしは自分で自分をブチ殺す……。

　魎呼の眼から新たな涙があふれでて、天地のパジャマのひざをぬらした。

　しかし、天地はフヌケた薄笑いをうかべたまま、何の反応も見せなかった。




　鷲羽は一五分ほどで岡山からもどってきた。

　その手には、面めん妖ような小型メカがにぎられていた。

　コーラの空あき缶かんと竹ひごと輪ゴムで作られた、小学生の夏休みの宿題のようなメカだ。

「時間がなかったんでそこらへんにある材料で作ったけど、性能はたしかよ」

　鷲羽は魎呼の疑いの眼まな差ざしをふり払うように力強く言いはなった。

「さ、魎呼、まずは天地殿を眠らせて」

「オッケー」

　魎呼は天地のバックをとり、プロレスラーにして参さん議ぎ院いん議ぎ員いんの馳はせ浩ひろしの必殺技・ノーザンライトスープレックスで豪ごう快かいに投げすてた。

　後頭部を床に強打した天地は悲鳴もあげずにあっさり気き絶ぜつした。

　すかさず、鷲羽が小型メカの竹ひごを天地の額ひたいに押しあて、スイッチを押す。

　小型メカはブタが引きつけを起こしたような音を立てて始し動どうし、ほどなくひとつの数値を液えき晶しよう画が面めんに表示した。

「四・一か……ずいぶんと中ちゆう途と半はん端ぱな数ね。やっぱコーラの缶じゃなくってピーチネクターの缶で作るべきだったかな!?」

「何だよ、その数字？」と、魎呼が訊たずねた。

「天地殿から離脱した霊れい体たいの数さ。ま、速そつ攻こうで作ったメカだから誤ご差さもあるだろうし、四捨五入すれば四だから、とりあえず四人ってことにしときましょ」

「四人か。あたしが出会った人数とぴったり同じだな。で!?　あたしは何をすればいい？」

「知れたこと。霊体天地殿を捕つかまえて、全員ここへ連れてきて」

「連れてくるって……どうやって？　あたし、あいつらの居い場ば所しよ知らねえし、連れてきようがないぜ」

「方法はあんたが考えなさい。霊体天地殿のそれぞれの性格や行動パターンを手がかりにして、聞きこみするとか、ワナを張っておびき寄よせるとか。何せあたしは霊体天地殿と会ってないんだから、知恵の貸しようがないわ」

「わかった」魎呼はうなずいた。「考えるのは苦手だけど、天地を救うためだ。がんばってみる」

「連れてきさえすれば、あとはこのメカに任まかしといて」

「ナンなんだそのメカ、いったい!?」

　魎呼はなおも不ふ審しんそうに小型メカをジロジロと眺ながめていたが、鷲羽は自信満々に胸をはって応こたえた。

「天地殿の霊体を肉体に注ちゆう入にゆうするマシンよ。名づけて『天地殿の霊体を肉体に注入するマッシーン』」

「そのまんまじゃねえか」

「時間なかったんだからしょうがないでしょ」

　鷲羽は不満げに唇をとがらせた。

　そして、こう言葉を継ついだ。

「それから、わかってると思うけど、霊体は一日だか七日だか四九日だか経たつと成じよう仏ぶつしてこの世から消えちゃうから、絶対それまでに回収してきてね」

「ナイスなアドバイス、ありがとよ！」

　魎呼は鷲羽の脳のう天てんを思いきりどついた。
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　暴力天地。

　エロ天地。

　正義天地。

　宗教天地。

　四人の霊体天地を、魎呼はそれぞれこう名づけた。

　彼らを捕ほ獲かくするためには、鷲羽の言うように「それぞれの性格や行動パターンを手がかりにして、聞きこみするとか、ワナを張っておびき寄せるとか」しなければならない。

　そこで、魎呼はその具体的方法を考えはじめた。

　頭に必勝ハチマキを巻き、度の強いガリ勉めがねをかけ、腕組みをして考えに考えた。

　どこぞの宇宙のゴミタメか何かで生まれてからこのかた、これほどモノを考えたことはないと思えるほど深く真剣に考えぬいた。

　おかげで知恵熱が出てしまい、体温が二〇度ほど上昇したが、火ほ照てった身体を缶ビールで冷やしながら、魎呼はなおもひたすらに考えつづけた……。




　六月の第三月曜日、午後五時四六分。

　夕映えが西の空をオレンジ色にそめ、まばゆいネオンサインに彩いろどられた渋谷の街が人工の朝を迎むかえるころ、ついに作戦は決行された。

　最初のターゲットは、宗教天地だ。

　渋谷のどこかにいる彼を見つけだすのはさほど難しいことではない。

　宗教の手助けがぜひとも必要なような薄はつ幸こうの少女を演じて、その『宗教心』を巧こう妙みように刺激すれば、自分からノコノコと姿を現わすはずだ。

　長い沈ちん思し黙もつ考こうのはてにそう確信した魎呼は、まず古着屋の親父を脅おどして、マリー・アントワネットが着ていたような時代錯さく誤ごのイブニングドレスと、まがいものの宝石がちりばめられたティアラをせしめた。

　そして、宮下公園の公衆トイレでそれを着ると、ペンギン通りの街頭に立って、やおら宝塚歌劇団ばりのくっさい演技をはじめた。

「ああ～っ、神さま、私ほど不幸な美少女が、いったいこの世に二人といるでしょうか。両親には先立たれ、恋人には裏切られ、継まま母ははにはいじめられ、お金もなく、夢もなく、希望もなく、競けい馬ばをやれば全財産をすり、パチンコをやれば釘くぎにきらわれ、犬には吠ほえられ、ドブに落ち、おまけに不ふ治じの病を百八つも持っているなんて。いっそ死んでしまいたい。でも、死にたくない。でも、やっぱり死にたい……。ああ、神さま、あなたはどこでノンキに昼寝をぶっこいておられるのですか!?　シメキリに追われる脚きやく本ほん家かよりも超不幸な美少女が、ここでこうして悲ひ嘆たんの涙にくれているというのに、どうしてあなたは私に百万円くださらないのですか!?」

　道ゆく人々は、アブナいものでも見るような眼差しで、薄うす気き味み悪わるそうに魎呼を見ていった。

　が、魎呼はそんな視線をガンとはねつけ、脳天に響くような甲かん高だかいファルセットボイスでなおもわめきちらした。

　作戦は的てき中ちゆうした。

　かすかに聞こえてきた法ほつ華けのタイコの響ひびきが次し第だいに近づき、魎呼の背はい後ごでピタッと止まったのだ。

「来た来た！」と、魎呼は心のなかで拍はく手しゆ喝かつ采さいしてふり向いた。

　神道の神官服を着て、聖書をたばさみ、法華のタイコを持った街がい頭とう布ふ教きよう者しや……それはたしかに宗教天地だった。

　宗教天地はオシッコを我が慢まんするかのように下半身をモジモジさせながら、宗教的慈じ悲ひ心しんに満ち充ちた甘ったるい声で魎呼に語りかけた。

「ずいぶんおこまりのようですね、どこかで会ったような気がするお嬢さん!?」

「はい。実はかくかくしかじか……」

「かくかくしかじかと言われてもよくわかりませんが、神さまはかならずあなたに救いの御み手てを差しのべてくださいます。さあ、私といっしょに祈いのりましょう」

「祈るって、どの宗教のお祈りを!?」魎呼は訊ねた。「あなたはいったい何教を信じてらっしゃいますの？」

「何教でもありません」宗教天地はにこやかに応えた。「宗教人が宗しゆう門もんや宗しゆう派はで争うなどおろかなこと。神さまはひとり、宗教はひとつ。もともとすべての宗教はひとつだったのですから」

　──なるほどね。

　天地は、宗教ってモンをそういうふうに考えてたのか。

　いろんな宗教チャンポンのこのカッコは、そういう考えを表現してたんだな。

　気持ちはわかるけど……どうもこのカッコはなあ。

　あたしの趣味じゃねえよな、少なくとも。

　これでこいつがニセの天地ならどうってことないけど、いちおうホンモノの天地のカケラだもんなあ。

　ナンか泣きたくなっちゃうぜ……。

「さあ、どこかで会ったような気がするお嬢さん、全能の神に祈いのりましょう、私といっしょに」

　宗教天地がやさしく魎呼の手をとった。

　刹せつ那な、魎呼は宗教天地の腕をたぐりよせ、プロレスラーの秋山準の必殺技・エクスプロイダーで豪ごう快かいに投げすてた。

　後頭部を道路に強打した宗教天地は悲ひ鳴めいもあげずにあっさり気き絶ぜつした。

「よっしゃ！　いっちょあがり！」

　魎呼はイブニングドレスのすそをたくし上げると、あきれ顔で見送る見物人をものともせず、シャケをしとめたクマのように宗教天地をズルズルと引きずっていった。




　天地の部屋では、鷲羽が手ぐすねひいて待ちかまえていた。

「ずいぶん傷だらけねえ」

「そっか!?　引きずってきたからかな」

「あんまり手て荒あらなことするんじゃないよ。これでもいちおうは天地殿なんだから」

「んじゃ、次からは空くう輸ゆに切りかえるわ」

　すり傷だらけの宗教天地を前に、そんな会話を魎呼とかわしながら、鷲羽は『天地殿の霊体を肉体に注ちゆう入にゆうするマッシーン』のセッティング作業をした。

　セッティング作業といっても、動力源の輪ゴムをギリギリと幾いく重えにもねじって、ストッパーでとめるだけだ。

「これで準備完了と」

　鷲羽は額の汗をぬぐうと、床に横たわっている宗教天地をキッと瞶みつめ、おごそかに叫んだ。

「さあ、『天地殿の霊体を肉体に注入するマッシーン』よ！　秘められし大いなる真の力を発動させよ！」

　ストッパーがはずされ、『天地殿の霊体を肉体に注入するマッシーン』はふたたびブタが引きつけを起こしたような音を立てて始動した。

　魎呼は息をつめてことのなりゆきを見守っていた。

　と、『天地殿の霊体を肉体に注入するマッシーン』の竹ひごの先端が淡く輝き、宗教天地めがけてピンク色の霊れい波は光こうを照しよう射しやした。

　すると、どうだ。

　霊波光を浴びた宗教天地はねっとりとした純白のエクトプラズムと化し、まるでランプの魔ま神じんがランプにもどるかのように、『天地殿の霊体を肉体に注入するマッシーン』のコーラの空あき缶かんのなかへ吸いこまれていくではないか。

「液えき化か完了！　あとはこれを天地殿に飲ませるだけよ！」

　エクトプラズムが完全に吸いこまれるや、鷲羽はベッドで眠っている天地の唇に空缶の飲み口をあてた。

　天地はゴクゴクとのどを鳴らして中身を飲み、十秒も経たたないうちに、オシッコを我が慢まんしているかのように下半身をモジモジさせはじめた。

「これは、宗教天地がやってた……ってことは、霊体が天地の身体にもどったんだ！」

　魎呼は破は顔がんして、歓かん喜きの叫びをあげた。

　鷲羽もうれしさを隠かくせないかのように声をはずませて魎呼に言った。

「一五分で作ったわりには完璧な性能だわ。この調子であとの三人もゲットよ、魎呼」

「ああ！」

　魎呼は力強く拳こぶしを握にぎりしめた。
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　次なるターゲットは、エロ天地と正義天地だ。

　ある意味、この二人は宗教天地よりも誘さそいだしにテクニックを必要としない。

　ただ単にセクシーダイナマイトな服を着て、パンチラなどおりまぜつつ渋谷の街にお色気をふりまいていればエロ天地はまちがいなく現われるし、エロ天地の御ご乱らん行ぎようを糾きゆう弾だんすべく、おっつけ正義天地もやってくるだろう。

　そこで、魎りよう呼こはブルセラショップの兄ちゃんを脅おどして、天地の通う私立天てん満まん宮ぐう高校の女子制服をガメった。

　青灰色ブルーグレイのミニのプリーツスカートと、共とも布ぬののベストだ。

　そして、またも宮下公園の公衆トイレでそれを着ると、道どう玄げん坂ざか界かい隈わいをぷらぷら流しはじめた。

　道ゆく男性は、ストリップでも見るような好こう色しよくそうな眼まな差ざしで魎呼をチラチラと盗み見していく。

　もともと素材が天下一品なところにくわえて、服装がセクシーこの上もない。

　何せわざとサイズの小さな制服を着ているため、ブラウスの胸元はボタンがちぎれんばかりに隆りゆう起きしているし、純白のハイレグショーツはミニスカートの陰かげに隠かくれることができず、パンチラどころかほとんどパンモロ状態だ。

　──こいつは、そうとう恥はずかしいぞ……。

　さしもの魎呼もそう思わずにはいられないほど、その姿は見え見えなまでに煽せん情じよう的てきだった。

　情けないことに、エロ天地とはすぐに再会できた。

　アホのブラックバスのごとく、五分と経たたないうちにあっさりエサに食いついたのだ。

「わおっ、すげえカッコしてんじゃん、カノジョ！」

　路ろ地じから電光のごとく飛びだしたエロ天地は、ニヤニヤと淫いん猥わいな笑みをうかべながら、魎呼の後ろ姿をなめるように観かん賞しようした。

「まるでブタがパン粉とせんキャベツしょって歩いてるようなもんだぜ。そんなに食ってほしいんならさっさとオレに言ってくれりゃいいのによお。なあ、カノジョ、ヤリたくてヤリたくてしょうがないんだろ!?　だったら、オレとホテル行かない？」

　──ホント、何度会ってもやなヤツだこと。

　声聞いてるだけでムカついてゲロッちまいそうだ。

　天地じゃなかったらキン○マねじ切ってやるところだぜ……。

　魎呼は、はらわたが煮にえくりかえりそうな怒りと嫌けん悪お感をグッとこらえ、精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そ笑いをたたえてふり向いた。

「あ～ら、お久しぶり、天地くん♥」

「ゲッ！　お、おまえは、魎呼……！」

　エロ天地は一瞬たじろいだ。

「いや～ん、魎呼ちゃんって呼んでえ～ん♥」

　魎呼はくねくねと身体をくねらせ、神田うのよりも甘ったるく、吉川ひなのよりも舌たらずな口調で言った。

「ふーん、どういう風の吹ふき回しかねえ。あのおまえがこうなるなんてよ……」

　エロ天地は水虫をかきながら、感心したように魎呼の一世一代の名演技を眺めていたが、

「まあ、たまにはゲテモノも食ってみるか。おまえなら気き心ごころ知れてるから、おだてるだのメシ食わせるだの、くだらねえ仕し込こみがいらなくていいや。それに、オンナなんか眼ぇつぶりゃどれもおんなじよ。さ、ホテル行こうぜ」

　と言うと、魎呼の腕を摑つかんでズンズン歩きだした。

「んもう、天地くんってばせっかちなんだからあ～ん♥」

　バカッぽい笑顔とはうらはらに、魎呼は少しずつあせりはじめていた。

　──おいおい、そろそろ出てきてもいいころじゃねえのか、正義天地よ……。

「なにキョロキョロしてんだよ、魎呼!?」と、エロ天地が訊たずねた。

「う、ううん、何でもない……」

　魎呼はヒクヒクと頰を引きつらせ、顔中を口にして微ほほ笑えんだ。

　──うわっ、やっべーっ。

　超やべーっ。

　冗談じゃねえよ。

　このままズルズルいったら、とんでもねえことになっちまうぞ。

　天地にならあたしをあげてもいいけど、この天地だけは絶対やだ。

　こんなクズ野郎とエッチするぐらいならブタにヘソかまれて死んでやらあ。

　おい、おまえの魎呼ちゃんがピンチだぞ。

　魎呼ちゃんの貞てい操そうの危機なんだぞ。

　早く出てこいよ、正義天地……！

「ここにしようぜ、魎呼」

　エロ天地の声に、魎呼はハッと物思いワールドから現実に引きもどされた。

　二人が立っているのは、渋谷のラブホテル街の一角に建つ、場ば末すえの連れこみ旅館の前だった。

「さ、入るぞ」

「でも、あたし……」

　魎呼は身を固くして後ずさりした。

「ナンだよ!?　今になっていやだってのか!?」

「そうじゃないけど……」

「だったら入ろうぜ」

「でも、あたし……」

「ナンだよ!?　今になっていやだってのか!?」

「そうじゃないけど……」

「だったら入ろうぜ」

「でも、あたし……」

「ナンだよ!?　今になっていやだってのか……って、おいこらっ！　おんなし会話くりかえしてんじゃねーよ！」

　エロ天地はいきなり魎呼を抱だき寄よせ、

「入るのがいやなら、今ここでヤッちまってもいいんだぜ！」

　と叫ぶや、ブラウスの上からおチチをむんずとわし摑づかみにした。

　魎呼の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがブチッと音を立てて切れた。

「ぬわぁぁぁぁぁぁぁぁにすんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁーっ！　くぉぉのエロガッパァァァァァァァァァァァァァァァァァァァーッ！」

　宇宙海かい賊ぞくの本ほん性しようをむきだしにした魎呼は邪じや悪あくに叫び、女子プロレスラーのダイナマイト関西の必殺技・通つう天てん閣かくスペシャルで豪ごう快かいにエロ天地を地面に叩たたきつけた。

　その時だ。

「ええい、三国一の卑ひ劣れつ漢かんめ！　また罪なき処しよ女じよを毒どく牙がにかけんとするか！　この柾まさ木き天てん地ちが成せい敗ばいしてくれるわっ！」

　ニキビ面の正義天地が、学生服のすそをカッコよくひるがえして颯さつ爽そうと現われた。

　ところが、魎呼はかえす刀で正義天地の身体をホールドし、

「来んのがおせえんだよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉーっ！　おめえはよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉーっ！」

　女子プロレスラーの豊とよ田だ真ま奈な美みの必殺技・ジャパニーズオーシャンサイクロンスープレックスホールドで華か麗れいに投げきった。

　二人の天地は後頭部を強打し、悲鳴もあげずに仲良く枕まくらをならべて気き絶ぜつした……。




「ずいぶん疲れてるみたいじゃない!?」と、鷲羽が言った。

「そりゃ疲れもするさ」

　魎呼は、ゲッソリとやつれた顔で応こたえた。

「愛するオトコの裏の顔みたいなもんを、あんなにどぎつく見せつけられたんじゃな。まあ相そう当とうデフォルメされてるんだろうけど、とにかく心臓には悪いぜ……」

『天地殿の霊体を肉体に注入するマッシーン』は順調に作動していた。

　エクトプラズム化したエロ天地と正義天地は、天地の体内に無事にもどされた。

　魎呼はベッドで眠っている天地の額ひたいをのぞきこんだ。

　そこには、小さなニキビがひとつうかんでいた。

　一方、鷲羽は天地の足の裏に水虫ができていることを確認し、満足そうにうなずいた。

「残るはあとひとり……ご苦労だけどがんばってね、魎呼」

「よっしゃあ！」

　魎呼は、疲れた身体に活かつを入れるように両頰をピシャピシャと叩いて立ちあがった。
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　最後のターゲット……暴力天地の発見と回収は困難が予想された。

　過去の三人のように子供だましのトラップに引っかかってくれるとは思えないし、無抵抗でおとなしく捕つかまってくれるとも思えない。

　当然、応戦せざるをえないような状況になるだろうが、暴力天地を傷つけないよう手て加か減げんして戦うにはかなりの高等テクニックが必要だ。

「ま、何とかなるさ……っていうより、何とかしなきゃ」

　魎呼は、若いカップルとルーズソックスの女子高生とチーマーと酔よっ払ぱらいとでにぎわう夜よ更ふけの渋谷センター街を歩きながら、ポツリとひとりごちた。

　広こう大だいな渋谷の街をいたずらにさ迷ったところで、暴力天地に遭そう遇ぐうできる可能性は低い。

　しかし今、魎呼が探しているのは暴力天地本人ではない。

「あーっ、いたいた……！」

　魎呼の視界が捉えたのは、昼間、暴力天地にボッコボコにされた地元のチーマーの一いち団だんだった。

　顔中バンソウコウだらけの者、腕をギプスで固定した者、首にムチウチのコルセットをはめた者、血ち止どめの脱だつ脂し綿めんを鼻の穴につめた者……とにかくめだつことはなはだしい。

　魎呼はつかつかとチーマーの一団に歩みより、ヘッドの少年の長髪を無造作に摑つかんで言った。

「おい、にーちゃんたち。ちょっくら訊ききてえことがあんだけどさ」

「て、てめえ、ナニすんだよ！」

　ヘッドの少年は烈れつ火かのごとく憤ふん激げきした。

「ナンにもしやしねえよ」魎呼はニヤニヤしながら言った。「おとなしく質問に応こたえりゃ、命だけは助けてやんぜ」

「こ、このクソ女！」

「頭クラッシュしてんのか、おめえ！」

「オレたちを誰だと思ってんだよ！」

「ナメたことすんとブッ殺すぞ！」

　チーマーたちは口々にわめきながらいっせいにナイフをかまえる。

　なかには正しよう札ふだがぶら下がっているナイフもあるところから見て、暴力天地に半殺しにされたあと、あわてて護ご身しん用ように買ったものらしい。

　早くも魎呼たちは、周囲を野や次じ馬うまにとり囲まれていた。

　魎呼は殺さつ気き立ったチーマーたちを平然と眺ながめ、バカにしたように鼻を鳴らした。

「フン。ここじゃあ人ひと目めがありすぎてやりたいこともできねえや。公園かどっかに行こうぜ」

　そして、肩をそびやかして宮下公園へ向かう道を歩きはじめた。

　ヤンキーの少女[image: ]十人のチーマー。

　構図的には典てん型けい的てきな多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだが、魎呼の正しよう体たいを知る我々はこの不幸なチーマーたちに、日本中のチーマーに助すけっ人とを頼たのむよう勧すすめたくもなる。

　もちろん結果は、奇き跡せきも起こらず、ごく順当なものに終わった。

　十人のチーマーが完全に戦せん意い喪そう失しつし、土ど下げ座ざして魎呼に許しを乞こうまでにものの一分とかからなかったのだ。

「お姉さま、ボクたちに質問っていったいナンでしょうか!?　ボクたち喜んでナンでもお応こたえいたします！」

　前歯をすべて折おられてすっかりいい子ちゃんになったヘッドの少年は、幼稚園児が先生に言うように元気よくはきはきと訊たずねた。

「べつに大したことじゃねえよ」

　魎呼は悠ゆう然ぜんとチーマーたちを睥へい睨げいして言った。

「おまえら、今日の昼間、よそモンの若造とケンカしてボコボコにされたんだよな!?」

「よく御ご存ぞんじで。見てらしたんですか？」

「まあな。で、質問ってのは、そのケンカ相手の居い場ば所しよさ。もし知ってたら教えてほしいんだ」

　魎呼の言葉に、チーマーたちは意外な反応を見せた。

　顔を見合わせて不安げにヒソヒソと話したあげく、いっせいに地面に額ひたいをこすりつけたのだ。

「す、すみません、お姉さま！」

　ヘッドの少年が生まれたての子馬のようにガタガタふるえながら、一同を代表して言った。

「お姉さまのツレとは知らず、ボ、ボクたち、とんでもないことしてしまいました！」

「あんだよ!?　どうしたんだよ、おまえら!?」

　魎呼は面めん食くらって訊ねた。

「ボクたち、腹いせに警察に通報しちゃったんです。ツレの人は逮たい捕ほされて……たぶん、警察にいると思います」

「ナ、ナンだってえ……！」

　魎呼は愕がく然ぜんと叫び、紙のように青ざめた。




　チーマーの言葉はいつわりではなかった。

　暴力天地は、渋谷警察署の留りゆう置ち場じようの一室にいた。

「よう、天地……元気そうじゃないか」

　魎呼が壁をぬけて、留置場のなかに現われた。

　部屋の隅すみの暗がりにうずくまっていた暴力天地は顔を上げ、陰いん湿しつで狡こう猾かつそうな眼まな差ざしで魎呼をむかえた。

「魎呼か……幽霊に会いにきたヤツが、幽霊そこのけに壁をぬけるなんざシャレにもなんねえな」

「うるせえよ」魎呼はそっけなく言った。「よく見りゃ天地と同一人物とは思えないツラしてんな、おまえ。根っからの悪党ヅラだぜ。まあ、そんだけちがって見えりゃ、おまえがここから消えちまっても、あとで天地が警察にパクられることもないだろ。おまえが住所だの名前だのをしゃべってなけりゃ、だけどな」

「しゃべってねえよ、んなもん」暴力天地は不ふ敵てきに応こたえた。「『両親に迷惑かけたくない』とか言ってな。ついでに『人違いです、ボクは無実です』とも言ってやった。ナニせチーマーの団体さんと一戦やらかしたのに、オレは無傷、向こうは全員ボロボロ。こりゃどう見ても不自然だ。しかも、ここじゃオレはおぼっちゃん言葉遣つかってしおらしくしてるから、刑事にゃ印象いいんだぜ。ヤツらもガラの悪いチーマーよりオレのこと信じるだろうし、二、三日中には無む罪ざい放ほう免めんだな」

「やなヤツだな、おまえ」

　魎呼は吐はきすてるように言った。

「ハハ、よく言うぜ」暴力天地はせせら笑った。「オレとおまえは仲間じゃねえか。同類だよ、暴力と破は壊かいが三度のメシよりも好きってことじゃあな」

　魎呼は一瞬沈ちん黙もくした。

　だが、額ひたいにたれた空色スカイブルーの髪の毛を静かにかきあげると、フッと顔を曇らせて、低い、沈ちん鬱うつな声で言った。

「おまえ、あん時チーマーたちが逃げなかったら……マジで殺す気だったろ!?」

「悪いか」暴力天地は平へい然ぜんと応こたえた。「おまえはちがうのかよ!?」

「あたしは、自分より明らかに弱いヤツとは本気で戦わない。ましてや人殺しは趣味じゃねえ！」

　魎呼は暴力天地を見すえてきっぱりと言いきり、その手を摑んで強引に立ちあがらせようとした。

　ところが、暴力天地は魎呼の手をピシッと払いのけ、ユラリとみずから立ちあがると、上うわ目め遣づかいに、射いるような陰いん湿しつな視線を魎呼に浴あびせた。

「……帰らねえよ、オレは。あのクソ真ま面じ目めな天地のなかに閉とじこめられるのは、もうたくさんだ」

「なにい!?」

「すべての人間がそうなように、あいつにはたくさんの顔がある。明るい顔、やさしい顔、こずるい顔、陰いん気きな顔……だが、あいつの一生のうちで、このオレが表おもての顔になることは、今までも、そしてこれからもたぶん一度もねえだろう。ほかの顔がみんなして、オレが外に出るのをジャマしやがるからな。せっかくこうして、あいつの身体から離脱して自由の身になれたんだ。もうあいつとは縁えん切きりよ。これからは、オレはオレなりに楽しくやらせてもらうさ」

　いつしか、暴力天地の全身からは、狂人じみた冷れい酷こく残ざん忍にんな殺さつ気きが陽炎かげろうのように立ちのぼっていた。

　だが、魎呼の身体からも、怒りのオーラが地じ鳴なりのようなうなりを上げて激しく立ちのぼっていた。

　室内の空気が結晶化したようにピーンと張りつめ、そのなかで、魎呼と暴力天地は鋭い視線を放ちながら睨にらみあった。

「……駄だ々だっ子は、力ずくで連れて帰る」

「このオレが殺れるか!?」

「あたしゃ泣く子も笑うバカだけどね、戦いにかけちゃプロ中のプロなのさ」

「手て強ごわいぜ、オレは」

　暴力天地が不ふ敵てきにニヤついた。

　刹せつ那な──

「魎呼さまをなめるなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーっ！」

　魎呼は鬼き神しんのごとくカッと眼をむき、めくるめくオーラを一気に爆発させた。

「てめえの弱点は腰だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーっ！」

　ムチのようにしなやかな超高速の右中段回し蹴げりが暴力天地の腰に深々とめりこんだ。

「ぐはぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　暴力天地は醜く顔を歪め、苦く悶もんの絶ぜつ叫きようをあげた。




　六月の第三火曜日、午前一時四四分。

　渋谷警察署内のＢ─三留りゆう置ち室で、原因不明の大爆発が発生した。

　室内はメチャメチャに破壊され、分ぶ厚あつい外がい壁へきまでもが完全にくずれ落ちて、爆発の凄すさまじさを物語っていた。

　そして、警察官が駆けつけた時、その留置室に留置されていた氏名ならびに住じゆう所しよ不ふ詳しようの少年の姿は、まるで神かみ隠かくしにでもあったかのように忽こつ然ぜんと消え去っていた……。





９






「さあ天てん地ち殿どの、これが最後よ。残さず飲んどくれ」

　鷲羽わしゆうが『天地殿の霊れい体たいを肉体に注ちゆう入にゆうするマッシーン』の空あき缶かんの飲み口を、眠っている天地の唇くちびるにあてた。

　天地は、ミルク飲み人形のように従順に中身を飲みはじめた。

「けど、最後の四人目の霊体天地殿、ゾウキンみたいにズタボロだったね。あんた、相そう当とうムチャしたんじゃない!?」

「いいんだよ」

　魎呼はぐったりと疲労した身体を壁にもたれかけさせ、缶ビールをなめながら鷲羽の問いにだるそうに応こたえた。

「あいつは、あのぐらい弱らしといたほうが天地のためなのさ」

　離り脱だつした最後の霊体を体内におさめた天地は、安心したかのようにかすかにほほえみ、スウスウと寝息を立てて眠っていた。

　魎呼は、そんな天地の寝顔を見やった。

　慈じ愛あいと尊敬の思いを宿やどした、限りなくやさしい眼まな差ざしだった。

「しかしさ、天地ってのは、ホントすごいヤツだよな……あたし、改めて惚れなおしちまったよ」

　魎呼はしみじみと言った。

「何よ、やぶからぼうに!?」

「だってよ、あんだけアクの強いヤツらを飼かいならして、一いつ所しよ懸けん命めい外に出ないようにしてるんだぜ。あたしなんかにゃとてもマネできない芸げい当とうだよ。けど……あいつら、ひとり欠かけても天地じゃなくなっちまうんだよな。ひとりひとり見ると、ムカつくヤツや、情けないヤツや、好きになれないヤツもいるけど、あれが全部まとまって天地なんだ。鷲羽の言ったとおり、人間ってのは複雑で多重的なモンなんだなあ……」

　いくら見ても見あきない顔だ、と魎呼は思った。

　いつまでもこうして見ていたい、いつもそばにいて無限にその笑顔を見ていたい、と魎呼は痛つう切せつに思った。

「そういうマジなセリフはあんたには似合わないよ」

　鷲羽は天地を抱きかかえて上半身を「よいしょっ」と起こした。

「魎呼、眼を覚さまさしてあげて。天地殿にはえらい迷惑かけちゃったけど、眼が覚めた時には完全に元にもどってるよ」

「ああ」

　魎呼はうなずくと、天地の背中にひざがしらをあてて、グッと活を入れた。

　天地はパチッと眼を開けた。

　そして、不思議そうにあたりを見回し、魎呼と鷲羽に気づくや、戸と惑まどうように、しかしはっきりとした口調で言った。

「魎呼、鷲羽さん……オレはいったい……!?」

「天地いっ！」

　魎呼は眼めじりに涙をうかべて勢いよく天地に抱きつき、ベッドに押し倒した。

「よかったあっ！　元にもどったんだな、天地！」

　だが、魎呼の喜びは次の瞬間、絶望に変わった。

　天地は元にもどってはいなかった。

　かつての自分を完全には取りもどしていなかった。

　魎呼には、それがすぐわかった。

　なぜなら、天地はのしかかった魎呼をうっとうしそうに突き飛ばして、こう言ったからだ。

「やめてくれよ、魎呼」

「えっ!?」

「失礼じゃないか、いきなり抱きつくなんて。親しき仲にも礼れい儀ぎありだぞ。親おや父じやじっちゃんにもこんなことされたことないよ」

「て、天地……！」

　魎呼は呆ぼう然ぜんと天地を瞶みつめた。

　──天地じゃない。

　まだ元の天地にもどってない。

　だって、天地がこんなことするワケない。

　何があっても、あたしを突き飛ばしたりなんかしない。

　ってことは……もうひとり霊体天地がいるんだ。

　回収しそこねた霊体天地が、まだ存在するんだ。

　そう、一番大切な霊体天地が。

『魎呼を好きな天地』って名前の天地が……！

「天地殿の風か邪ぜが治ってる……」

　鷲羽もまた、別な理由から魎呼と同じ結論に達したようだ。

「ということは、風邪をひいた霊体天地殿がまだどこかにいるんだ！　霊体天地殿は四人じゃなくて、五人いたんだ！」

　鷲羽は『天地殿の霊体を肉体に注入するマッシーン』を見た。

「四・一人……あの数値は、四捨五入じゃなくて切り上げるべきだったのかな!?　いや、その後のマッシーンの完璧な作動ぶりから見て、誤差の出るはずがない。四・一人はたしかに四・一人……つまり、五人目の霊体天地殿は〇・一人前なんだわ」

「〇・一人前って、どういうことだよ？」魎呼がオロオロと訊きいた。

「たぶん……ものすごく小さいってことじゃないかな」

「ものすごく小さい……」魎呼は鷲羽の言葉を反復した。「だとしたら、外へ出られずに、まだこの部屋にいるんじゃないのか!?」

「可能性、大よ！」

　鷲羽が叫んだ。

　間かん髪はつ入いれず、二人は大がかりな家や捜さがしを開始した。

　家具を移動し、くずかごを引っくりかえし、机の引き出しの中身を床にぶちまけ……だが、『魎呼を好きな天地』の行ゆく方えは杳ようとして知れない。

「ナ、ナニやってるんですか、鷲羽さんも魎呼も他ひ人との部屋で……探しものならオレも手伝いましょうか!?」

　アッケにとられてベッドから降おりようとする天地に、魎呼の怒ど声せいがふりそそいだ。

「天地はおとなしく寝てろ！　いいか、今のおまえは普通の身体じゃないんだ。生命いのちの次に大切な……おまえじゃなくてあたしにとってかもしれないけど、とにかく大切なモンがすっぽり欠けちまってるんだぞ。だからフラフラ動きまわらないでおとなしく──」

　魎呼は、途中で言葉を吞のんだ。

　どこからか、蚊かの鳴くようなか細い声が聞こえてきたからだ。

　その声はこう言っていた。

「魎呼……魎呼……魎呼……魎呼……」
















　魎呼は反射的に足元を見た。

　いた。

『魎呼を好きな天地』は、そこにいた。

　フローリングの床板のすきまに挟はさまって身動きがとれず、時おり咳せきこみながら、心細げに魎呼の名前をくりかえし呼んでいた。

　天地の、魎呼に対する現在の愛の大きさを象徴するかのように、その身長はわずか一センチほどだった。

「ハハ……こんなに小さいと、さすがにちょっとフクザツな気分だぜ」

　魎呼は、喜びと淋さびしさとがない交ぜになったような複雑な笑みをうかべ、『魎呼を好きな天地』をヒョイとつまみあげた。

「けど、これがなくっちゃ、天地じゃないもんな」

　魎呼と鷲羽は会かい心しんの笑みをかわしてうなずきあった。

　だが、天地としては笑って見すごすというワケにはいかなかった。

「おい、魎呼！　ナンだよ、そのオレのミニチュアは！　……ははあ。おまえ、また鷲羽さんとツルんでオレに何か悪さしたな!?　今度はいったいナニをやらかしたんだ！」

「やばい！」

　鷲羽があわてて叫んだ。

「魎呼、も一度天地殿を眠らせて！　すぐに作業に取りかかるよ！」

「ラジャーッ！」

　魎呼は、女子プロレスラーのチャパリータＡＳＡＲＩの必殺技・スカイツイスタープレスを豪ごう快かいに天地に炸さく裂れつさせた……。




　六月の第三火曜日、午前四時四八分。

　梅つ雨ゆ雲ぐもをかきわけて、ほんのりと白しらんだ東の空に明けの明みよう星じようが輝くころ、天地は完全復活をとげた。

　悪夢のような、長い長い一日は終わった。

　しかし、『魎呼を好きな天地』との融ゆう合ごうをはたした天地は、当然の結果としてふたたび風邪をひいてしまった。

　けっきょく、天地の風邪は治らずじまいに終わった。

　すべては元もとの木もく阿あ弥みとなったのだ。

「ナンだったんだよ、あたしがやったことは……」

　魎呼の嘆なげきは、同情を必要としない。

　なぜなら、愚ぐ行こうは、賢けん者じやに至いたるただひとつの道だからである。





〈了〉　　










解　説









　つい何かの間ま違ちがいでこのページから読み始めてしまった皆さん、では質問です。




『天地』と『新・天地』の違いはどこでしょう？




　ええっ、そんなこといきなり言われても分かんないよぉ……という方かたは一いつ刻こくも早く本文の方にお戻り下さい。

　本屋さんの店頭で御ご覧らんの方は一刻も早くレジにお並び下さい。

　そのどちらでもない方……ちゃんと１ページ目から読み始め、ここまでノンストップでいらした方にはもうお分かりのことと思いますが、『天地』と『新・天地』……正確には小説版長谷川『天地』と関島『天地』の違いはですね、主人公柾まさ木き天てん地ちくんの性格づけにあるのです。

『新天地』の天地くんってかなりカッコいいと思いませんか？

　しかも礼れい儀ぎ正しく、潔いさぎよくて、節せつ度どがあって、勉強だってできちゃう。

　ファッションセンスもなかなかイマどき、でも自然体なので好感度も高い。

　いざという時はちゃんと自分の頭で考えてスパッと行動できちゃうという筋すじの一本通った、大変男らしい性格です。

　ただ、こと恋愛に関する限り、彼はいきなり旧制高校の純情青年のようになってしまうんですね。

　それだってちゃんと彼なりの理由があってそうなっているのです。

「佐さ久く耶やの告白」の天地くんはまさにそんな感じじゃないですか。

　……オレはまだ、こんなに素す敵てきな彼女とつりあいが取れるような男じゃない。

　だから彼女に相応ふさわしい自分自身になれるまでは一歩だって線を踏ふみ越こえてはならない。

　好意に甘えて友だち以上のことを考えたりするのは彼女にとっても失礼だし、何よりそんなずるいことを考える自分が許ゆるせない。

　だから……ちゃんと「神くま代しろさん」って呼ぶんだ。

　胸が一いつ杯ぱいになるぐらい大好きだけど。




　長谷川に言わせるとこういうのは優ゆう柔じゆう不ふ断だんとは申せません。

　君ってホントに天地くん？　もしかして「清く正しく美しいイマどき珍しい好青年」のオーラかなんか混まじってない？

　そら魎りよう呼こや阿あ重え霞かや砂さ沙さ美みでなくても惚ほれるわぁ。

　今日びどこにいるっての、こんな正せい道どうを行く男の子？

　いけない、何だかホメてんだかケナシてんだか分かんなくなってきましたが、けして嫉しつ妬としてるワケじゃありませんことよ、ほほほ……（阿重霞ノリ）

　で、こういう天地くんを書いた作者の関せき島じま兄あにィはと言いますと、これがまた一本筋すじの通った大変いい男なんですね。

　飛鳥あすか、奈良の建築及び仏像に深い造ぞう詣けいを持ち、辻つじ邦くに生おとタルコフスキーをこよなく愛すると同時に格かく闘とう技ぎとこの世の全てのギャグに愛を注そそぐという（他にも万葉集から埴はに谷や雄ゆ高たかまで読みこなすと同時に鉄道マニアでもあるという……ああ、書き切れない）その守しゆ備び範はん囲いの広さはとても余よ人じんのなし得うるところではありません。

　そんな彼の趣味のひとつに神保町の古本街巡めぐりがあります。

　もともとかの地で学生生活を送っていた彼にとってお茶の水、神田周辺は庭のようなもの、長谷川も何度か解説付きで案内してもらった美味しい珈コー琲ヒーを飲みながら森しん羅ら万ばん象しようについて歓かん談だんしたのでした。

　……いけない。つい兄ィの教養に影響されて慣れない漢かん語ごを使ってしまいましたわ。

　タツノコプロにいた頃、同じ文芸として机を並べて以来の付き合いなので兄ィと呼ばせてもらっておりますが、シナリオでも小説のキャリアでも長谷川の大先輩なんですね。

　あ、でも同年代なんですよ。

　そういうワケで最近の話題はシマリスからこの世の享きよう楽らくから人生の悲ひ哀あいにまで及びます……これに仕事の愚ぐ痴ちや噂うわさ話ばなしや不幸自じ慢まんが加わると……ほら、森羅万象でしょ？　違うって？




　で、何を言いたかったかと申しますと、彼の奥さんというのがまた少女のように愛らしい人でしかもシマリスに惜おしみない愛を注いでいて……と、違った（いや、それはホントの話なんですが）、長谷川としてはこんな楽しい『天地』が読めてひたすら嬉うれしいなぁ、ということなのでした。

　シナリオライターというのはほんのひとカケラのエピソードから一時間、二時間のドラマを創り出してしまう才能の持ち主で、この本に収められた三本の短編でもそういったドラマ作りの妙みようが存ぞん分ぶんに味わえますよね。

　関島兄ィの作品はもちろんシナリオがメインなんですが、長谷川としては彼の小説ももっと読みたいなぁ、とつい願ってしまうのです。

　読者の皆さんの気持ちもきっと同じなのではないでしょうか。

　そう思ったら是ぜ非ひ兄ィにお手紙を出してあげて下さいね。

　何が嬉しいって、やっぱり読者のみなさんの励はげましやお便たよりが一番嬉うれしいんですから。

　ちなみに長谷川は永年の誼よしみでもう伝えてしまいました。




　フローリングの床板のすきまに挟まって身動きが取れず、時おり咳せき込みながら心細げに魎呼の名前を繰くり返し呼んでいたミニミニ天地くんがいっちゃん可愛い！　と。




　……ところで兄ィ、みごとな二宮金次郎の彫ほり物を背中にせおったホモのヤクザって、普ふ段だんのギャグが出てません？

　砂沙美ちゃんはきっと困っただろうなぁ、とつい余よ計けいな心配をしてしまった長谷川なのでした。

　ではでは、次の作品を楽しみにしております。




　膝ひざの上の猫が心ここ地ちよい秋の夜に。


長谷川　菜穂子　　



















初出







小さな恋人～新・天地無用！佐久耶の告白（平成９年９月10日初版発行）

半径十メートルの愛～新・天地無用！砂沙美の祈り（平成９年10月10日初版発行）

ふりむけば霊体離脱～新・天地無用！魎呼のこころ（平成９年11月25日初版発行）

※いづれも角川ＣＤミニ文庫より












新しん・天てん地ち無む用よう！








関せき島じま眞ま頼より
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